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日本 の萩 ― その研 究余談

大 章場

秋の七草にも授ば

れ古来よう日本人に

印染の深い萩 (ハギ)

は広い意味でのパラ

目植物のひとつであ

る。目下、大学院生

の秋山忍君とハギ屈

Thェbolgの 誤 うであう、ウブサラ大学のT血 ―

berg植 物標本館に保管されている標本を調べ、

これが ミヤギノハギであることを明らかにしたの

は中井猛ク池であった(図 刻R)。 中井憎士は

の分類学的研究に関連してハギの自然厳学を目獅

んでいる。研究の方はまだ喘緒につぃたばかりで

あるが、いままでに得た知見を交えながらハギに

関逆して想いるすことを雑然とここに配してみよ

うと思う。

′ヽギは分類学上マメ科夕`ギ属くと夕破 ″″ )に分

類される。この屈はアジア.オ ーストラリア,北

アメリヵに分布し、約100種 あるが、―般に萩と

呼ばれる花が実しい題は日本を中心に東アジアだ

けに自然の分布お狼 られている。萩を研究中とい

うと、「萩は何種あるか 」と尋おられることがよ

くある。正直なとこうこれにすばう答えるのはな

かなか難しい。

いまだに萩の分類に定説がないためである。

1734年 に Th曲 olgお 著`した日本の最初の植

物議であるFlora I叩侃i●oで 、 ミ ヤギノ′`ギが

い 適bergの 先とである大リンネ(Lil naous)の

発表した打″"効 ″″ ″茸部 の学名で戦

っている。これが植物学の上俵にのぅた最初の萩

である。 しかし、■ 彦rタァク●夕っの は ミヤギ′ハ

ギとは全 く別の指物で、両者 を同じと考えたのは

【為 ',“ L"

■取おαgが 採集したミヤギノハギ
Thunbolgお 元`根年間に日本で採集し現在
ウプサラ大学に保管されている標本を中井
猛之進憎とが大こ14年 (1925)に 棋写した
ものく中井 1927か ら引用 )

1927年 にIl行した日本と朝鮮のハギ腐のモノク

ラフの中でこのことを書` てヽいる。 4Phmberg α

発表から約 140年 後のことである。

Thコ borgが 日本に滞在したのは 1775・ 76年

〈安永 4・5)で ある。彼のコlora Lttnicaに 身

表された棺物のほとんどは標本として本国スエー

デンに持ち帰う研究に用いられただけでrrく、そ

の後安全に保管されてきた。これはTLl dbolg 】

人がしたことではなく、当時ヨーコンパにおいて

すでに確立していた方法であった。18,19世 紀店

日本でも自然物に関する関心が高まり、本草学'

ら自然誌学 (=膚 物学 )が 発達してくるが、値ワ
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について言うなら記録のもとととEった植物を標本

として保幸子し、 ζ れをクリテイカルに研究する継

承性が欠けていた。 ζれは単に伝統を重じるかど

うかといった国民性のちがいに過ぎぬというよう

な問題の域を超えている。乙うした乙とが、その

重要性が指摘されながら L、まだに自然誌研究が日

本lζ根付かぬ理由のひとつであるように思われて

ならない。

話が横道?とそれてしまったが、 ミヤギノハギは

ニシキハギと並び今日広く庭園?と植えられている

代表的な萩である。毎年地ぎわから新しい芽を出

し、長さ 2mにもなる枝を多数叢生する。枝には

橋円状で先の尖った 3個の小葉からなる葉が互生

1<:着く。先の方に濃紫征色の花を多数つけた枝は

湾曲しながらしだれる。ミヤギノハギには華やか

さと優しさとを兼ねそなえた趣きがあり、それが

日本人に広〈愛好される由縁のひとつでもあろう

か。庭園?とはあまり植えられることはないが、秋

の山野を飾る野生のハギも種ととに異なる野趣が

ゐり人目をひく。ヤマハギ，マルパハギ，ツクシ

ハギ，キハギ，ケハギ， ピッチュウヤマハギが代

表的な野生の萩である。

こんなに人々に親しみの深い薮であるが、その

花の詳しい形態はよく判っていなかった。花とい

うのは言うまでもなく高等植物の生殖器宮であり、

通常分類を行ううえで展も重要視される器官でも

ある。

ハギの花は基本的にはみな同じであるが、細か

な点、で種Cとに特徴を有している ζとが次第lζ判

明してきた。ハギの花の花式は K5C~A司令 lG 1 (但

し、 Eはがく片， cは花弁， Aは雄蕊.Gは雌蕊

である〕で、多くのマメ(マメ科ソラマメ亜科2

と共通である。花葉の設外環はがくで、がく片は

基部で合生してがく筒となり、合生せずに残った

先端の部分をがく歯と呼ぶ。花式}ζ示すように 5

個のがく歯を有するが、上側の 2個が先まで合生

して見かけ」二4個になっている ζとが多い。がく

の内側の環に 5個の花弁が配置し、そのうちの i

個が向軸側、残り 4個が中央から背軸側1ζ配列す

る。向車盗側の花弁を旗弁と呼ぶ。 5花弁のうち旗

弁だけが左右相称で大きさも患大である。背軸側

の4弁はみなバターナイフに似た非対称形をして

おり、外側の 2弁を翼弁、翼弁?と挟まれた内側の

2弁ぞ竜骨弁と呼ぶ。竜骨弁という名前は 2個の

花弁の背軸側の縁がぴったりと合わさって舟の竜

骨のような形となるととに起因する。 ζのように

5個の花弁が猿弁，翼弁，竜脅弁に分イじしている

のがマメの花の特徴で、 ζれを燦形花という。

竜骨弁と翼弁はひ・っくり箱の「しかけ Jのよう

な装置で震初お互に〈っついている。花を紡れる

昆虫が加える力によって装置が働き、その瞬間に

昆虫の体lζ花粉が附着する仕組みになっている。

花粉を授けるやり方は幾通りかの型に類型化され

る。萩はどの種もみな同じやり方をしている。そ

の仕組みは履も簡単で翼弁と竜骨弁が連動する ζ

とによる。翼弁1<:脚をかけた訪花昆虫の重みで竜

骨弁とも下方iζ押し下げられてしまう。その時一

束犯とtったま陸軍群と雌蕊はもとの位置fととどまる。

そ乙で訪花昆虫一主にハテの仲間 ー の腹部に

菊と盟主蕊の先繍にある柱頭が触れ受粉が行われる。

昆虫が訪ねた直後の花は翼弁と竜骨弁が下方に押

しやられ、一目でわかるほど獲を変えているが、

しばらくすると両弁とももとの位置にもどる。萩

の花の寿命は比較的短かく数日でゐる。
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ヤマハギは関西以西ではあまう見かけないが、

叔の中ではいちばん広範囲に分布し、アムール地

方 中 国民ゴヒ部,朝 鮮,北 海道,本 州 四 国 九

州に野生している。ヤマフ`ギの学名工容ヵあ″ク

うルタ,′は,シ ァの値物学者TurczaniNwが 自か

らアムール地方で採集した標本に基いている。日

本のヤマハギがこれと同極であることを最初に明

らかにしたのはオランダの植物学者 Mitlloとで、

1867年 のことである。ヤヤハギの花はヽヤギノ

ハギよりもひとまわう小さ(色 も岩子淡い。枝先

きは細かく分岐するおi技はあまうしだれない。紘

の仲間のうちでも特に日影を服う傾向があり、伐

採地,脱 取処 略 材が主を生育場所である。

マルバハギは中国東北部j朝 鮮にも分布し、日

本では本州1,四 国,九 州に野生する。関束以西で

は最も普lIEな野生の萩であろうか。ヤマハギ同様

に日向を好む傾向がある。花序の軸が伸長しない

ため、来の山に花が』まったように咲くので花畑

でもあまう見栄えがしない。花はヤマハギほどの

大きさであるががく歯の先が長く鋭く尖るのが特

徴である。

ックシハギは日本特産のハギでキハギと同様に

低木となる。日向にも生えるかi体の緑にもよく見

力車ナる。賦弁と竜合弁の色が淡く白味が強いのに

沢介だけが媒紅色となる。そのためニフコウシラ

ハギという和名が日光産のツクシハギに与えられ

たほどである。ツクラハギも本 ll, 四国,九 州に

野生するが要日本の多雪地帝にはほとんど見られ

ない。キ′`ギは文字通 )「 木にをる萩 Jで あるおヽ

他の萩と果をう旗弁と竜骨弁がわずかに黄色を常

びている。その分布はツクラハギによくrlており

多雪地常には見られない。裏日本の多雪地常では

関東地方などでキハギやツクラハギの生えている

ような場所にケハギと呼ぶ]Uの萩お壮 育している。

ケハギはミヤギノ′ヽギの原種と私喜が推定してい

る萩で、 ミ ヤギノハギと同じように社は毎年地ざ

わから柏れてしまう草だちの萩である。ケハギの

生える場所は頻繁に雪崩に見舛われるようも

新潟県小千谷地方は豪雪で有名であるが、この

地方 tlどケ′ヽギを多く産するところはないと縞わ

れる。急唆な土型日の発達の悪い斜面を一面に校

い尽したケ′ヽギの群落は見事である。この地方の

或る町役場にはミャギノハギではなくケハギが植

えてあった。 ミヤギノ′`ギをケハギから区DPlする

時の陳識になるのは伎に生えた毛が立たずに伏し

ていること、小栄の先が尖ること、花色が浪いこ

と、枝が細くしなやかなことである。FLかにミヤ

ギノハギにどに波い色の花やしなやかで細い枝ぷ

うのケハギに出会ったことはない。しかし伏毛や

小策の先の失る個体をケハギの群落中に見つける

のはそう難しいことではない。ケハギが形のうえ

でたいへん幅の広い変異をみせるのにたいして、

ミヤギク′`ギは極めて変男性にZし いといえる。

ミヤギノ′`ギの追原を調べる係には同一の規体か

ら株分けなどの栄養繁殖によって方々に広がって

いった可能性を考えてみる必要がうウそうである。

ミヤギノ/ ギ`がいつ頃どのような経路を迪って各

地で広く栽をされるようになったのだろうか。

ミヤギノハギの名前はいまのところ 1698年

(元 様11)に IU行された員原益町「花譜 Jよ う前

に見出すことができない。首文献からみると ヤヽ

ギノ′`ギの栽培化は比較的近世に近いことになる

のだろうか。調度品や衣堂に描かれる萩はみな枝

お壮 を向いている。ところがミャギフハギやニシ
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キハギの枝はしだれる。それゆえとうした萩の図 着く。 ζとから葉の着き方が明らかな互生に変るc

柄はミヤギノハギやニシキハギが好んで栽培され 通常ζの第3葉から 3小葉性となる。その後再び

る以前にすでに出来上って日本人の生活の中に深 対生状に変る ζともなく各節iζー錨の葉を着け、

〈浸透していたことが想像される。乙の推量が正 幼茎は主軸へ発達してゆく。発育の悪い個体では

しければ荻撲様もミヤギノハギやニシキハギの栽 6・7薬があらわれたと乙ろで休眠に入るが、成

培化が比較的新しい時代の出来事である乙とを支 長のはやい個体は l年内に開花するまでにいたる。

持する榎拠のひとつにもなりそうでゐる。 まだ萩の一生の一年目をかいま見たに過ぎ芯いが

関西以西fζ多く野生するピッチュヴヤマハギは 今後どうなる ζ とかずっと見詰めてゆきたいと思

まだ正体のよく判らぬハギでニシキハギと周謹と っている。

する説もある。ピ 7 チュウヤマハギは校が木化し

て残り、新しい枝は地上の前年枝の肢から伸びる。

他方、ニシキハギは通常ミヤギノハギと同じ草だ

ちの萩で、毎年新しい枝芽を地ぎわから出し、毎

年枝は枯れる。枝が木化して残るという性質がハ

ギの分類を行ううえで重要とされてきた。しかし、

ζの性質が環境lζより変るのか安定していて遺伝

性の強い性質なのか、いまのところ判っていない。

ピッテュウヤマハギとニシキハギの関係が明らか

になるまでには、まだまだ長い時聞がかかるだろ

うと私達はみている。

とζろで萩はどんとt一生を送るのだろうか。後

iと述べるようにこれは私の一ばん知りたい乙との

ひとつであった。植木鉢?と矯種した種子の種皮が

破れ、怪戦が伸び幼根が活着した後、養分を貯え

た2枚の子葉が地上lζ姿をゐらわす。発芽lζ要す

る時聞には随分ぱらつきがあるが、子葉があらわ

れた後はどの個体もかなり急速に成長を続ける。

子葉に続き幼茎が伸長し、第 L葉と第2葉がほV

同時にii)らわれる。第 1葉と第2葉の聞の節闘が

ほとんど伸びずに退化するため第l、第2葉は対

生状にとfる。萩の成葉は 3tJ嘆からなるが、 ζの

2個の葉は単葉である。幼茎の次の節に第3葉が

病弱で自然を知らずに育った私は中学生になっ

てようやく軽い山歩きができるようになった。当

然のように山野を被う多様な植物に関心をもった。

様々な植物毎回の前にして図鑑との格闘が始まっ

たのもその頃である。図鑑の便利さに驚きつつ自

分の集めてきた植物の名前を調べるのに熱中して

いたが、同時?と幾つかの疑問をも抱き始めた。そ

うした疑問のひとつは図鑑には「おととtJの姿し

か措かれていないこと、言い換えれば植物のたど

る一生がほとんど判らないζとであった。 ζの疑

問は植物を研究するようになった私の心のかたす

みにいつも煉りながら残っており、巌初陀手がけ

たベンケイソウ科植物の分類学的研究で多少実行

に移すζ とができた。一口iζ一生を調べるといっ

てもこれが容易な乙とではない ζとがとの時判っ

たが、私はますます乙の問題lζ惹かれていった。

自然誌の伝統が定着しなかった日本では対象そ

れ自体を holisticH:記述し、 それを集めて分類

し、体系化するという図式で分類学が生れたので

はない。分類学が分類学として明治期?となって西

洋から移入されたため対象を分類するのに都合の

よい特徴(=指標形質)を発見する ζとに関心が
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向けられた。そのため分類学が誕生するようも前

から指標形質にlRることなく、対象となると物に

関するすべてを体系的に記述することを目ざして

いたヨーロフ′やに餃べると日本の植物は氷山の一

角をみて分類されてきたさらいがある。

それにしても伺百年間千年 と生さ続ける木の―

生をど人間一代の記録で何が判るのだろうか。そ

んな自間を線 ウ返しながら、本も富もあら、かっ

て研究したベンケイツウ科 も属するバラロ ー バ

ラ科とそれに系統的関連のあると考えられる科か

らなる分類辞 ― を対象にこの間目に本格的に取

組むことにした。ハギの研究もこうした視点にた

って進めていることのひとつである。

最後にこの当面は何の成果もあらわれそうにな

い本研究を盟助してくださった山田科学振興財団

に深く廟閉して仙報を終えようと思う。
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巾 加 向 帥 … Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ 刑 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 刑 Ⅲ 州 m …

山 田
コ ン フ ァ レ ン ス 速 報

山田コンファレンスⅣ ・層状物質の物理 と化学

東北大学

第 4回 山田ヨンファレンス “
Physics anI

Chetlistry of Laycred Maじerials'お S昭和55

年 9月 8日 よ り10日までの 3日 間、仙台市民会館

で開催された。 この会議では、グラファイ ト眉問

化合物ァエ族および遷移金属カルコゲナイ ド、 I

族, Ⅳ族またはV族 重金属のハライ ド等の化合物

についての基礎科学的諸問題が討議 された。その

内容は、天然には極 く稀にしか存在 しないような

新 しい化合物単結晶の人工生成 と、物質科学探究

の学際的断面を示す ものといえよう。

上述の化合物は、 その構成原子間の化学結合に

二次元的な異方性を持 っていることが、最 も注目

すべ き特徴で、 この異方性は、価電子を介して構

成原 子が平面的 (C軸 方向に垂直な面内 )に 強く

結合 (一 般にはイオン結合および共有結合の共存

状態 )し てお り、 そのような単位層が層内力よう

も蓬かFこ目st ラヽ町1ご烏卓モ革(vnOn der も、als希言そき)|フ

なが ら積み重なっていることに由来している。雲

母は最 も一般的に知 られている眉状結晶化合物の
一例である。 このよ うに黒方的な各桓の化学結合

の共存は、結晶構造の安定 注や二次元的電子物性

の解明上、たいへん果味深い基礎科学の問題を提

供している。更に単位層の間に異種の原子または

分子を挿入 して層FFl化合物を化学合成する技術が、

最近急速に発達し、 その反応が電気的エネルギー

または水素エネルギーの効率のよい蓄積に役立つ

とい うことわS明らかになるにつれ、欧米およびわ

が国で盛んに研究が行なわれるようになった。

このような新 しい化合物の研究には化学および

物理両分野に亘る切碗 者間の有機的な協力が必要

である。 このコンファレンスでは、国体物性およ

び団体化学両分野の国内研究者が組織委員となり、

各分野よ りの著名な研究者が世界各地よ う招待さ

れ、新進気鋭の国内若手研究者 との討議サ懇談の

機会が与えられた。

コンファレンスの参加登録者数は国内 129名、

国外については米,英 ,西 独,仏 ,オ ランダ, ス

イス,イ タリア,ソ 連jポ ーランド等12か国より

51名の参加者があった。会議は、 9月 7日 晩の懇

親会によって事実上始められ、今までお互いに話

し合 う機会のなか った物性と化学の研究者間での

紹介、摸拶の交換、開催地の世話役機関 となった

東北大学金属材料研究所の国中英八郎所長の音顕

で乾氏 とい うなどやかな会議の幕開けとなった(

明けて 9月 8日 、 プログラム第 1日 目には赤松

赤 松 委 員 長

秀姓組織委員長 (分 子科学研究所所長 )の 開会の

辞、および永宮健夫財団理事長代理ようの歓迎の

仁 科  雄 一 郎
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挨拶があり、次いで国体物性の分野から工 」

DiSal▼o僧士く米,ベ ル研知所)、団体化学の分

野から■ S tumII教授 (西独,ClausしLEd剰 大)

工業的応用の分野から渡辺信淳京大教授の総合説

演があり、その司会をそれぞれ山田安定理事、

時間の自由討論を行をった。

という二点が指摘されるべさであろう。

また、会議参加者同意の規交を深めるため半日

の懇親行喜として、松島船めぐりの遠足と腕餐会

が催された。特に腕餐会の席上、日銃的な邦楽

(指 尊は遠藤操香国風音楽奨励会会長 )と 舞踊

(指 導並びに撮付は醸間朗蕉菊扇会会長 )の数露

があう、奥津三核子東北大名誉教授夫人の案器の

説明が添えられて、日外のみならず国内参加者の

耳目を魅了し、極めて好評であったo国 外参"口者

の%程 度が家族同伴であったため、その応対とfr

台近郎の案内に、東北大学の組織雲目の家族の方

々が奔定された。

会題の論文集の原稿の査虚については、科学的

内容に関する査銃者の他に、東語の査尻をオラン

ダNijE宅 的 大学強磁場研究所回U所長工■7 Myr。.

贈とに依頼し、約 100編のぬ文の編集を行をった。

同博士によれば、米国人による論文といえど 訂ヽ

正を要するm文 が若干あったとの感である/こ の

臨支案は、財団規定の様式による瞑定山版のは

オランダNorth一Hol14dd社 の画体物性学術終盛

P,S iC●(B tt C)に 来承早々出版の予定である。

最後に、この会醸の円滑な運営のために多大な

御ta力と御援助をいたていた東」ヒ大学本部および

金属材料研知所の事務局、l」j台市民会館の騒R各

位に衷心よう御札申し上げたい。

山田コンファレンスF組絢委員会

赤 松  秀  雄 (分子科学研知ア所長)

回 中  昭  二 (東京大学教授 )

井 口  洋  夫 く分子科学研究所教授 )

三 石  明  善 (大阪大学教授 )

曹 野    暁 (東京大学教授 )

武 摩  方  驚 (東 北大学教授 )

福 山  秀  敏 (東京大学助教授 )

回 沼  静  ― (東京大学教授 )

今 井    勇 (東京大学助教授 )

山 田  安  定 〈大阪大学な貸)

堀 江  志  児 (東北大学教授 )

仁 科  雄 ―R5(東 北大学教授 )

佐 野  琉  吾 く電気通信大学教授 )

後 藤  武  生 (筑波大学教授 )

栗 回    進 (横浜目立大学助教授 )

たE`roid数嬢 くな,NaI●7大 )お よび AH

Th●mPBclttg士(米 ,E運 o■技研 )が 担当した。

これらの関会.lllRを度切 )に 、ギフラリ予定のつ

まった 3日 間の難演と活溌を前出が始められた。

提出された齢文は、 〕日間化合物 (グ ラファイ

トおよび遷移金属カルヨゲナイド専が母体 )、 の

結晶れ造と回折、 引格子力学、 0電 子物性と電子

情冊造、 5j電荷密度波と超伝専、 61応用の6項 目

に分類された。発衰臨文数は、招待論文15編くう

ち国内 2編、′ぐネル討論盾B提 供者を除く)に対

して一般輸文は国外27編、国内51編であった。応

募臨文数は節切日当初 124編の多くに達したが、

審査の結果、約30編の論文j訴 採択の余儀なきに

至った。

会議のプログラム内容の特色として、前述の学

際的性格の他に

〕 回頭発表とポスター掲示発表の両方式を設

け、発表内容の理陣度がよう高まる方式に各

論文を娠 う分けたこと。

a 特 に研究者の間で意見が多岐に分れている

グラファイト眉働化合物の電子物性の問題に

っぃて、ノマネル討論会を設け、J E Fisrser

教妥 (米 ,ペ ンシル′`エア大 )司 会のもとに

約 1時 間半の話題提供の諸演、更に続いて2

山 田 理 百
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I I ―い 第 1回 長 期 間派遣 者研 究交歓会 速報

会場 奏 業年金会億く大阪市南区谷町 )

会期 昭 和55年 7月 12日ロ

参会者 イ  昭 和55年6月 迄に帰国した長期間

派遣者  6名

, 本 財団の理事及びこの派遣の選考

関係者等 9名

昭和53年度に開始した長期間派遣計画によって

海外へ留学した研究者から在外中の成果と体欧を

聴き、併せて相互の交飲を計るため、この集会を

開いた。

赤堀理事長の開会の接拶の後各研究者は研究の

成果と帰国後の発展等について、おのおの40分側

すつ難頑しく後出要旨参照 )、 この間参会をから

随時に発せられる質疑に対する応答を変え、会は

すこよる活滉に進行した。

佐藤氏の精力的な研究態度とめ力を中性子偏極

を期待して多口曖ポラライザーに暗ける情熱、

福井氏のDMSOを toolとする核内アクチシ

の機能解明とDI Bomerか ら得たU銘 、

和国民が電頭のメッカココラド大で、限 られた

短時日の間に名旺 Dr Sほ eLelinからフリーズ・

フラクチェア法の奥韻を学びとろうとする緊迫の

4カ 月、

JADBの 一員としてT叩 ―クォークの発見に

挑み、世界長臨といわれるD]SYの 30GNの マ

シンと取り組んだ柳沢氏、

MAPの 技術を習得して、抗 I●、抗AgB活 性

クローンを単雄し、続いてその応用を企図する福

本氏、

スピングラスの IdFhito―ra昭oモ デルについ

て、複数のスピツクラスター効果を考慮しつつ相

伝移を解析し、「Dr ttMil14dの 物理 」 を学ん

だ中西氏、

いずれの討演からも新進気働の学徒が、修める

分野こそ連え、最新の命題に全力を慎倒した冥慰

七日々が鮮烈に感得された。

財団の援助が十分ではないに 拘ヽらず、これて

けの成果を納められた努力に対して、心から題謝

を俸げるとともに、今後における一日のご研撤を

祈って己まない。

雛演がほぼ予定の時間に終ったのち、一同買い

て気分で更に約 1時 間余、在外中の体験について

飲説し、最後に永宮選考委員長から派遣中の労を

れぎらう宮策があり、16時40分散会した。

なお、財団としてはこの種の架会を今後も長期

間派迪者の帰国する時期を考慮に入れ、適時開催

する予定である。
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研究交歓会次第

開 5i 9: 30 

後 拶 理 町 F・も1 赤痢四郎

諮 演 (質疑応答を含めて l名40分間)

1. 中性子回折による物性研究 東京大学 佐藤正俊

2. 細飽性粘菌の核内アクチンの機能lζ関する微細
構造学的研究 大阪大学 繍舛=範夫

L 光形態形成における光受容体の構造的研究 東京大学 和田正一

昼食休恕 12 : 00 ......， 13 : 00 

4. f恵子陽電子相互衝突実験に関する研究 東京大学 柳沢千明

5. ラットのリンパ織細胞の細胞表面抗原殊It1a 
浜松医科大学 福本哲夫抗原に関する研究

6. スピングラスにおける 2-および 3・スピンク
東京大学 中 西 失ラスター週lfd

電l

選考書き員長のζとば

閉 会 17:00 

15 : 00 -16 : 30 

狸 IAL 永富健失

記 念 撮 影

後列左より、 芝留夫，伊達宗行，高村仁一，永富健夫，赤泊四郎，神谷ま郎，岡田善雄，

山田安定.小JII俊太郎

前列左より、 福本哲夫， 福井議夫，和田正三柳沢千明，佐藤正俊，中西一失

-10-
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講演 要 旨

中性子回折による物性研究 (ARRE Harwellにおける仕事について )

さ とう ま さ とし

東京大学物師 勾テ 佐  藤  正  俊

派 遣 期 間  昭 和国年 7月 23日～昭和54年7月 密日

研 究 機 関  A I o m i c  E ェe r g ンR o s o こr c h

指 導

以前御報告の通り,Or― rayく格子振動)回

折装置の作成,②層伏金周Nでo2のフォ′ン測定

⑥γ―Mn合 金のソフトフィクツ測定によるマル

テンサイトほ移についての研究,④Ni―S10多

日崎醸ブラッグ散乱の鶴測によるま面磁化測定が

挙げられますが 主 目目は「選移金属合金やその

化合物金属の磁性及び電子―格子相互作用の研究

」だったといえます。そのうち「電子―櫓FtB互

作用 」については,以 前からこのテーマヘの移行

希望があったこととIt D ■ owde博 士がこの

テーマに非常な情熱をもって取 り組 もうとしてい

たことが互なって,大 変好都合の機会 となりまし

た。③の7~Ma合 金に見るようなIE移金属のマ

ルテンサイト転移は昔から多くの研究があるので

すが,工 学的興味によるものがtことんどで電子輸

的立場に立ってのメカニズムの解明という点では

未解決て,。 現在は基本的現象を正しく把握して

いく段階 (その成果はいくつかに分けて発表予定

です)ですが中性子散乱実験はここで大さを寄与

ができると思われ今後の指針がはっ営うしたと者

えています。類似の試料は現在,物 性研試料作成

ヨには額中ですが単結晶ができ次第実験研究を進

めていくつもりです。そのにお場 在M帥 3で表

わされるタングステンプロンズの研究を行なって

おります。これは「電子―描子相互作用 」が そ

の特徴的性質,例 えば超伝導現象に最も重要な関

係をもっ● るヽ物質で中性子散乱がその研究の最

大の武津になると思います。事実興味ある結果が

私の東湛における実験からもう得られています。

これはH●rwollで の仕事や見聞さした事とは

D s t s b l i s h m e n ↓ H a r  w o l l ,

O x f o r d s h i r e . E■ 8 1●n d

者  RDL印 田o

宮機関係があうませんが,上 記の分野でいろいろ

触発されたたまものと考えております。又②のNl

T。2と同様の物腐 PdTo2の フ =ノ ンtR定を東海で

行ないましたがnWTは 未だ終わっていません。

次に「磁性 」研究ですが,④ のま面破化につい

てはユ。iwell滞 を中,グ ルノープルのILL研

究所で測定を行なうことができました。現在畑煉

や吸着の現象の面から界面研究が硬んです0下,執

々の実験はその意味で一つの情報をつけ加えるこ

とができましたし,効 閉磁性におけるs電 子の影

暫というような磁性の基本的問題の研究の立場か

らも意議があると考えます。この研究は20A前 後

の薄限を使うという点で' なヽりの因盟がありまし

た (反 対強度が限厚の4乗 に比例する事や`膜 の

一様性の問題がでてくる)が 結局克口Rで きました。

この経験を生かして多口膜を用いた中性子ポララ

イザーを作成することが可能です。F●―S IOが現

在最有力ですが, これを使えば現存するポラライ

ザーようはる力」こ強力を編極中性子を取 う出せる

のが魅力です。偏極中性子が実験技術上奮要性を

増していることは周知のとおうです。今年の秋よ

う一年間BNL(米 国 )に 参う多層硬ポラライザ

ーを作成することになっていますが 現 在から東

湧栂 2号 炉にも同様の装置の設置に向けて動き出

しております。

以上のようにIcrwoll滞 在は非常に満足すべ

きものだったと考えております。

あうがとうございました。

成果報告は財団ニュース通告第 7号 P62参 照。
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2. 細胞性粘菌の核内アクチンの機能花関する微細構造学的研究

ふく いよしお

大阪大学理学部 福 井 義 夫

派遣期間 間和田年10月14日~昭和54年8月11日

研究機関 Depa.rtmenも ofBiology. 

Princeton University・
P r i n c e t 0 n. N J 08 54 4. 

U. S. A. 

指君事者 Jobn Bonner 

アクチンは分子量千万数干のタンパク質であり，

その直鎖状ポリマーの 2本がラセン状に巻き合っ

て 1本のFーアクチンそ形成している。乙の F-

アクチンl;t.筋肉細包においてはミオシンと呼ば

れる別のタンパク質と共に規則的に配列し.AT 

Pの存在下で筋肉の収縮に機能している。アクチ

ンは筋肉細胞だりではく，微生物から高等動組物

に至るまで普週的iζ存在しており.細胞分裂，運

動，原形質流動等の基本的な生命現象&担ってい

る。側鎖のアクチンは生化学的に紛製可能であ

り.細胞内における局在(~電子顕微鏡や蛍光抗体

法を用いて知る ζ とができる。いわゆる制峨維

と呼ばれる直径 6-7 nmの繊維の主成分がアク

チンでゐる。

細胞核は細菌以土の生物の細胞内の本質的締造

であり，途伝子の復担当と転写がそ ζでおζなわれ

る。有核細胞における形質の遺伝と発現の随栂を

全体的に理解するためには， ζの細胞核のm造と

俄能氏関するより詳細な情報が必要でゐる。近年，

細担核内tζアクチンが存在する ζ とが主として生

化学的iζ証明8れ，その機能に闘しでは，染色体

の凝縮による遺伝子の調節や，分裂時における染

色体の分般はどが者えられているが舵たる証拠は

ない。単Ki~核を用いた生化学的研究からはアクチ

ンが染色体の非ヒストン ・タンパク質の80%以

上を占めるというデ ータがあり，遺伝子発現の調

節がCれら非ヒストン・タンパク質によって行わ

よって生体高分子の水素結合に影絡を与える。興

味深い ζ とに， ζの分子は細胞に作用してその遺

伝子発現に影響そ与える。例えば大筋菌.マウス

のフレンド白血病細胞や培養部原細胞に作用して

それぞれ galオペロンの活性化.ヘモグロピン句

合成.アクトミオシンからコラーゲンへの合成産

物の転換令もたらす。著者らは，乙のDMSOが

細胞桜内に特異的，可逆的』ζアクチン繊維束の形

成を誘導する乙と脅見出したく J.Cell Biol. 

ヲO 146. 1978;Ext. Cell Res.120. 

45 J. 1979). 

DMSOの細胞質アクチンに対する作用は‘ζれ

とは異なり.通'滋細胞肢に結合している妥庖の微

小繊維が膜から離脱する (J. Ce 11 Biol. 84. 

181. 1980)。 ζれらの知見は次の点で置要で

ある。

1) DMSOは細胞舷内におけるアクチンの存在

を証明する有力な手段でめる。

2) DMS 0 によってもたらされる微小繊維系の

変化の研究l<t.正常細胞からガン細胞への形質

転換の機序を知るうえで重要な示唆令与える。

3) DMS 0 によって核内アクチンの存在様式を

マニピュレートする乙とによって，骸内アクチ

ンの機能を知ることができる。

プリンストン滞在中.上記2).3)令主題とした

研究を行い次の結果を得た。

1) DMSO によって，細胞は球形化し，細胞運

れるという Steinの仮説と衰え合わせて.務ア 動および細胞接者は可逆的It阻害される。

クチンの遺伝子調節という魅力的伝仮業仮説の綬 2) D M S 0 は樋碕中の細胞に作用して細胞分裂

拠となっている。 を阻害するが.細胞容積の地加と核分裂はおζ

Dimdhyl sulfoxide(DMSO)は.凍 り，その結果巨大多綴細胞が生じる。

結防止や浸透促進剤として広く用いられている極 3) ζの篠分裂の隊式はいくつかの点、でユニーク

性溶媒でみり，細胞内の水分子と置換する ζ とに でゐり.核内アクチンが核のくびれと篠膜の配
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列に重要な機能を呆していることが示唆された。

この結果はCold SPrittllなbo■M●●仇昭 o■

tル cytosleleしぃ(1979年 羽 )で報告し,帰 国

後骨格筋 ミオシンs-1を 用いたデータを加え

工 Cマ″ Bす。′ に 投稿された(印刷中,7月

号 )

光形態形成における光受容体の構造的研究

くシダ植物原糸体細胞における光形態形成 )

現在は,上 記研究の発展 としてぅ核アクチンの

精製と, SDS― ゲル電気泳動法を用いた細胞質

アクチンに関する研究を進行中であり,Bヽ 将来

先疫電顕法による収縮Lタ ンパク質の細胸内局在

の研究に着手する予定である。

成果報告は財団ニュース7Tu巻常 7号 P63参 照。

わ  だ  ま さ みつ

和 田 正 三

昭和53年 7月 17日～昭和53年11月15日

DoPartttnt of miO● Hliri CoilHl■ r

md DoveLoPEtental Biolo餅

University of Colorddo

BoJldort Colorado 80309, U S A

Jo■oこv D PiclKetし
―Ho●Ps

L おコdro, Stェ oとolin

東京大学理学部

派 迪 期 側

研 究 槻 関

指 導  者

植物の個体発生の各段RIは光によってlJ御され

ている場合が多い。減者が実験に使用しているシ

ダの■世代の発生迎程 も大型的な光 lll御下にある。

吸水したホウライラダの砲子は暗黒下では発オし

ないが,赤 色光 を受けて初めて発芽する。 しかし

この赤色光条件下では発芽 した原ネ体細胞は1申長

のみを続け,次 の紅□分裂の段時には進まない。

原糸体を暗黒下又は青色光下に移 して初めて細胆

分裂を行う。

演者は形態形成における光のFFH機 作に興味を

持ち,過 去 10余 年同 こ の原本体細胞における

ff3抱分裂の光制御現象の解析を行ってきた。その

結果,①この分裂時期は植物の光形態形成に働く

2つの主要色素j青  近 案外光吸収色素と フ ィ

トクロム|てよって制御されておりぅ②前者は細胞

周HnB(GⅢ S,G夕 ,M期 )の うちGl期を,後

者は02期の長さをそれぞれ制御していること,

③夏に独光束による細胞の部分照射,及 び偏光照

射の実験から 青  近 紫外光吸収色素は核部域に、

フ ィトクコムは細胸全体の,恐 うく原形質膜にそ

れぞれ,uれて言在することが明らかになった。

このように シダ原未体の期 系では,フ ィトク

ロムは色素曇白として原形資映上に存在すること

が示唆されたが 今 までに 光 形態形成に関する

色素系の存在する破系のオⅢ造学的研究は全くなさ

れていなかった。そこでます,シ ダ原糸体におけ

る原形質いの組造学的解析を行 うため, ほヽ道学の

分呼では最も進んでいる米国ヨ。ラド大学に派遣

していたださ フ リーズ フ ラクテ、―法による

原形質藤の机造の観察を行った。その結果 ① 原

糸体細胞はワックスと思われる伯日によ,全体を

複われていること,一 方仮根細胞にはこの8ヨ質ロ

は存在しないらしいこと,② 原形貧限上に存在す

る長白粒子の敦は原ネ休先輸部に最 も多く 基 部

に行 くに従い減少すること,③ 原形質膜PP面 で

は6コの粒子が集まって ,ン グを形成する
Ⅲ。ゼ

ット'相 造が観察され,原 ネ体先瑞部 0～ 20/m

に最も多 く.基 部に向うに従って急速に減少する。

この構造は こ の仕事とは 時ゞを同しくして,凍

頻材 。'いt″筋S, ト ラモココシ根端 細胞 の

原形質膜において発見された「セル0-ス ミクロ

フィブリルを作っている」と考えられる橋造と同
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一 と思われる。などの事実が明らかとなった。現

段階では問題のフィトクロムと,今 回明らかにな

った原形質膜上に存在する粒子構造との関係はま

だ明らかではないが,こ れらの村造学的知見は,

演者が所属する東京大学理学部植物学教ヨ発生学

研究重のメンフ`一と米国ラョージァ大学のユ並 t

教授との間に今年か ら開始された協同研究j免疫

学的手法によるシダ原糸体細胞内におけるフィト

クロム分子の分布に関する研究にとって大きな一

4 電 子陽電子相互衝突実験に関する研究

昨年から西独ハンブルグにあるDESYに おい

て,電 子と陽電子を力pll 時 脳し正価 突させる

とはPETRAを 用いて, 4つ の国際共同実欧が

おったが ,私 はそのうちのひとつ日独え共同の実

験グループ」ADEに 参加 した。この極の実験は

巨大なll定差置を用いるため 参 加者も多く約60

名にのぼる。

夫欧の目的としては,電 rlB電 子が衝突後光子

を変換し あ るいは消滅し中向はほ として光子を

介在して冊々の素粒子が生成される事象を調べる

ことによって,次 の 3つ の0福 を研究することで

ある。男―に曇子電磁力学 (QED)の 検証,第

二に新粒子の発見 第 二に量子色力学 (QCD)

の検証である。

QEDは 秦粒子物理の基本であり 電 磁相互作

用 を記述するための最も完成されていると思われ

る理論である。この理騎の検証には,主 として終

状態に電子陽電子対,光 子対サ ミュー粒子対,あ

るいは数年前に発見された三いに粒子 と呼ばれる

タウ粒子対およ生成される反応を調べることによっ

て行われる。上記の実I‐子がどこまで点粒子と考

えて良いか,あ るt】まQEDう ど`の程度の ミク0

助となることは確実である。

今後の展望 として も し前述の免疫学的手法に

ようフ ィトクロムが原形賀膜上に存在することが

明らかになれば, フ ィトクロムの初期反応がフィ

トクロム分子の媛への付着や,際 の透過性の変化

として考えられている現台ぅ更にフリーズ フ ラ

クチ十~法 により,各 光条件下における原形質El

のキⅢ造変化を詢べることが重要課題 となろう。

成果報告は財団ニュース通巻第 6,P57参 照。

やよぎ さわ ち  ら 営

東款 学大学院  柳  沢  千  明

派 遣 期 側  昭 和53年7月 15日～昭和54年12月5日

研 究 機 関  D o H t s h o 口■l o o し■o ■―S  t t c L T o しI m

( D E S Y ) N o t t● o l l a o s o  3 5

2恥 m a l r g  5 2  F  R  t t r r n 3工γ

指 導 者  小 栄 ロ タ

な世界まで成立しているかが独証 のポイントであ

る。更にQEDを 拡jRし,電 磁相互作用とSSt 相ヽ

互作用 を統―的 に在述できる理硫が最近注目され

成功を収めているが こ のJDmに よると,電 子賜

電子衝突後,光 子のかわりに中問状態としてSSい

相互仰■を媒介するⅢ性粒子 (ウ ィークーボブシ

)を通す,あ る ‖ヽま交換する母慢も者えられ そ

ういう過程の形響が見られるかどうかを調べるこ

ともI要 な目的である。

次に新粒子であるが ハ ド●ンと呼ばれる素粒

子 (強い相互lFRを する系粒子 )は クォークと呼

ばれる構成粒子から成ると考えられていて 現 在

までに5種類のクォークの存在が確められている

理論的要読から,更 に6番 目のクォークの存在が

予想 されておう 電 子陽電子の宣心系エネルギー

が十分であれば, この新 しいクォークからf●成さ

れる師粒子が生成 される可能性がある。この新粒

子は,終 状態に多数のハ ドロンが生成 される事象

を詳しく解析することによって確認できる。

3番 目に掲げたQCDは 強い相互作用を媒介す

る粒子 としてグルオンという粒子を導入した理論

で,強 い相互作用を記述するものとして多 くの成
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5 ラ ットのリンパ様細胞の細胞表面抗原殊に I●抗原に関する研究

功を収めている。この理諭の検証 として グ ルオ

ンの存在の確認がある。これは終状態にハドロン

が生成されるメカニズムとして,電 子陽電子が消

滅後光子を通してますクォーク反クォーク対が生

成され,そ の後クォーク反ク十~ク対お拐 壊しハ

ドロンになるという描像が正しいと考えられてい

るが,更 に一歩進め,ク ォークあるいは反クォー

クが鵜 寝する前にグルオンを放射する過程を考え

られる。この様な特別の反応を調べることによっ

てQCDの 技証が行われつつある。

免疫反応というのは,果 物の生体への侵入に際

して生体が示す防契反応の一駈である。 とりわけ

リンパ球という細胞が そ の主役を布い 果 物ば

かうでをく 全 てのNoし ―Solfな ものを認識し

J本 よう,そ れの体芸に奔定している。その過程

で 一 部のリンパ球系の細胞は,有 効な武聡であ

るところの掬本を産生する。抗体は,果 物争々に

特具的に反応を起こしてぅ異物の生体ようの排除

を急速に進める。この抗体なるものは 又 ワクテ

ンとか,種 々の抗原jLA反 応を応用した免疫学的

測定j物 質の単離痛製にと応月範囲は多岐にわた

っている。 1962年 ,阪 大の間口らわIセンダイ

ウイルスを用いて,紙 悔 と組胞が試験管内で融

合する事実を発見して以来 細 畑融合についての

知見は 種 々の応月へと広がっていた。 1975

年 英 国のK5と ler及 びMilSteinは ,マ ウ

スの骨範腫の細個で Igを 産生しない特殊な扶(

例えばNSIな ど)を用いて こ の細抱と,あ る

以上 3点 についてぅこれ までの成果は,QED

は今まで考えられていた以上に クヽ0な 世界で成

立 してること,残 念ながら現在到達で きるエネル

ギーでは新粒子は存在しないこと,そ してグルオ

ンは確かに存在するということである。素粒子の

世界は多様な側面を持つが 究 極の目的であるす

べての現象を統一して記述することに 一 歩一歩

近づいている。

成果報告は財団ニュース通巻第 8,P48参 照。

ふく も と て つ お

福 本 哲 夫

昭和5 4年3月 1 4日～昭I B 5 5年3月 1 3日

M R C  t t l l u l ●T コI r n d A 4 】O g γ h i t i

SirWlllinal Dln Sobω l of

Pathol昭 ン Llli,orsitγ oF∝ ord

hsl血

A18n F Vヽillioぃo

浜松医科大学

派 l t 畑阿

研 究 機 関

指 導  者

物質①で免疫 したマウスの陣助の細胞とをPDe

〈ポリエテレングリヨール )という物質を用いて

細砲融合させることによって,単 にその融合細砲

を増寒するだけで 半 永久的に,物 質Oだ けに反

応する強い抗体を培養上清に多量に産と させ得る

という全く従来の抽本産生の概念を大きく変える

ような方法を確立した。(M∞ …lo141 Antibo守

PI。山Ⅲti。と ここでは略してlVI A P)。∝ αd

のⅥ lllamsの研究室では,リ ンパ球の瞑去面抗

原についての研究を, このMA Pの 方法をうまく

禾U判して,優 れた実績を出しつつあった。そこで

筆者は 従 来よう1リ ンパ様組織の発育を調節す

る機柄に興味をもち研究 してきたが そ のlytに

は リ ンバ球の破表面抗原 (と りわけ, リンパ球

の血液型に当るような物であり,同 極間で移植片

の生活を決めるのに重要なものである組織適合性

抗原など)の介在によるとの考えを進めていたの

で,上 記のMAPの 手技の習得かたがた, リンパ
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球の膜麦面抗原について同研究室師 究をすべく

留学した。

経過及び成果  組 織適合性抗原は祖触適合性遣

伝子によって規定され,そ れの最終産物である。

その抗原の発現はメンデルの法則に従い優性遺伝

とされている。ビトでは23以 上の座があるが,

中でも,主 要に移植片生活を決める上に重要な抗

原がIIL Aと 呼ばれるものであリ マ ウスでは地
ラットではAgB抗 原がこれに当る。これとは別
に,主 として,ヵ 愛反応が強 く出るか SSく 出る

かというような免度の反応性が,純 系のマウスを

使って深く極められ,M破 7ittとB ttEoerrFrflま.

免疫反応性がEフに迎鎖した遺伝子によって,」御
されていることをつきとめ,そ れをIr遺 伝子と

した。その後この遺伝子の発現 している抗原がみ
つか0(Ia抗 原 ),以 来その機能,允 疫触村への

かかわりあい等が追求されている。行者らは,ラ
ットの碑防細抱より上記II並 びにA8B抗 原のJ

言に合まれている分画を抽出し肘製して そ れで
マウスを抱愛した。免波の充分になされたマウス

の陣騎細飽とNSIと をP■ 0を 用いて細胞融合
させた。何回かの融合の末に幸い1てして,抗 14

及び抗 AsB活 性をもったMAPに 成功した。これ
を用いて,ラ ットのリンパ球及びリンパ様組織上
のこれらの加本に反応する抗原の分布を調べた。
又これらの拘本に反応する抗原 (Iュ及びAgB抗

原 )の 種々の免寝反応における役割を, これらの
抗体を用いることによって積索し,種 々の有鳥な
結果を得た。

展望 筆 者帰国後は共同研究者のMc Maslcr
及びWill●msに よってI●及びAgB抗 原の単離
肘製及び構造決定が, これ らの抗体を用いてため
られている。筆者自身は,帰 国後は 上 記痢本を
用いて冠々の免疫現象におけるI●及びA`D抗
原の役tll等の敬察を進めると共に,MAPの 手技
を生かして ラ フトの肝81tの細胞は抗原ゃ亜″格
異抗原に対する研究を進行中である。

成果報告は財団ニュース迅巻第 9,(本 号 )参
照。

6  ス ピン グ ラスに おけ る 2 - お よび 3 - ス ピン クラス ター
理 論

なか にし かす お
東京大学4//」性研殉所  中  西  一  夫
派 担 期 間  昭 和8年 12月鋤日～昭和55年 6月 30日
研 究 機 四  D t t r t m e n しJ  I l 1 7 s i o s  a d

mteri41s P●so4■●bLか or■し。ェァ,

Uttvorsity of 11ll■ois aじけbhェー

曲匝呼■181A ubm。 .Illilx is Sl的l,

u s rt

K■l tt  I L Mcll■ lim

理論は旬用であった。 ここではそれを太まえて平

均jF4理論の立場からスピングラスを考える。

ロコuょ。ss,為 間or的。そしてPsher(以 後 TAP

と書 く)は ス ピングラスでは従来 の平均場理論で

は不十分で クラスター効果が重要であることを指

摘 した。 これよ うス ピングラスの平均場理論 にあ

たる ものとして, 2-ス ピシ, ぉ ょび3-ス ピン

クラスター効果 をとういれた墾読 (従 来の平均場

理論は 1-ス ピンクラスターだけを考えている)

を開発 した。 そして主に hFinaに 一IЫ項。モデル

指

スピングラスとして知 られている央型的な物四
は6M■ 希商合金であ う,そ こではIjrAの局在
モーメントが伝導電子を媒介としたいわゅるRK
KY相 互lFqを 通 じて結合 している。局在モーメ
ン トの位置がランダムであること R【 KY相 互

作用は距雄に関 して振動関数であることなどか ら,

局在モーメント関の相互作用定数は大きさ,付号
ともにランダムとぃぅ描像がなりたつ。このスで

相毎移を議論するのがスピングラスの問題である。
従来j相 転移の定性的な理解を得るのに平均場
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(以 後 IBモ デルとかく)に 巾将し,そ の性質

を調べた。ここでI Rモ デルとは全てのスピン

が相互作用 しあうモデルで,そ の相互仰町定数は

ガウス分布で与えられる。

得うれた結果を以下に列記する。

〔1〕 ス ピングラスでは終閃客度における2-ス

ピンクラスター理論で計算された有効脚 壇場は

従来の平均場理為からの結果 と具ったものを与え

る。これは両者が等しい結果を与える強磁性モデ

ルと対照的である。

〔2〕 I ユ モデルの臼界温度付近について解析

的考察を加えた。2-ス ピンクラスター理論を I

Rモ デルに応用するとTAPが 4Sた方程式が得

られる。TAPは それを数値計算と解析計算を組

みあわせて解いたが,執 々は解析的にそれを解い

た。その結果TA Pの 解を再現したばか けでなく,

方程氏の厚は縮退していることを見山した。その

他,帯 確率逆行列の最小固有値がゼロであること

も示 した。これは臼界温度以下でも構寝率が発散

するとい ういわゅる臨界 ラインの存在を示唆 して

いる。

e〕 数値的に I 購 モデルのサンプルを作って

2-ス ピンクラスター理論から得られた方程式の

数値解を求めた。その結果以下のことが明 らかに

なった。“)絶対々度の解は非常に安定である。lpl

温度の関数としての解はほとんどが不速続になる。

その不連続は基底法憾からの差が 3-ス ピン以上

である 1●c●ln■nl■lu mがあることに包囚する。

3-ス ピンクラスターだけが関与している場合は

3-ス ピンクラスター理論を適用することによっ

て解の不連続は除去されることが示された。い数

値的に構破率逆行列を対角化してその固有ベクト

ルを岸しく調べた結果 ほ 温では少数スピンから

なるクラスター励追が,臨 界温度付近ではほとん

ど系全体からなるクラスター助畑がま寮であ/●こ

とが示された。

成果報告は財団ニュース通巻窮 9号 (本 号)参

照 。
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け向。日脚…on. 昭和 55年度派遣援助 一覧表州抑制f't .-.ト'11-

( 5 5 . 4以降決定分)

短期間派遣(5 5年度50件)

区i被派遣者 自 的 E受 航 先 実施年月

80 対衷大学
第 7回国際ラマン分光会館 カ ナ ダ 551 8 

4003 北川禎三

80 大阪大学 立体化学IC関する 1980年ゴードシコ
ア メ カ 551 7 

4008 大塚斉之助 ンフ T レンス

80 京都教育大学 ~類中の微量先索分布IC関する生物地球
ア メ カ 551 7 

4009 山 本 俊 夫 仕定評的研究

80 東北大学
第 12回国際天然物討論会 55/ 9 ス '噌 イ :.. 〆

4010 加政忠弘

80 大阪大学 分光学における超高速現象lと関する箆2

界 回国僚会~
東 ド イ ‘Y 55/10 

4084 又賀

80 東京大学
国際協力Icよる球状星回の基本分光 ~ チ 一

4. 047 小平径一

80 東京都神経医学総合 第 28回国際生理学会議

4085 
研究所

「附乳即}物の迎合皮質の機能J
ハ ン ガリー 55/ 7 

省弁栄一

80 大阪大学
第 6図趨微細相互作用国際会議 55/ 7 

4095 金 森順次郎
商ベルリン

80 京都大学
第 7回国際ラマン分光学会議 ダ

竹中 亨
カ '7 

4098 

80 ~t講道大学 1 9 8 0年度天然物に関するゴードン研
55/ 7 

究会議
ア )1. カ

4101 松 本 毅

80 東京大学
1 

4106 国沢 仁
ドイツ学術交換会及び菌際細胞生物学会 酋 ベルリ ン 55/ 7 

，__・・ー

。。
'
E
A
 



8 0

4 1 0 9

名古屋大学

佐 藤 実 美

Seood I■ toHLoしioコ,l Cb呼 。ss

od Cell Diologγ
西 ベ ル リ ン 55/ S

8 0

4 1 1 0

京都大学

ガヽ 鳴   泉
第 20回 高エネルギー物理学国際会議 ア  メ   リ   カ 55/ 7

8 0

4 1 1 1

東京工業大学

日 R I 重夫

Gbrdtt Ros。 ■ぬ Oonference oこ

LⅢコerS
ア メ   リ  カ 55/ 7

3 0

4 1 2 0

基礎生物学研究所

白 井  浩  子
二枚貝の故卵 卵 成熱 受 府の機t■解明 ア  メ   リ カ 55/ 7

8 0

4 1 2 2

京都大学

大 島   滑
毎10回世界不妊学会討他 ス  ペ  イ   ン 55/ 6

3 0

4 1 2 9

東京大学

竹 内   伸

原子側ポテンシヤルと金属中の欠陥に

関する計算軸シミュレーション
ア  メ   リ   カ 55/10

8 0

4 1 4 5

大阪大学

向 畑 恭 男
イスラエル科学研究会懲他 イ ス ラ エ ル 55/ 8

8 0

4 1 4 7

題研究会 殖研究所

村 松  正  実

触 oil● WわなoL●P(mr口 ●はぃ 。f

lless。昭。【RNAin Dせ ●Toし ic Celk"
ス   イ    ス 55/ 8

8 0

4 1 4 9

東京大学

広 母 一 成
「眼の予造」第4回国際シンポララム メ キ ン コ 55/ 8

8 0

4 1 5 0

大阪大学

細 谷 暁 大
第 2o回 高エネルギー物理学会 ア メ   リ  カ 55/ 7

8 0

4 1 5 2

上智大学

伊 藤 直 紀

第95回国際天文学速合シンポラウム

「パルサー」
西  ド  イ  ツ 55/ 8

3 0

4 1 5 4

東京大学

山 崎 敏 光
第 2回 ミュオンスピン回転国際会議 カ  ナ    ダ 55/ 8

3 0

4 1 5 6

京都痔

向 山   毅

X線 週寝及び内殻電離に関する国際会

惑他
イ ギ  リ  ス 55/ 3

8 0

4 1 5 8

大阪大学

増 原   宏

第 3回太陽エネルギーの光化学的変換

と輸菌に四する国際会議
ア  メ   リ  カ 55/ 7

-19-

yamada
空白2

yamada
空白



8 0

4 1 6 9

京都大学

売 本  不 こ洋
シンポジウム「現代場の理論の展望」 ス エ ー

ァ ン 55/ 9

8 0

4 1 7 3

東北大学

谷 野 哲 三
多目的意思決定学会 ア  メ   リ   カ 55/ 8

8 0

4 1 7 7

大阪大学

浅 野   朗
第 2回 国際細砲生物学会 四 ベ ル リ ン 55/ 8

8 0

4 1 8 2

岡山大学

佐 醸 公 行
第 5回 光合成国際会議他 ギ リ  シ  ア 55/ 9

8 0

4 1 8 5

東京大学

伊 庭 英 夫

男7回 「バクテリオファーラの形態形

成に関する会議」
ア  メ   リ  カ 55/ 9

8 0

4 1 9 1

大阪大学

池 上 栄 胤
粒子光学国際会議 吾   ト   イ   ツ 55/ 9

8 0

4 1 9 6

広島大学

安 永 避 也
浴滋内高速反応討摘会 西  ド  イ  ツ 55/ 9

3 0

4 1 9 7

京都大学

鈴 木  処 こ郎
可視化に関する国際シンポラウム他 酉  ド  イ  ツ 55/ 9

8 0

4 1 9 9

京都大学

伊 勢 穴 夫
国際高分子シンポラウム イ  タ   リ   ア 55/ 9

3 0

4 2 o 6

東京大学

河 回 羊 三
第 15回 国際理論応用力学会議 カ  ナ   ダ 55/ 8

8 0

4 2 0 8

京都大学

座 澤 久 雄

7ぬ  Diem■ 1 働 DfoIoll●0 ●I

Bdclerioぃ “ゃ お。S。こも1】
ア  メ   リ  カ 55/ 9

8 0

4 2 1 5

名古屋大学

回 中 元 治

″
ランポジウム 配 位化学の新しい動向

″

イ ン ド 55/1o

8 0

4 2 1 7

東京大学

岩 本 振 武

クラスレート化合物および分子包接現

象国際シンポジラム
ポ ー ラ ン ド 55/ 9

8 0

4 2 1 9

名古昼大学

志 水 正 男

磁性合金の理論に関するサマースクー

フレ
ポ ー ラ ン ト 55/ 9

-20-



3 0

4 2 2 4

北海道大学

部   福  仁

(Til_x【 )2亀 単結晶の磁性の

研究
ア メ   リ カ 55/10

8 0

4 2 2 7

埼玉県立がんセンタ
ー研究所

精 預 本 男

助発癌および発窟ブロモーターの生物

学的作用に関するシンポジウム
西 ド イ ツ 55/10

8 9

4 2 2 9

京都大学

村 地   孝

第 19回 酵采活性及び生成制御に関す

る国際シンポジウム
ア  メ   リ   カ 55/10

3 0

4 2 3 1

大阪大学

山 田 安 定

中性子散乱に関する日米科学協力計画

についてのハワイ会轍
ア  メ   リ   カ 55/ 6

3 0

4 2 3 2

名古屋大学

コn  t t 「g 史

難 C041 し eplo o oこ  ttt molocul● r

orbi tsi  tとoolγ
中挙人民共和国 55/19

8 0

4 2 3 3

京都大学

小 関 治 男

EMBO一 FEBS  tRNA

ワークションブ
フ ラ ン ス 55/ 7

3 0

4 2 3 9

京都大学

」・F  H l 家久

熱 質 量輸送とIL流初造に関する

I∝ IIT/1UT胆 合同研究架会
ユ ーゴス ラ ビア 55/10

8 0

4 2 4 6

立教大学

4 秋 霊 迅

IL∞ retioEI  IItOIPIotSti。 ■

DiEStejE CbO研 p4しolァ D■ し,
ア メ   リ   カ 55/10

8 0

4 2 5 3

九州H大学

梶 山 千  里
第 1回 日米斉分子ランポジウム ア  メ   リ   カ 55/11

8 0

4 2 5 4

日本学士院

野 目J 銭  男
トロポフイド化学に関する学術討減 ス ウ ェーデ ン 55/ 8

8 0

4 2 5 6

京都大学

小 澤 孝 夫

14tと Asilm CenFerぃ oo o■

Cireulヒs, S】oしぃ  ond ttPsters
ア  メ   リ   カ 55/11

長期間派ltl(55年 8F l件 )

3 0
!

5 0 4 2

東京大学

安 藤 裕 康

早期型星における

井動径振動の励起機構の

研究

イギ リス,マ ンテ ェスター

大学

55/9～ 56/2

5 カ月

- 2 1 -

yamada
空白2



昭和 55年 度短期間招へい成果報告 ,…ぃ……ⅢⅢ判ⅢⅢ…Ⅲ

8

破招へ■`者

Donsiない inry LⅢ曲

Professo■Cttter f。■AstroP,sios,

Mass■●LHsetts IIstitut●  of TccLDol。 87,

0■E brェ“ o,Mは SSEChuSO Sts,02139 u s A

目的及び成果

Ta柿b歓 51は昭和 55

年 7月 16日 に来日し、

8月 11日 府困までの27

日岡我が国のX線 天文学

fT究者をはじめ、呈の進

化の研究者と多くの討術

を行った。以下hm歓

授が行った討演、■流の

申 菊  者   東 京大学  小  田     稔

受入京任者 東 京大学 松  岡    勝

明するかなどはまだ十分を解答が得られていない

この件に四しては我が国のX線 天文術呈による「

白馬 Jチ ーム く代表小回冶他約 25名 )か ら出さ

れた多くの最近のデータを提供し、理論的解明の

■愉が行われた。「白馬 Jの データはX線 バース

トのFJPI釈として従来の中性子星表面での無核反応

の型柿に多 くの改良を加えなければならないこと

を示した。このことに側してはLmb教 授自身 も

多くの資料を「白馬 」から受けとう、「白rJ Jチ

ームもInmb教 授と玖人からlFl人レベルに至る討

mを 線 う返した。これら軒しい酎摘はとに3月 1

日-9日 にわたって行われた。8月 6日 には名古

昼大学理学部に出収 し、名古座大学の「白烏 Jチ
ーム く早川辛男他約 15名 )と 酎愉した。

7月 22日 -25日 には京抑大学で行われたI

A Uシ ンポジューム (F u t t m m t●
I  P r o b l o四s

in tとo□せo可 oF Stolldr D的IHt icxI))では プ

ロシーデングの桐朱去員 として曇の辿化にlAlする

討命に参加 した。ここでは最近hnb教 授が行 っ

た中性子星、白色整星などの衣面現象のIP論、及

び中性子星 の内部キ世造の理論 を■Fz脚し、多 くの人

単 と討論 した。

7月 29日 、 30日 に宋京で行われた
“

けn―

posi血 on SPIco AstroいァSi CS｀ では中性子星

の内部構造 の解明のきっかけとして、アインシュ

タイン行星 “専られたX線 如測結果を使って中性

子星の冷却の理論 を屁閉 した。またこのシンポジ

ュウムは、こ としてX線 天文学についてのもので

あったこともあ り、 Iam幽 霞か らは多 くのコメ

ン トが与え られた。

3月 8日 は東京天文台において
“
I19しめ■se

脱 Cter,nd SL●止or allttso〕 を計演 し、白色

内容を価単に報告する。

7月 17日 午后立歓大学において
“
醜Htron

S ttr]vo Iェはo■■配 品軸Its fxon ho El■s―

toin Oser7●しOrン
)を

仙演した。ここではX激天

文衛星の颯よ」で得 られた中性子星の表面温度、X

瀬強Blのデータから中性子星の進化について最近

わかってきた型諭的成果を理料系大学生にもわか

るようになされた。この件についての町円的計漬

は7月 30日 学宙航空研究所と仁科記念財団共ltL

の
〔
け中osim m sPAco心 trclttStS」 にお

いてなされた。この計演では中性子星の内部祉/E

を理論的に究明し、中性子星が冷却する過程をい

くつかの観測結果とつき合わした。立教大学では

討演後会洋兄教授、と茨霊赳教授rじ大学院学生と

中性子星の内部れ造について詳細な討論をかわし

た。

7月 18日 午白1東京大学字宙航空研究所におい

て
《
旋 。reti c and Nw io●IB"nitt■ Ldols or

X■ a7BIISters】 を討減 した。これは最近のエ

線バース トの現象 を理騎的に研究 した ものである。

多 くのX線 バース トは中性子星の表面で起る熱核

反応 と考え られるが、どのよ うに2fH料がお絡 され、

短 時間に変化するバース トのプ。フィルをどう説

o-2033
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嫁星、中性子星、ブラックホールの形成とその内

部億造について理論的研究を発表した。ここでは

三として東京在住の天文学者と深 く討論をする機

会"考 えられた。

以上InHb教 授は東京だけでなく京都、名古昼

に出向き、多 くの天文学者と討論し、高密度星の

理諭、X線 天文学の理論的分野などの研究を深め

ることができた。

X線 天文術星 「白鳥 」による最近のデータを提

供し、その型諭的討諭は、データを取得した 「白

鳥 」チームの研究者だけでな くX潔 天文学の理論

的研究者に も大変有益であったo

今回のLェ 蝦 授の来日の成果の一部は
｀
h―

nd311entEI PrObl如 s in the Tとooly of Stell―

u Bvolutio■
)と ｀

Sjmposiun on SPace Ast―

r。いいよ。S)の ブロシーデングに発表される予定

である。また、今回の討論を通して出たアイデイ

アをきっ力章ナにいくつかの共同研究も生れるもの

と期待される。

80-2004

被招へい者

C■●「I e s  l r e d o ■1●I  C l o l m d

P I n l  tコけsiolog i s t , S□ithmi a s

las↓】tut ioこRdbi●tim Diolog, 1● borotory l

Maryislld 2035z U S A

目的及び成果

米国スミツニアン研究

所のOJク リラ ント博

とは山EB科学振興財団の

招対 援ヽ助を受けて 5月

1 1 日に来 日、5 月2 9

日まで夫人と共に日本各

j13を旅行の後、5月 30

日に京都大学で「花芽形

申 請 者  京 都癖   瀧  本    致

受入ItE者 京 都大学  龍  本    致

介する。

組物の栞に適当を光月規 く日長 )が与えられる

と栄で花成ホルモンがつくられ、これが夕に送ら

れてた芽形成がおこるという考えは 1930年 代

にソ連のチヤイラヒアンによって捉唱され、以後

多 くの支持を受けてきたoと ころが数多くの研究

者の努力にもか わヽらずこのホルモンはまだ抽出

されていない。そこでクリーランド打とは花をつ

けているオナモミ(短日伯物 )に アリマキをつけ、

アリマキの分泌すると血oメ印 (期波 )か ら花成

ホルモンを抽出することを凱みた。何故ならば花

成ホルモンは師gを とおって移動することがいく

つかの実験から知 られており、アリマキは師管の

汁法を吸って生営ているからである。抽出物を慎

定するための値物としては、種々の点で最も有利

と考えられるクキクサを用いたoこ のような方法

で花芽形成を著るしく促進する分画が得られ、有

効物質を単離したところ、それはサリチル酸であ

ることが判明した。そして紅Pnのサリナル酸を与

えるとウキクサは容易に花才を形成することも判

flgした。ところう場 怠なことに、サリテル酸を与

えてオナモミの花斉形成を誘導することはできす、

また栄養生長を続けるオナモミにつけたアリマキ

ー23-

成のホルモンによるlHl御に関する研究 Jと目する

計減を行ない 、翌 日夫人のみ単独月国、以後と随

生物学研究所、界京人学 、大阪市立大学等をお円

して討演ならびに討論を重ね、6月 9日 よう13

日までは赳 日京都大学で清力的に討論あるいはセ

ミナーを行ない、 6月 14日 に帰国された。

若さとE体 にみなぎる体力ならびに研究に対す

る熱意に全く圧倒された感じであるが、過芸 40

年間以上にわたって世界中の研究者力探 し求めた

にもか わヽ らす今をお実体不明の花成Ⅲルモンを

追い求める者として大いに意気投合するところが

あう、今後の研究の進め方、共同願究計画など、

数 の々成果を挙げ得たことを層しく思っている。

以下京都大学で行をわれた講演の内容を簡単に紹
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のL帆 メeFか おらもほ 同ゞ昌のサリテル酸が得ら

れた。したがってサリチル酸が花成ホルモンであ

るとは言い難い。それでSを おサリテル酸は花芽

形成を誘導し得る数少ない物日 の一つであるから、

その作用機作をいろいろと調べている。
―方、はんとうの花成ホルモンを見出すために

現在、開花中のシツの師管汁液から直接抽出を行

ない、シツまたはオチモミを検定植物とする実験、

血Ettdalお よびォナモミからの抽出物をオナモ

ミに与えて検定する実験、ウキクサか らの抽出物

をウキクサに与えて像定する実験を統行中である。

なお、花成ホルモンはいくつかの物質の復合であ

る可能性、あるいは花成抑制物質が共存する可能

性も高いので、上記抽出物をタル電気永助法、高

速液体クロマトグラフィー、 ガスクIaマトグラフ

ィーなどで分析 し、花雰形成に伴 う諸物質の質的、

量的変化を道求中で、すでにいくつかの興味ある

結果を得ている。これ ら― の研究をとおして、

過去 40年 以上にわたって成功しなかった花成ホ

ルモンの輸出同定が可能であると考える。

をお、クリーランド博士から財団へ宛 て、7月

1日付でこの招へいが非常に満足すべきものであ

ったことを深く感謝する旨の丁玉な4し状が寄せら

れた。

社招へい者

Jd●ECわ げfr●ァ恥eeds

SOD10r  SCien↓ ist,10島 O Ixrbor● 屯or7  。F

ml..ultt  Biol町 7, EEliS Retrd,

Cambridge CB2 2QE,こ 翠E xl

申 酌  者   大 阪大学  殿  村  雄  治

受入貢任者  大 阪大学  殿  村  雄  治

オシン分子の電顕による解析で貝く知られた研究

堂であう、 ■ヽ田ョ田士の研究とも関係が深く、こ

れら2研究室の人選と非常に行承髄な討論がなさ

れた。

7月 27日 から29日 まで、東大医学部江掘研

究宣を来おされ「施 toコ沖sin AIPaoと  猛 d

tle LI。  ば  mレ nli Lin↓  Cll・五 」の題で

訪演され、江橋研究営の人達と討論され、また栞

大理学部若林時士のグループとも討論された。若

林博とは現在アクチンと オヽシンのサブフラグメ

ントの複合体の霜造について興味深い研究をされ

ている。さらに、 7月 30日 および31日 には,噴

入堂大医学部関根研究室、東大養学部清水研究宣

ならびに東京工大理学部渡辺研究宣を来訪された。

関根研究堂は ミオシン分子の活性中心のlHP造の研

究で、清水研究量は筋収縮の 3状態モデルの提案

で員 く知 られている。また、渡辺研究量は平滑筋

の収縮―施緩の制lmと園派したミォシン軽鎮の研

究で者名である。■eds情 士はこれらの研究宣の

人達とも詳しい討論をされ、 8月 1日 には名大理

学部大沢研を訪れ討論された。

目的及び成果

今回、山日科学振只財

団の仰好忠によう、其El

分子生物学研究所主任研

究員A.e tteds博 士を日

本へ担へいし、国内の多

くの研究者と同的士の討

論の機会を持つことがで

きた。把士はミォシン分

80-2005

子のれ造の分野における代表的研究看である。

Weods簡士は7月 22日 に来日され、J伏 、尽

大、順天堂大、名大ならびに阪大を来弥され、3

月4日に雄日された。その問、7月 23日 、Jし大

で「&nelio ADSlドiS of 佐 地 tttwsiE

A T P■s o  n d  t h o  m l。丁 姐t a l i  L iぃ6

C t l H i l l」、7月 2 4日 、同じく北大で「S t r u―

otrl141  ●潤 Iinetio  Studioo  。■ M7CSi■

S,sgost コinetioJaI SyIHEolI】 ば   髄

Hmas Jと ぃぅ題で 2つの講演 をされた 。北大理

学部八ネ研 究富 な らびに農学部安井研究宣はそれ

てれ ミオシン分子の軽鎖の構造 と機能 な らびに ミ
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3月 2日か ら4日 まで我々の研 究室を訪関され

た。その間 、阪大理学部で 「Anom"sin AT一

Paso R印 じIo■ and tとo FtHIoしim ef Aト

とoll Liぃ 1 腕 止 iE Rお h↓ Sttletal

■lll sol●町 oSin」の題で譜演され、 iオ シン分

子の化学構造、特に、2つの頭部の相異について

詳しい討論がなされた。3月 4日午後に離日され

た。

このように、Weds博 士は2週 間にEっ て、国

内の 31T究宣を来訪され、4回 討演された。この

間、同博とは オヽシンの化学構造を研究 している

立場から、それぞれの口究宣で今後の研究発展に

有おな多 くの助言をされた。このような大変有基

であったVh6eds博士の招へいの為の全面的援助を

して下さった山田科学振興財団に厚 く感謝する。

尚、■lo曲 博士より我々が最近受け取 った手紙

で、同氏が「
。
so no呼 P。例 0乱 い。 四 取 S

I とod 血 ぃ肛 o verコ Eげ 7。Crs)と 会い
(随

i■ 14bOraしo17 )を 訪れることができ、今

回の来日が
《
i nosし  Ploosurable EDd iDf~

OI■l●tiVO Visit)で あった」と述べられ碑 ら

れることをlT記 しておく。

30-2018

被招へい者

コri● 皿 ●llard IL租ol

P i o f e s s c r , D●I  E r↓n e r t  o f  品 " i d鶴 げ,

DivisioE Of ｀ LJ【術iologF  and Bobavi釘 ,

C611o3● oF L7SiOiSns t Stllgoons of

Co■血 biE Un17●ぃiけ,Nov 15rk 10032,

USA

目的及び成果

脳の研究は現代科学に

課せられた大さを関阻で

あり、これを学際的に研

究するために、神経科学

とよばれる、かっての分

子生物学に匹放する大き

な研究領域が生れている。

神経科学で現在最も興味

をもたれているのは、学留の神曜職材であり、今

回、山田科学振興財団の打へいで来日された米国

コロンピア大学医学部行勁神経科学部門主任の

E.ie n mHd。 1教授は、その第 一X者 である。

血 ol教授は、「学習の細砲生物学的アプロ

ーチ 」と題 して容地で話演を行った。本年 4月 21

日、大阪大学基礎工学部、4月 26日 日立生物科

学結合研究機fF生理学研究所、4月 28日 、東京

大学医学部、東京医学会で、多数の聴衆を集めた。

討演の内容は、岩波書店雑誌 「科学 Jに掲載され

るが、近年急速に進展している博士の画期的業績

は、強い印象を多くの聴衆に与えた。また、よう

申 蒋 者 大阪痔 塚 原 仲 晃

受入責任言  大 限大学  塚  原  仲  晃

守P目的な内容の制汲 「カルシウム電流の修飾――

般的な ミナブス可塑性の機lllを求めて 」を、4月

19日 に九llH大学医学部、4月 22日 に大阪大学

麹礎工学部生物工学科、 4月 23日に京都大学医学

部、5月 1日 に東京都立神経科学研究所で行ったo

山府 した神経科学研究者と汚溌な討論"'行われ、

極めて有意載であった。討演内容は「生体の科学

(医学雪院 )」 に掲賦される。

また、&赴 1把士は、米国神経科学働会の次距

会長で、国際誌」 of Neltosci的 ooの編集者の
一人として、また会貝 6000人 といわれる学会

運営や種々のランポラウム=階 を通じ、神経科学

の動向について聖富な情報 と、洞案を持 っておう、

各地でわが国の指導的立場にある研究者と接触し、

意見の交換や討議をし、また、各地の岩千研究者

と親しく接し、極々のアドタ`イスを与えていた。

大阪大学基礎工学部生物工学科の杵軽科学研究

宣では、高等動物の脳を用いた学習の神経機構の

研究を行っているが、ここで 「理合学習の神経機

構 」と題するセ ミナーと協同研究を行った。

K血 。1博士は、 滝 塵歌体的物アメフランの神経
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系を用いて、最も革純な学習である「償れ」に長

期記憶があり、これが同一の機構、すなわち、カ

ルシウム電流の不活性化がおこって伝達物質の故

出が減るのが原因であることを明らかにした。次

に、まう高等な学習である「感作 」の駒亨につい

て、これが、カルシウム電流のグートが開かれる

ことによる伝達物質のよ出畳の増加であることを

明らかにし、現在まり高奪な学習である連合学習

の分子機槽例研究に挑戦している。同じく、高等

動物の脳の連合学習機控を研究 しているわれわれ

のグループに多くの有3Sを示唆がる正に1教 授 と

の蔚議によってえられた。

LEd01博 士の来日は、これが最初のものであ

るが、極めて有忘義であった。このような機会を

与えられた山口科学振興財団の御援助にこの紙面

を惜 うて感謝したい。

80-2o26

被招へ い者

予1]o●III  J●o●srino

Profoss。■,DeParじmoJt of hァ sics,

晩 iversi ty ば  C。1lfoTnio, SantE

BⅢ ba取 , O●lifomttj U Sよ

申 語  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

一７

亨

谷

谷

守

守

1)α ―hの 核磁気共鳴による研究。

2)FcF2と 71F2の 混品系における核磁気緩和。

3)F●F2とる弓 の混品禾の強磁場による磁化
過程。

1)は 金属反強磁性のと礎的な五要翻題を含む

ものであり、2)3)は 不規月U禾磁性体の憩気緩和

と脇化過程に関する込礎研究である。これら3製

題に四してそれぞれ極めて興味深い重要な成果が

縛られた。J ac。●rino氏自身による報告費を添附

する。

又向氏は物性研究所及び阪大理学部で
｀
醜s一

o■anc in StIPeri航 ● め Bdacto■s )の テー

マで興味深い前波を行った。

目的及び成果

」ECC●Ii]o教授は 4月

15日 に来 日し、2ケ 月

の粘4規 側の中 1ケ月半

を東京大学物性研究所で

功 うの 2週側を大阪大学

理学部で週 し 下 記 3課

題について致国の研究者

と共同研究を行った。

Report V  Jaccarino

The initia■  gos■ s l had in mind Prior tO my coIEng t。  」 aPan

Vras to work vvith Professors YaSuo(a and 14oriya at I.S s P  on the

N■瓜 prob■ en in O一 Mn and to condllct high fie■ d stud上 os of the spin

floP field in FeF2 and Fe._x hxF2 at Os倒 (a in co■ ■aboration with

PIofesso■ s MOtOkttftl and Date_  tEn addition it was decidedァ
 、!pon

中y tlrr■ va■ ′ that it rvcu■ d bo interesting to oxaln■ he the rnagnetic

di■ utioA prOb■ em in tlle Fe.xhゴ
2 Systom using NMR、

 Tlle fO■ ■Ow

ing has been acc。 叩P■ished to datel

- 2 6 -



1) α ―Mnt  micll has been done by others using NIt4R′  x′  Cv COnduc―

tivittF and neutron scclttering on this fundarn‐ nta■ ′ though c。 コ,lex

meta■ _  HoFeVer the exact cAaracter of the fOur inequivalent s■ tes

and hoマ  they contribute to magnetisn and the magnetic ordering

ctre f■r frcln boing understood   As an ittmed■ate proぅoct′ We tried

to determine the sPin dynam■ ccl■ bellavior of the 。 ■ectrons at the

varュ ous sitesr especial■ v near the ordering terperature′  dsing

both pu■ sed and 6″  NMR on   5Mn

r」hi■ e not comO■ ete′  the stud■ es shaF thctt a critical l■ ke

d■vergence on tlle上ェo width and寺′in t・・e region jぃt above
TN = 96=2。 K′ is apparent at sites I′  and IV′  resPective■ y   There

is evidence that broadening of the site 1 55Mn ド ■は  is proPortiOna■

to the tt at site iv′  at ctny given temperature― after suitable

substruction of tho orbita■  Korringa-1■ ke T.T = ooぃ stant Contribu

tion

lt is a■ so appeared from the nttJ NMR work that there is only

one ordering temperature′  TN′  thereby remaining some uncertainty

that have been Present in tho literatures is a rcsult of different

techniques haviぶ g been epplied to tho Problem

One possib■ e inte=pretation that could be rtlde of the now

results would be that the ‐ mplitudes of the spin fluctuations at

the distinct sites are different but′  at any given temperature′

are prゃ PoltiOna■  to cach other  rfllo ordering u.en represents a

cooPerative divergence of x(電 ) at a particじ■ar oo trhich is mani―

fest in d■ fferent awplitudes to the stcltic and dynamica■  loos■

susceptibi■ ities,  PIon this Point 。 【 、と。w′ one can qualitati■ re■y

eヌP■ain the rapid variation of TN with I「 e or cr a■ loying clnd the

corresPond■ ng ttttnges ■ n tl■e static susoeptibi■ itios ■ n these

sys tems   O】 コr resuits a■ so suggest it Mぅ uld be qute mぅ rth whilo

to have detailea band structu■ e cct■ cu■ ations mュ de for d― Mn′  as

Yanase ot a■  have done for HnSi

-27-



2) 」 :とL」こ些]と」」と」1畳._x乙空ょ二2'  N・
R has prev■ 。usly been useC to stud■ 7

the prOperties of three F  s■ tes wbich havs tt RIn heハ r neigrabors

(nl■l in th。即n._p9ゴ3 Simp■e cmic sySte■ ■cvlover the measure―
ItFnts were made 。 ェly at temperatilヤ es well above TN in order to

use the infinite temperature spprox■ mation for the dynamica■

e ro■utioェ  。f the two― sPin co■ relation functions,  we have investュ ー

::t:fet::p:岳
1子
吉::首::。[電:el:告;i3岳l:iVietta:°

・ntse::8:n登
。予告 :号

°

tetragona■  sPin system as w。 1■ at high temperatiヽ ,os and b) to

Stu～he nature of tte dive7genOe of(キ)aS TN iS ttroaned,
Regarding u■ e ■ atter point the preliminsry study of r ◇  zn

concentratio■ s sho″  that ulere is a very sha=p divergence as

T →  TN even in the very di■ ute (x = 0 59) 。 rys tctl   Perh■ ps more

interesting is that if one oo■ pares the results of the randon■ y

dI■ uted systern rrith those o4 Pure FeF2 (3-dimensiona■ ) clnd K2NiF4

(2-diYnensional)one sees an e、 01utioい  of the re■ axtltion bohavior

such that there ■ s an effective ■ owering of the dilrensionctユ ity

with di■ ution   This argument has been used to exp■ ain the

dilution effects on tho 目 ttltiC tV7。  spin correlation functions′

cls meclsured say by sPecific heat or susceptibi■ ity′  but our

res u■ ts are the first evidence for effects on the dynallt■ ca■

evcllution of the corro■ ation function on the dilution ■ lsing NMR.

Further woJて  。n this is planrled as neV7 crvsttl■ s becolne a■ 7ai■able

from ucsB

3)  tragnetizatiOn studies of Fe(._x)範

The motivation for this wor【  was two f。 ■d, a) in pure FoF2

a detai■ ed sPin wave reno‐ a■izatrton ca■ cu■ ation hcld PIed■ cted

tl■at the criticd■  fi。 ■d tlt which true unifOrm mcde magnon go t。

zero energy wou■ d deo■ oase rap■ d■y with te■ perattre due to 4

ragnOn tlnisotropy― induced scattering (Rezende ■ 978)   we wanted

to check this   b)varioコ s effects of nagnetic di■ ution have boen

-23-



stud■ ed to data such as xュ WS X 。 ■ 61AFMR VS X at iclrr telrOeratures

Hence ■ t rrtou■d bo of interest to oxmine the sPin f■ op fio■ d in

tllis materia■  as a function of x′  esPoo■ a■■V Since the an■ sotroPy

is of single ion origin clnd doos not dilute!

The preliminary but definitive resuli●  on the pilTe materitl■

are in tota■  disagreement with tho theoretica■  predictions.

There is strong ev■ dence thatr if anything the sPin f■ OIP fie■ d

increases with increasing temperature at least uP to the bic■ ■tical

Point   The contrast between he experiment and d■ eory ie so great

that one oan on■ y ooぃ o■ude that tho use of the random phase

approximation in coAneCtion with the treatment of sing■ e ion

anisotropy must bo ュ Poor One   There is no doubt that 。 ,ヽ work

wili stimェ ユate further theoretica■  in,estigations with regard to

this proじ ■em

ln the diluted systems it was found thctt the initis■  deo■ ino

°f HSF With X agreed with the coコ Puter Sinu■ atod′  statistical

effective fio■ d predictions of King   HOVvever tt much moro interest―

ing reSu■ t became apparent as a resu■ t of di■ ution′  to wit slight

ohanges in the magnetization with increasing fie■ d ュppectred at

va■ ues of the field that corresPond tO ■
。   讐

Vvhere n ‐  1′ 2′  5

and z F e iS the n.A, C00rdinstion nulbers associated with the

antiferromagnetic exohange interactioh   These we attribute the

“exchange― f■ippingH a new effect associctted with the reorientation

of those isolated sPin with ■  - 5 ェ n on the dominant c■ usters

rvl■ich have their moment initia■ ■v pointing OpPosite to tho 3PPlied

[:岳idtig mを 言:tr:i]告 t:° :]nihi:挙
 ::Wioiaiti[]を

tittCl:f :。 i:[][ra_

tion and shdFs bat d■ e exchange f■ e■d HF iS independent of

di■ ution   Sclme important hysteretic effects have beon seen in

urtese stua■ es which bear a strong s■ m■■iarlity to ■ ong re■ axation

time effects in sPin g■ asses and ■ ottVer a■m。。sioぃ o■ system_  r「 he

tetterahtt dePondenoes ofむe magnetization軌叩os at tt haに
- 2 9 -



been measured foI Particu■ ar vct■ コes of n in different crystals

and a■ thottqh by no meclns certain, it appears that they are

renorma■ ized in P■ Oportion to the ■ ocal maghetization of the

ad3aCent spins in ‐ dne infinite cluster_  lltlch work remains to be

done on this Prtlblem but it aPpears to be an interesting new

phenomenon in di■ ute magnets

80-2031

紋招へい者

Jar。軸v き。st`k

lnstituto cF Solid s↓ rto Phヌsi●s,

O zo●Lesiovaに お〔●4do■ly oF Sci。 ●●。s,

1■aL, 6zochosiovdki4

申 譜  者  東 京大学

受入責任者  東 京大学

京都において学会計波を行ない、多くの研究者と

面会し、研究成果を討議して多くの成果を収めた。

同博とは、ガラスセラミックス益磁性体の製造
に対する技術的興味と、これに対する基礎として、

熱力学および熱分析に対する理Ph的知見を中心と

して、多くの研究者と接敵しました。以下日程に

沿 ってとを活動状況を報告する。

東京大学宇宮航空研殉方においては、神戸把大

郎 三 日達両教授の研究宣を前FF9し、主としてカ

学的手段による無機械分析法について見学し、高

分子の構造について討論しました。研勾牙ヨ壇の

話演会 (山時者 10人 )では熱力学に基づく、ガ

ラスの転移について諸浪した。

筑波の研究学田部市を訪FE5し、科学技術庁り無

機材質研究所においてガラス セ ラミックメの研

知方を会って討論 し、ついで工業ま行院電子技術

神 戸 贈太郎

神 戸 博太郎

総合研究所の小沢丈夫研究室長と会い、井定温四

係無分析反応について討論 しました。同所では、

筑波地区の各研勾方にいる約 20名 の終分析研究

者が集まう、その前でガラスの烈分析とくにその

方法備につき討況し、戴摘を行い聴家に答えまし

た。

翌 日は同じく繊維南分子研究所の金細久明技官

を騎Pa9し、高分子の熱測定について尉肺 しました。

また、同所の化学技術研究所エネルギー部をお関

し、セラミックス・金属水ス化物などについて討

論し、帰京した。

これらの、わが国で最新の設l」をもつ数研究所

を訪関した後で、シェスタ″ク打士の感想は、「
アイアィアについては、われわれも劣るとは思わ

ないけれども、設備については 10年 の運れを感

する。特にデータ処理への計算機薄入については

いちじるしいと" あヽる。」といっていました。

東京大学工学部においては、工業化学科笛木和

雄教授を訪円し、無機複合化合物の製造について

討論しました。また日本熱測定学会主催の話演会
において、熱分析の基礎的分録 を示し、ガラスに

対する応用について設演しました。出店者 10名 。

二重大学工学部においては、団体材料の熱分析

と題 し熟演 し、約 6o名 の聴衆があり、また工業

化学数室の作花済大教授とガラスセラミックスに

目的及び成果

シェスタック博士は、

BJ紙日程に示す通り、5

月 19日 来日し、 6月10

日離日するまで、 23g

阿にわたり、東京、筑渡、

汁、京都、大阪の各ttuを

効関し、6大学、4研究

所、1在を効円、東京と

- 3 0 -



ついての討論を重ねました。

京都大学工学部においては、金属工学科の近露

良夫教授および工業化学科の神野博、曽我直弘の

両教授の研究宣を訪田 し、熱分析の金属およびガ

ラスセラミックス中の応用について討論しました。

ついで、京大会館において関かれた窯業協会京

都支部の容会 (出席 50名 )に招かれて、特]U講

演をし、熱分析学の応用と、ガラスセラミックス

の製造r のヽ応用について講演しました。京都にお

いて'ま、多くの寺院を訪れ、奈良にも足を伸ばし

て、日本の美をも能していましたが、特に日本の

人々が大へんに樹和で、細切なこと、また人 の々

を情が平担で、均―であることなどを慰じとった

ようです。

最後に大阪大シ理学部を筋れ、関集三教授の作

られた熱化学センターで菅宏教授と会い、ガラス

転移について数々の討輸をし、ここでの研究が精

密であることに言ををいていました。「自分達が
一つしかほ移を見出せなかった守に、彼らは三つ

の転移を分離した」というのが後の細tnで した。

これで、我々の招待の公式日程は終 りましたが、

その後本人のお望で、自由な旅行をしました。こ

の人はチェ,で は有敷な畳山家だそうですが、寝

袋をもってきてお う、リェックをかついで雨棋位

の日本の野山に出ていきました。富士山に昼 う、

頂上まであと 100ぃ のところで強風でひきかえ

し、ビッチハイクをこねながら、El山を歩き廻 う、

4日 は野宿 したといっています。こうして、宮士

郎倉、横浜、日光と巡 う、1週 間後に東京にもど

ってきました。言架は解らな くても心の通する多

くの日本人 と会 ってきたと、錯らしげに語 ってい

ました。

帰国を前に、最後の日は理学電機 (株 )で熱分

析の工場を見学 し、また東京農工大学工学部工業

化学科の鈴木健之助改授と会いました。

こうしてシェスタック博士の初めての訪 日は終

りましたが、東洋にあって西洋を凌ぐ科学技術を

もつわが国の現状をみて、多 くの得るところがあ

ったと信します。

久しい前から、訪 日を希望 していた同博士の念

願を叶えて上げることてできて喜んでいます。貴

財団の加好意を感謝いたします 。

シェスタック博士訪日日程

1鶴0年 5月 19日0)11:15 成 田空港者

20日ψO 東 京大学宇宙航空研究所訪

間並に講演

21日00 東 京大学工学部工業化学科

訪関 ,日本熱測定学会主催

討頭会

22日の  筑 波研究学国都市 (理 工系

団HL j無鯛 質研究所 ,電

子技術終合研究所訪関並に

斡演

力日0 同  繊 推高分子材料研究所j

化学技術研究所筋問

24日〇  箱 根芦の湖遊勇

25日lB)東 京発 ,津着

26日匂)三 工大学工学部筋関並に拙

演

ク日の  京 都大学工学部冶金学科及

び工業化学TNl効関

28日匂0 京 都 奈 ミ遊晴

29煎お  熊 業働会京都支部俗会にて

特,U訪演

的的　い掛「岬瑚

月

大阪大学型学部筋閃

大阪発 ,東京者

〔公式日程終了〕

富士 ,郎倉 ,社浜 日 光を

巡覧

IB学電機 (株 ),東 京農工

大学工学部筋関

11100 成 田発煽国10日ワ0
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紋招へい者

MiILs SIlloss】

Peooこrchor,  Lurre■ ●。 B研 よoloン

14bo■■toiン, 晩:マ  丁   Ctlifo■■1。,  B。ェた。1●ヌ,

軌 lifttDiC 94物 o, usュ

自的及び成果
I G押 ldssァ樽とは、高エ

ネルギー原子核反応の相

対命的記述を示すと共に、

その反応によって得られ

るであろう高密度核物質

の性質 ″ ―中間予凝縮

の可能性等を中心に、そ
・ ｀

 れ らについての関題犯通

を行い、国内各地の研究者と活発を討磁を丞れた。

それは、我が国の研究者、特に若い研究者に強い

別激をあたえると共に、我が国ではこれかう発展

をみせようとする、この分野の研究にひとつの方

向を示唆 した。具体的には、次の研究活助を中心

に討醸が進められた。

1 原 子核研究所架中計蚤 (7月 14,15日 )

i)Pim CttmsEtl● Il ●田 Iェ。tEb■iけ

io並 olαrい 1li si∞。

密度と温度とを考慮に入れて核物質の取り得る

相について勘賄 した後、高密圧核物質の基底状

態の相について、平均場近似の方法を用いてそ

の検討を行った。

その結果、核物質の性質がPiぃ 凝縮相の存

在によう暫るしや 響を受けることが指摘され

た。

+1)Piぃ Intαfoiometry of Nはoとoar
c o l l i s i m s

高密度核物質の励起状態について、その相を

熟平衡猿理 と非平衡検型の両方から諭し、高エ

ネルギー原子核―原子核衝突では井平衡状ほと

してのPAojlic IBstabiliけの起 う易い事を指

摘した。更にその状態をどの様な方法を用いて

観測するかについての考えが示きれた。

『)Orrい |]oPics i■R●1●tivittio Ntl一

olear  Ollisio■ o

高エネルギー原子核 原 子核衝突に於ける長

近の話題を述べると共に、特に、衝突の結果、

申 請  者  東 京大学 杉 本 健 三

受″長任者  東 京大学 杉 本 健 三

放出される荷電粒子のスベクトルが、クーロン

カの存在によう無視出来ないずれを受けること

を論じた。

2 原 子核研究所主催高エネルギー核物理につい

ての第池Zの 学校(7月 1日～4日 )での講演

とよ損ま

80-2035

LIstivistic N【 ヵlりr Collisioェ o Loor】

高温、高密度核物質の面々の相について述べ

た後、高エネルギーEイ オン核反応の取う扱い

には、従来の流体褒型には多くの疑PDBがあるこ

と、つまり非平術過程が行寡を核反応過程と思

われることを示 した。夏に、核内核子によるカ

スケード過程の計算法を概困 した。又、高エネ

ルギーエイォン核反応槻tllについての従来考え

られて来た和々の社型について、それらの良否

を確かめる方法についても、国内の研究者と共

に鼓論が行なわれた。又、波体慎型については

国内研究者などから、三流体洩型の方向が追求

され得るとの融締がなされた。

ユ 日 本学術振興会一NSFに よる日米セミナー

く7月7日～11日 )での馳氏と討摘
ユぃ 仇 d m a s  uぃ 岨  I . s t a b i l i  t x●o一

Curioこt  3Loo17  ●Dd I｀ PoI■■。■tS

荷電対象な核物質に於けるZ― 震焔現象 に関す

る最近の研究 を加観 し、特にRP近 似 と平均場

近似のよたつの取 う扱い法を比破 ,検討を行 った。

更に、反応過程に於ては、井平衡状態 (Pi血 。

Isstsbiliけ)の方が平衡状態 (Pi。■凝縮 )よ

うも可能性のある過程であり、井平衡状ぼの観測

の可能性を指筑 した。又、国内研究者と共に高エ

ネルギー宣イオン核反応の実験結果の分所解釈に

ついて議論が展開された。

尚、(Dに於ける討義録は原子核研究所レポート

として出版する。0,0ン こ於ける請演のPIo∝o一

よh揮 もそれぞれ出版の予定である。
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昭和 54～ 55年度 短期間派遣成果報告

(5,3以 降決定分 )

7 9 - 4 2

アメ

カリフナルニア大学ア

ー本イン枝 (UCI)は 高

5 1

リカ、転移性がん細胞の表面の研究

東京大学   入  村  達  郎

誌義も担当している。

Niools。 "教 授はカリフォフレニア大学サンジ

エゴ校の出身で、現在 37才 、 ノ ーク研究所所属

時代 く1972年 )に S 」 singer付 とととヽ

に提出した生体撰の流切モザイクモデフレによって

生化学、細胞生物学領域で広く知られている。教

授として 1975年 にUCIに 移った後P4、悪性

匝場のほ移に関する先駆的な研究によっても名南

いo研 究室は、 4人 のPh D、 5人 のテクニシ

、ン、 4人 の大学院とそれにTL4と い,組成であ

る。忍性mの H云移の実験的モデルの開発とそれ

を示U用した転移のメカニズムの解猛 さらに現在殖の

冶療において最も大きな問題とされているこ移を抑

tJするにはどうしたらよいかという臨床的応用を

めざした基破研究に 意ヽ欲を聡やしている。具体

的には以下のと,な 研究が行なわれている。1転

移の過程のE家 を一段階である血力細胞の並管上

度細胞への付者 と侵入の過程を試験管内で再現慎

その機樺を解析する。2リ ンバ肉皿細胞やメラフ
ーマ細胞の変RII間 の抗原性や表面猶たんはくの

違いと伝移性との関連をモノタローナル抗体やレ

クチンを用いて副べ、さらに転移性を果にするFtB

胞の試験管内での選別を試みる。3回 型匝力の原

発細立からの逆ltl、血流による輸送、速隔部位へ

の付着と住入、指殖という、転移の全過程を再現

する動物実欧モデルを確立 し、このモデルを用い

て転移性 を実にするlul胞を比較する。4胆 瘍を抑

制することが知られているどタミンムの細胞に対

する効果を、転移性への彰響という側面から追求

する。などである。

さて、私は糖たんばく糖attの生合成の□害物質

てあるツニカマインン (T llI)に よってIE瘍細胞

を処理した時に転移性に変化が生 じるかどうかを

追求するという短期的なプロジエクトてtL事をす

町サンシエすの|ヒ約 90マ イルの海岸近 くに広大

を吸地を占めている。周囲は牧場 と野生保存区域

によって囲亡れており、気候のとい、環境に思t

れた大学である。 15マ イ〃ほど北には日本にも

とく知 られたディズ‐一ランドがある。カリフィ

″‐アlllは州立の大学として Universi↓ y

oF C● lifornioと Colifo■ hio

Stato Universityと い'2つ のシステムを

持 っている″S、8o者は主として大学院を中心とし

た高度を強育と研究を目的としてお夕、とく知ら

れたバークレイ、ロスアンゼルス (UCLA)な

ど9宙 所にキャン大スを持つ。 1965年 に発足

したUCIは 最も新 しいもののひとつてある。付

属病院 (UCIMC)は 付近の地域 (オ レンジ丹ぃ)

の医尿センターとしても機能している。ucIに は

現そEBiological Soよ o■●os, Physio一

●l Soion● os、 Enginooring,Sooi―

al Soよ o■oos' IIupl●nitioo,Fino

Artsの 6つ のSchool(学 部)とCollogo

of lvIod ici no(医学部)が ある。学生教は約

l o000人 とのことである。 Biologi● oi

Seio■ ●osに はPsy。 。biology,M。 loo

■14 r  B i o l o g y  a n d  B i o c h e m i s t r y

及びD e v o l o P m o ■, a l  a n d  C e l i  D l ―

。logyの 3つ の部門があケいすれヽ特も ある研

究業績に よって知 られている。 Car↓ h 五

Nioolso■ 教授の研究ヨは Do,oioPェ oこ↓を1

o■d Cell Biolo3yに 属し、教授自身は

Coilese of 逆 にdioioo の Physiolo=yの
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ることになった。細抱としてはマウス由来のメラノーマ

(B16)の 肺に対する転移の程度を実にする変具

種であるFlと Floを 用いた。いずれの細胞ヽ

05″ ″/ル のT lvIで12時 間処理すると穏の高分

子画分へのとり込みが 10%以 下となった。糖、

アミノ酸、チミシンについて経時変化をサヒ戦する

と、Flで は 4時 間F10で は6時 間目に穏のとり

込みの成少がみられ、たんなく、DNAの 合成は

これに2-3時 間ぶくれて低下した。同時に細施

数の増加率がlE下 したが細胞の大営さには変化が

みられなかった。これらの効果は培養務からTM

を除 くことにとレ正常に後帰した。一方TM処 理

した細抱の膜たんば く、糖たんばくをSDS処 理

後電気ぶ動によってか析 した。 12時 F93処理後に

は です。す″″s ,ク カカ″所 Sレ クチンにとって検

出される猶たんなくの蒼しい減少がみられるが、

ラタトベルオキンダウ打とによってfm胞表面に露

山したたんばくを標較してみるとこのレタオンの

主要な結合相手のひとつである分子量 7万 付近の
バンドヘの標職は増大した。他のたんばくへの標

触はとしろ減少 した。TM処 理 した細胞のほ移性

を動物実験によって比破すると、 12時 間処理後

にはFl、 F10と ヽに肺へのは移、増殖のわす

かな増大がみられた。しかしとり長時間処理する

ととしろ減少した。転移の一段階のモデルである

並管上角細胞への付着を測定すると、いすれの処

理で 低ヽ下がみられた。これらの結果は細施表面

の糖たんばくが腫蕩の転移性に関係していること

を示唆するが、その関■のしかたは単純ではなさ

そうである。

研究室のメン′`一は動物実験や細胞を養に豊富

な昼験を持っており、効率よく共同研究を行なり

ことがでせた。また、アメリカ国内ゃ日外の各地

から転移に関係する研究を行なっている研究者が

当地を訪れ、セ1ナ ,が 開かれたので参考になっ

た。 4月 には近 くのアナハイム市で全米実験営物

学会が開かれ、参加したことも有意銭であった。

追骨B:黛 者は 6月 1日以降Nioolso■ 致 授

と共に次記の研究室へ移り、Assist。 ■t

B i 。1 。g i s t   P r o j 。。し I ■7 0 S しi g o ,

。rと して締米することにとまった。

DoPt oF Tum。 ■ Bi。 1。gy,

Univ  of Toxas System Ca【 oer

Co■↓er2M D.Andorson HosPiし ,1

●■d TJmor  I■ stitute, Holls to■ ,

TX 77030 U s A

9-4260

アメリカ、半導体コ電解賓界面の光照射効果に関す

るシンポジウム

本年 3月 24日から28

日まで閑ヨテキナスハNヒ

ユーストンでアメリカ化

学会の大会(NatioDal

Mooし 1、g)カミひらかれ

た。大会は各専F5部会 (Divisi。 ■)が それそ

れ組織したシンポジウムによって構成され、私が

招かれたのは 「ヨロイト
'お

よび表面化学」部会に

よって担触された半導体」電解質界面の光照知幼

果に閃する集会で、 25、 26日 の両日、Hous

to■のHyatt Rogenoァ H。し。1で開かれ

大阪大学  坪  村    宏

た。世話役は太陽エネルギー研究所 (Solar

E ■e r g y  R e s e a r e 卜 I n s t i H ↓o の A  J

N o z  i k てある。

この集会は題目のとぶり、無概半導体と電解賓

溶法との舜面で光によク生じる電気的、化学的現

象についての基礎的な研究に関する のヽである力ヽ

その背景として太陽エネルギー変換席蔵とい ,テ
ーマがある。電解資溶紘に接触させた半導体電極

は臼体の光電池と同様に光により電力を発生する

のみでなく、溶滋中のワ資、あるいは水自身と反

応 して、エネルギー奮積に導くと,を生成物を生
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じることがしられてとク、大陽エネルギー変換

時蔵の一つの臨力ある方法として大とい注目を浴

びている。今回の参加者の発表も大部分はこの応

用を念頭によいた のヽである。

研究発表はこの分野の大御所的存在てあるドイ

ツのCorisoher"さ らはじ=ク 、A 」 Bard

(テキサネ大 )、M Wiighto■ (MIT),A

Hollor(ベ ル研勾所 )、WP.Comes(Rjj

tsuniVolsitoit Cenし ,ベルギー)、

s n l14。.riso■ (S,anf oid Res

lnst)、ら現在活発左研究を行っている人々の発

表があいつぎ、二日間、期 8時 半から年後 5時 す

ぎにわたって休みなく続けられた。日本からは束

大 (工 )本 多従一、暖大 (工 )米山 宏  口 村英

雄と本部告者である坪付への発表が行われた。

半導体電極の太陽エネルギー変換を効率よく行

クためには′`ンドギヤツプの小さい半導体くSl,

CaAs,Gュ Pを ど)を用いる必要があるが、これ

らの半軸本は水の中での陽極光電流発生にとヽな

ぃ、腐2tないじ溶解をおこすことが厄介なP・8題と

して知られており、その解決は大さな操題となっ

ていた。今回のシンポジウムにおいて我々の発表

したのは陽極腐食の過程における表面電位の変化

を実験的lcとらえ、これから腐食反応のメカニズ

ムを論じるととヽにその防止の方法を指摘したヽ

のであるが、我々の提案 した表面術促正子L(s,―

rfaco traPPoこ  L。 lo)の 概念に対 し、

これと実験方法や命名法等は/1■しすつ具なるが、

似た方向に向かいつつある研究者が何人かあらわ

れていることが今回のシンポジウムから,か がう

ことがでとたことは興味深かった。我 の々発表の

後半は■―シリヨン電極に対する右機物被膜によ

る安定化の試みであるが、 こ れについてヽ同じよ

りな方向を指向する研究者が多 く、数多くの質問

がよせられた。

半導体電極による太陽エネツレギ‐変換の方法に

は以上のと,に まだ解決を要する問題が存在する

が、今回のシンポジウムから みヽられると,に 、

その研究は極めて活発であり、今後は臼体表面に

おける反応槻和と、化勃修飾法によるその制御の

方向にFHlけて大とく進んでゆくことがほじられた。

jr4会は二日間で 33件 の報告をと夕あげ、やや

過密気床で前述のように休憩時間もない状態であ

ったが、Cerischo■ 、はじめ前述のような多

くの研究者と久 じぶりで会 ,こ とができ、愉快で

あった。これらの人々とはできるだけ昼食、夕食

等をとヽにし、欲談すると共に、 こ れからの研究

助lFHなどについて景工を示唆を,け ることがで菖

た。終了後、 27Bは 他の会場をまわり、物理化

学分野の現況の把握に多少役立つ点があった。

9-4265

アメリカ、回転帝税造 と原子核の動力学についての

国際会議

穴京大学   右  馬  朗  人

1 9 8 o 年2 月2 3 日

とク3月 1日 亡で、米国

New Orioansの

Tコ1●、o大 学にて開催

された 「Bont StrH―

e t H r O  な n d  N■ o l o o■ D y n a m i e s Jに 出

席 した。

この会で 3月 1日、有馬は 「R。l a↓i o■ o f

l h o  I B A  t o  t h e  S h o l l  M oと o l  J

という題目で、 40分 招待計演を行った。

この国際会議は原子核の架醍 動について、理

論および実験の最近の成果を論じるために行われ

たものである。その中心的主題は高い励起エネル

ギーの高いスピン状態についての実験や案団運動

の統一的な理解のための理論的試みや、実験的な

討であった。

私はYュlo大 学のF Iachollo教 授と協同

して1974年 以来「相互作用するヽ プン模型 」を発
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展させて来た。tだ 夕くの批判があり、学会に完

全に受け入れられるには到ってないが、この国際

会議ては多数の実験、理論両面からの支持力■ え

られた。一方批判ヽ多く出されその問題は今後解

明しなければならない。その問題の 1つは低いス

ピン状態 く」玄 10)で は我々の模型はかなり成

功したが、高いスピン状態のE2転 移をほくみつ

もク過ぎる。これを理解するには、 s dポ ノ/

以外に何かいるか ?と いぅことである。また理論

的基礎Ftけを夏にもクー歩進めることが必要であ

る。この会に出席 して原子核の条団運動について

の新 しい発展について学び、かつ私自身の模型に
ついての支持批判 を知ることがてきたことは今後
の研究に大変役立つことは及いたい。山田科学振

興財団の御援助に心から御ネし申し上げる。

79-4267

イギ リス、 ファラデ ー討論trF会

心的存在であった。しかし今日の悩報過多時代に

対応するため ,966年 、The chemjcal

S o ●i e ↓y ,  T h e  R o y a l  i n s t i t u t o  o f

C h o m i s ↓r 】,  T h o  F a r a d a y  s o c i o t y

占よびThe Sooiety foI Analytical

Choln i s,ryの 大同団結力布 われ、部会側のも

とに統合された。その一つである F a raday

Di visi。 ■は、前身である Tと。 F4r● d4ァ

So。 1。しyが 1947年 より開fFして来た国際封

摘央会、即ち、 D i scussi。 ■ 。 f The

F■raday socio↓ yを Faradな y Dis● ―

■ssio■  。f The cholnical S ocioty

として,つ いて、毎月 1～ 2回 、物型化学分野で

最先端にある卜どックをぇらび、その分野の第一

線学者を各国 より招待 して行ってさた。その討論

会ではすべて参加者数ljtU眼され、集会前に評演

者の完全論文 (10～ 2o買 )が 手前に印刷配布さ

れ、参加者はすべて既に論文を読んで来たといク

前慢で行われる。 したがって日答発表はllIめて短

時間に制限され、長時間の質疑応答おょびヨメン

トが行われる。それらの結果は民lc整理され、読

文と共lr定期刊行物として印帰Jされ、その学問分

野の進展に大きく寄与してきた。

関西学院大学   関     集  三

今回私どもの招待をうl「Fたものは第田回目に当

り、 テ ーマイま Pscse TIEnSitio■  in VLi―

o●olar Solidsと いうものであって、イギリ

ス西南の大学町 ]x●loIで 行われ、同大学教授

Lo●4b。しterう 拍 触委員長で、座長は部会長の

RowliHson教 授であり、 3月 26～23日の3日 間

Exo奄er大 学化学敏堂で的かれた。参加者は英団

人(59名 うようも外国人(6S名 )が 多く、全員

127名、フランス21名が最も多く、西独 8名 、オ

ランダ13名が主ll成で日本からはカナダ在住の古

貿憎士(ポ スターセッション)の 1生 阪大の音数

授と私の3名 、アメリカからは 1名であった。

参加輪文、 23席 は理輸ぉよび実験の両面にゎ

たり、C)分 子の一軸が固定されている相ほ移、(2)

さらに―般化された配向の貢しれ、ぶよび回転、あ

るいは回転と変位のカッフノレした相転移、(3)この

分野での新 しい実験的、理論的方法、(4)愛結 した

分子の乱れぶよびガラス転移、の四セッシヨンに

分17て行われた。我々はこの最後のセッシヨンで

F,。 zen-1■ staし o of oriellt`↓ ioこ al

ond Posi↓ ional  Disorder  in M。 一

locular s。 ェidsと 目して発表 した。幸い

我々の研究の中、特に氷のガラス転移について、

数名から質問おょびヨメントが寄せられ収稜があ

った。これらの結果は、論文と共に今秋刊行され

るはづである。

最終日のGuosし  Din■ 。■では多くの 日友と
共に旧女を暖め、また正面の C」。sし Tュ bl。

英国においては戦前t

てT h e  C h o m i c a l

Sooictン と Th。 コな一

radoγ  S。 。iety の

こ学会カイヒ学の分野の中
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に列ばされるという炊待を,け た。なお、)F公式

のポスターセッションが応下で行われ、 16名 の

参加があった。

私と菅教授は、学会終了後、タリ大学 (orsa7

南依 )の非晶団体研究室の Cholfen st。 ュェ

教授に招かれて、同大学を訪間、高圧下の相転移

についての報告を行い、また討論を行 った。翌日、

さらに、大阪大学時代の師味研究ヨであるスエー

テンの Lund大 学を訪間、同様の認演および討

論を行った。特に世界最高水準の ミクHカ ロリメ

トリーでしられる同大学の装置、 く燃極熱、昇葦

熱 生 物系反応熱等に関するもの )に ついて有意

義な討論を行った。

今回の学会参加および酪演旅行を通じ、この分

野の第一
線学者と旧交を暖め、討論に参加して学

問のす ,勢 を知ると共に、新 しい若い学者から制

戟をうけることが出対 島 こ れらの成果は我国のこの

分野の研究の今後の発展に必す生かされるはづで

ある。ここに、 こ の機会を与えていただいた山田

財団の御厚意に対 して哀心とク御礼を申し上げる。

週間、 1週 ずつ'Jのテーマを定めて開かれる。今

年のテーマは、前半が 「QcD理 流と央残J、 後

半は 向 磁男相互作用と統一理輪にとる予言」で

あったoど ちらヽ現在の素粒子物理学の最先端の

問題であるが、例年始い相互約再関係と電磁弱相

互作用関係の最新の話題を選んていると,だ 。私

が多加したのは後半て、その出席者約 100名 の

内分は、 フ ランス、 トイツ、 ィ タリア、イギリス、
スイスを中心としたョーロッパから30名 、アメ

リカから20名 だった。日本からは、前半後半と

ヽ1名ずつたった。主松者は会議の目的に理論実

験間の変抗を深めることを語っており、多加者ど

うしの討論を活発にするためいろいろと努力して
いた。ます参加者数を制限し、研究分野力引用ら,
いより、世界中から条貴るよう配慮 して、理論と

実験を ]対 2の 割合で招待 している。 (地理的均

等性、活動研究者数の多さからみて 、ヽ日本から

はもっと出席 してヽ良いと思 うが、旅費等の点で

困難があるようだ。 )参加者全員が会議のため信

切ったホテルに泊り生活を共にするので、食事中

フランス、電磁 男 相互作用と統一型輪による予言

に関する第 15回 モリオ/会 議

東京大学  山  田  作  術

や自由時「98にヽ気こに人と話がでどるし、家族赳
の疹加者ヽ多く、会教の雰囲気は他の国際会惑に

例を見ないをごやかを のヽだった。印堂ヽこじん

tク した半円型で、座府が那演者の周クを囲とも
のだったから、群次者対聴酔者というより、全貝

が互いの顔を見なか ら封血に参加する形で会酸が

ILめ られた。多加者向志の交流を深めとうとする

主llL者の目的は連せられてヽり、最終日前夜lr行

われたE例 の会秘運営についての反省会でも、主

催者の努力を評価する意見が多かった。

この会議のもう1つの特徴は、同時に,uのホテ

ルで会議を開いていた生物学者との合同シンボジ

ウムカよ行われたことだろク。まだあまクにヽかけ

離れた両分野を直接桔びつけるようなテーマはな

い力ヽ 生物学者のために最新の実粒子の話題を解

り易く解説した静演と逆の生物学者による郎波が

あった。前者は
｀
Is Prot。 こ f。 ■ever?)

と題するもので、幕粒子の強 電 磁 虜 の 3相 互

作用を 1つ の物理法貫りに竜とめとクとする大統一

理論と、それによう予言される陽子の崩壊 (化学

でいう所の質量不減の法則の破れ )を 解説 し、後

者は遺伝のメカ‐ズムと、ガン細胞と正常細胞の

増殖の違いについての詳演だった。生物の話の方

は細かい所までは解らなかったし、物理側の話演

は易しくかみ砕いたとltrいぇ物理昌が円いて十分

この会議はフランスの

オルモイ研剣所が主な主

ね者となって、毎春フラ

ンスァルプスの谷間で2

79-4268
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来じめるだけの内容があったので、どちら 円ヽ外

漠向けではあったヵヽかなク高度をもので、ある程

度の予備知識がないと難 しかった。試みとしては

面白く、今後改善が宣れられれば実 りあるセ ナヾ
ーになるだろう。

さて本題に関するセツションでは、最新のデー

タが電子陽電子衝突装置による実験を中心に数多

く得 られ、SLAC、 ヨ ーネル大学、DESY、 ォル

モイのDcIか ら興味深い結果の発表があった。

我々力SDEsYの PEI「RAを 用いて行なっている

」ADE実 験からヽ2つ の報告がなされた。会議

のテーマに直接関係ある陽子拐似に関しては丸一

日本当てられ、IE諭的予想と現在世界 6ク所で進

行中の実験計画が詳しく発表された。日本ても東

大理学部と宇宙線研究所のJ柴 、藤井、 blp 3教

授を中心として 1実験計画が練られており、その

紹介 行ヽなった。

この会議には参加前から期待するところ大だっ

たが、最新情報を得たり、我 の々活動や日本の様

子を話 したり実に収被が大とかった。また多くの

友人ゃその家族に会って、彼等の最近の仕研等に
ついて詳しく円 くなどして、ゆっくり語ク合えた

ことも嬉しかった。このような会議に多カロでヽる

よ'御 援助下さったま財団に心からほ謝 して報告

を終 りたい。

「N o ■I 。l o g i c a l

江ヽu t a , i o n s

aff。 。し1■ g

lvly o l i■ati。 ■J

と題 した ミェリン形成機

祉の解明に関する国際シンポジウムが昭和 55年

4月 13日 ～ 17日 にフランスの 夕` り 郊外 で

B4urna n■教 授の主宰により開flltされた。今回

のJF遣援助のこな目的はこのシンポジウム参加で

ある力、 これlC先立ちも,一 つの目的である協同

研究の打合わせのため本ネッレクレ研知所に対と し

た。ます分子生物学教室で、現在筆者が研究を進

めている大脳史質と小脳皮質の層構造の逆転を伴
うミュータントマウスの発育に関 して離演を行なっ

た。ChangoEX教 授はもととり、C uenet

教授、」a。。b教 授 講ヽ 演 を さいて下さり年直

去意見を述べて頂いた。その後 C hangoux,

Cuo● et教 授の話 しをうかがい、大スッ_ル 研

究所て新 しく発見された小脳変性 ミュータントを

日本へ導入し、生化学的研究を行を,こ とに合意

した。また ミューE/に 特具な蚕白の抽本を用い

7 9 - 4 2 7 2

フランメ、 I n , 。 ■■a t i o n a l  S y m p o s i H m

o■ Nourol og ica l  l14u↓ a,」 。■s

affo● しing ヽ 4yo llna↓ i6■

座応義塾大学   御 子柴 克  彦

て協同研究を行を,こ とを軒面した。
一方シンポジウムの主学者の BaHmo■ ■教授

からあらかじめ即jlの依頼を,け ていたが、サル
｀トリエル病院て 「r″ ク,υ。 す″ 2すす″り

de▼eloPmont of qu●king 4nd  shiverer

mutant mieeJと い,題 で斡攻を行なった。

研究目的が BaHmanェ 教授の研究室のそれとと

本的には同じであるため数多くの質問をクけ、英

をった視点からの有益を助言をうけた。
夕`ネツール研究所滞在中にほじたことは現在の

分子生物の建物 (3階 )の約 ■5倍 の規経の 「免

疫」の建物が建築中であり、クぐネツール研究所は

T4_で ありながらヽ∃から多額の補助を従来うけ
ていたが今回も国カミ半分布助をしていることであ

る。大ネツール研究所全体としては赤字であるに

拘ヽわらず、あえて必要去プロジェクトに夕額の

金をつぎこむ勇断と、国が私立研究所に対して十

分な援助をしている点、日本とフランスの相通の
一面をみせつけられたような気がした。

さて、 Sei llュ 。でのシンポジウムは世界各
国から数多 くの凛題が集言って志ケ井常に内容が

-38-



充実 したものであった。諸演発表は朝 8時 15分

から始まり夜 8時 頃まで続ど、その後夕食とい ,

スクラュールてあったが、フランネらしく休憩時

間や食事の時間は充分にとってあった。会場は者

の現をホテルに改造 したもので一階は会議室、食

堂、休憩室がそろっており、庭は広い湖を含む壮

大ななつ〔めてあった。宿泊しているのはシンポジ

ウム関係の人達ばか)で あるので、熱のこもった

話しあいがあちこちではじまク、夜の 12時 過ぎ

迄ブランデー、 ワ インを片手にt・tいた。本シンポ

ウウムはヾエリン形成不全の機器に関する研究の

うちで 遺ヽ伝性のヾエリン形成不全動物を用いた

仕事に限定されているため、同じ動物を用いたOl

た仕事が発表され質疑応答ヽ自然と来のこヽった

のヽとをった。筆者 も結局まさことれ、中福神経

lr関してはスイスの Maithi。 ■、末梢神経ネに

関してはアメリカのSidmanの 一派、 培 表に関

してはフランスの Baumolnの グルーブと競ク

あうこととをった。この様にこ者の行っている仕

事の分野ての競争は激 しく、今回のシンドジウム

参力口により世界的な流れを把握 じえたことは大さ

を収程であった。それにしても日本へ入ってくる

情報はかなク遅いことを再認識広 その解決のた

めにはやはク頻繁に外国のシンポジウム等に出席

すべどであり、今回のシンポジウム出席 に関 し

援助を,け たことと,1常にほ罰 している次第であ

る。

痢研究会 朋 研殉チ   小  池  克  郎

ている。このヾトヨンドリアの出云子群について

の問題は、来中的な研究対象となってきており、

その進歩が急速なことは驚くほどである。

律母たどの下等其核生物においては、DNAは

20～ 25″ であり、いわゆる古典的な遺伝学的

研究 (組 換え解析、Petit。 変具体 による欠失マ

ッピング、極性解析 )が可能であり、 これらの成

果とDNA― RNAハ イプリダイゼウション法な

どの知見に基づいて進伝子地田が作成されてとた。

そこでは、各種遺伝子の配置とRNAに 1云写され

た部かがぶおよそ決定されたが、遺伝子のDNA

上での正確去位置と約成が十分に決定されていな

かった。しかし今ゃ、祖後えDNA技 術やDNA

の塩基配列解析技術が図茂され、部分的てはある

が遺伝子群のクローン化 と構造決定がなされた。

とクわけ、酵母のミトコンドリアDNAの 研究が

進展 している。

高等真核堂物ては、ミトヨンドリア遺伝子に組

換えの機会がほとんど在く、遺伝子はどうめて厳

密にE14遺 伝を示すことが知られている。それ転

古英的な道伝学的解析が困難であったが、組換え

0 - 4 0 0 2

イタ リア、 ミ トョン ドリアグノムの和成 と発現に

閃する国際会議

派蜘

国際会議は大tく 4つ

のセッションより和成さ

れ、招待斡激者は、世界

的に主だった研究者が退

択されていた。

ミトヨンドリアは衆知の如 く、英核空物く酵母

からヒトに至るtで )で の重要な細抱内容管であ

り、エネルギーATPを 産生するに基本的な呼吸

反応を行っている。本会議においては、 ヾ トヨン

ドリアの代謝やエネルギー産生の機能の生化学的

研究とり、オーガナイザーがtr図 したとうに、組

換えDNA技 術やDNA塩 基配列の解析技術など

を図変した分子dfA学 的研究の最新の成果が発表

されるところとなった。

ミトヨンドリアには/1■量のDNAが 存在し、核

のDNAと 全 く実質のものである。以前から指摘

されていたと,に 、独自の道ほ子群 (夕Jえは、

ATP oso道 伝ス  リ ボツームRNA遺 伝子、

転移RNA遺 伝ス テトク,一 ム酸化酵ネゃチト

クロームb遺 伝子 )を もち、細施の機能を支配 し
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DNA技 術ゃDNAの 塩表配列解析技術を知たし
た研究から、夫に画期的え知見がもえらされるこ

とになった。今回の会議において、とくに最新の
デ'タカヽ提出されま目を集めるに十分であった。

とりわけ、哺乳動物 (ヒ ト、 ラ ット、々ゥスなど)
のミトヨンドリアDNAは 環状て、そのナイズが
約 5,と 小さく好都合であったことが研究の進展
を一段と加速したと,で ある。

遺伝子構成を見ると、2種tRのリボノーム PNA

(16Sと 12S)の 進伝ス 約 2o種 類の転移
RNA迪 伝子、 10紅 類前後のメッセンジ、一

RNAに 対応する道な子 (チ トクローム酸化砕祭、
チトクロームbゃ ATP as。 の迎云子など)A
DNA一 RN▲ ハイブリダイゼーション法ゃ電町
によるヘテ,2本 鎖法などによクマップされて

とた力ヽ 組換えDNA技 術にとクこれらの遺伝子
DNAが タローン化され、その塩基配列が決定さ
れるに及んで、各紅道伝子のfs対的配置が決定さ
れるところとなった。とくにヒトにおいては、そ
の全塩基配テuがほに決定されている。

得 られた知見を結合 してみると、遺伝子の構成
や一次構造の面で、草核生物の道伝子の特徴と考

えられていた事柄に相反する事実が続々と見い出
さるに至った。例えば、遺伝子が非常に密に立ん
ていること、転移RNAの 構造が者しく異なるこ
と、さらにll、原核生物や真核生物を問わず、分
子進伝学の基本原理となってきた遺伝子の嗜号の

普通性が崩れたことなどが指摘される。
ヾトヨンドリアat伝子の発現が細胞全体に与え

る影響ゃ、 tB胞 の河化などの遺伝的調節機構の異
常ゃ、東核生物の進化の問題を研究するに際 して、
この遺伝子を更に詳細に解折する必要性力速 々高
まってたたことを痢8さ せ られた。最後に、この
よ,な 非常に活気のうよれる国際会議に招待され
計ま したこと、さらには数多くの新 しい知兄を容
ることが出来たことは全 くの幸いであヶ、この会
密への出府にあたり、渡航段の一部について援助
をいただいた山田科学振興財団に心からぼ働 した
し谷。

80-40o3

アメリカ、弟 ?回 ラマ/分 光国際会惑

14された。ヨーロッ六各国、アメリカ、ォースト
ラリア、インド以外に、 今 年は中率人民共和国か

らヽ5人 の参加者があり、我国からヽ23人 出席

して、全体で約 50o人 の分光学者が多加した。
全部で295件 の発表かとこなわれたが、 こ れを
引司分野でわけると、物IE学 40%、 化学 40ム

生物fI学 2o%と なる。学会はカナダ国立研究所
とカールトン大学のスタッフにょク企画運営さな
例年とは異なって3種 の発表示式が併用された。
第一な招待詳演で、全員力‐ つの会場に集=っ て
それを聞 くと,に 企画され、毎日の年前中がこれ

大阪大学   北  川  禎  三

にあてられた。第二はポスター発表で、四つの会
場で同時におこなわれ、毎日午後 2時 から5時 t
でこれに彼ゎれた。第二は夕`ネル討飾て、ポスタ
ー発表の間で本一致点の多い分野を選び、数人の
ボスケー発表者がパネラーに運ばれ、一人 5分 問自
分の考えを述べた後、六ネラー相互の質疑応気
末ネラーと聴衆との討論と進んだ。これには夕食
後の 3時 から10時 があてられた。筆者は生物料
学の分野の招待詰演者として、フラビン酵ネ 国
害斉Jの電荷移動吸収帝に共鳴させた共鳴ラマンネ
ベクトルに関する研究報告をした。

第 1日 日午前の主題lJ「回体の光散乱と物性J
であり、この分野に三大な発展を たヽらしなから
昨年逝 くなった s Port。 教授に緯けられた。
第 2日 日午前の主題は 「ラマンぷょびレーザー分
光法の応用Jで あク、この分野の基本である分子

第7回 ラマン分光国際

会融的 980年 8月 4

日朝から9日 正年まで、

カナダのオタヮ市郊外に

ある方―ルトン大学で開
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振動の理解に多大の貢献をされながら階しく 本ヽ

年 5月 に急逝された島内武彦先生に応げられた。

島内先生のアメリカ留学時の師である B L

Crawf ord 教 授が追悼の辞を述べ全員球購の

後、東大の国隅教授が感謝を述へ 年間討論に進

んだ。第 3日の年前は表面の研究にあてられた。

銀の表面に吸着したピリツ/分 子が果常に強いラ

マン線を与え、その強度は表面が滑らかな場合は

観測で言ない程覇いが、面が狙 くなると非常に強

くなるといク新しいJFn象が話題の中心で、パネル

討飾の一つがこれにあてられた。第4日は時間分

解測定法に関するもので、最近ではどヨ秒のラマ

ンネベクトルが測定でせると,に なったこともら

ク、不安定如 項状態にある分子をはじめ、寿命

の短い反応中FDB体のnl定法に四する最近の研究が

報告された。第5日は生物科学への応河l‐閃する

もので、生体色素を微量の成料で非破壊的に分析

できるオJ点や、他の方法では取扱いにくい巨大分

子の活性部位の構造と分子機能の相関が調ぺ られ

ている。アドプシンの光反応中間体の共鳴ラマン

散乱と分子槌 力や(ネル討論にとり上げられた。

第 6日 は非線杉光散乱が論じらな とくに CARS

分光法による気体の高分解能スペクトルが発表さ

れた。

ラマン散乱は、 1925年 に発見された比較的

古い方法であるが、最近のレーザー技術の進歩と

徴場光測光技術の進歩により、その応用範囲が最

近 10年 間に非常に広 くなり、全発表がわかると

いうことが不可能になった。それ程制 に発展し

ている分野だけに、 36件 の招待計波と259件

の一
般発表の要旨が学会の折に完成していたこと

は志畿深いことであった。次の 2年間にどんな新

しい研究が出るか、 1932年 にフランスのポノ″

ドーに朱tる ことを約束して第7回 ラマン分光会

酸は終った。

隊会鋤

東京工業大学  大  お L 仁  志

国武聖綱教授 く九大工 )、砂本順二教授 (長 崎大

工 )、 高木誠助教授 (九 大工 )、 石lP慎― 博 士

(天工大結合理工、在スと一アン )、上平恒付士

(級高研 )、 国中In子母士 (型IT、と′ヽシガリー)

ら力S多数多力Eした。竜た他の回々からは約 430

名 (4タ リアを含む )を超える参力R者があった。

HuiskoI教 授 (ミュンヘン大、西 ドイツ)、

Drago執 授 (イ リタ4大 、アメリカ )、Gray

数授 (カ リフォルニア大、ァメリカ)、Lo■ ,教

授 (ル イ パ ネツール大、フランス )、 Buoki―

nnam鞍 受 (ケ ンブリッジ六 イギリス )な ど

の著名た研究者による特別詳次のほ力、 主題詳演

あるいはミクロンツポジウムの発表者 として多く

の研究者が壇上にのほった。私の主題読演は最終

日の年前に富Uク当てられていたが、最終 日に かヽ

かわらす多くの聴衆が出席 してくれた。 30分 の

8o-4004

イタリア、毎 5回溶質一溶質―浴探問相互作用に四

する国際公機ならびにインスブルック大

学における仙協および第21回錯塩僻 国

‘崩

一昨年 ( 1 9 7 8 年) の

ウィヤンにぶける第 4回

の会議につづと、今年の

「溜資―溶質―溶焼相二

作品に関する国際会議

(V ISSSSI)」 はイタリアのフ,一 レン

ス市中央部にある会議場で、 6月 2日 から6日 竜

での 5日間にわたって開催された。会長はS■o一

。。■i教授 (フ'一 レンス大 )、議長はBolti―

ni教 授 (フ '一 レンス大 )と Lunazzi教 授

(ポ Hニ ア大 )の二人がつとめた。第 1日は開会

式のあと特別調玉 主題講演をらびにミク,シ ン

ボジツムがぶこなわれたが、第 2日 目からはそれ

にポスター セ タションが加わった。日本からは

国中信行教授 (東北大堅、次回の同会議の議長 )、

国中元治教授 (名大理 )、 回伏岩夫教授(京大工)
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詩演が終ると一
度に多くの手が挙ク質問者がつぎ

つぎに立って研勾成果についてのさらにくわしい

内容をたすねられた。溶紘のX線 回折による錯体
の構造に関する研究はなだ他の国々でもその研究

例が少なく、多くの人々の注目を集めたと,で あ

った。

最終日の前日に開かれた晩餐会のスピーチでは、
本会議の議長、主賓らのあいさつのあと、次回の

会議の開催国である日本のま長をつとめる国中信

行教授があいさつをされた。つづいて私も指名だ

れ次回の会議の予定をどのあらましを述 べ 多数
の参加者を期待しては迎の意を表 した古

この会議は溶滋内のいろいろな相互作用に関し
て各方面から考察 討s蕊をぶこなり のヽで、針塩

化学、湾液化学、分析化学、空肺化学、物理化学、

有機化学、生物化学など広範を分町にまたがって

おり、 ま さに境界領域である。従来はこれらの相
互作用にDgする研究は困難なものと決っていて、

殆んど手がつけられていなかったものでぁる。

1972年 にはじめてベルギーで本国際会軸が,1か

れて以来、回を工ねるにつれて多くの11報が交換

されるようになり、自党ましい発展をとけ、いま
やもっとも新しい内容を包含する基礎9f究の一分

野となったと思われる。次回の日本における国際

会議 (1982年 )の案内を配布したところ、強い反

響およあり、何人かの人々は必ず出席するからと約

束され、中には早くも申込用紙に記入して私に手

渡そうとした人 いヽたはどであった。次回の会議
の成功が大いに畑特される雰囲気であった。

フローL/ンスでの会議のあと、インネブルック

大学 (ォ ース トリア )を 訪れた。ここで 1ク月間

客員教授として計義をするためである。討義のあ

いだには、同大学のRod。 教授その他の 人々と

研究内容について討論をおこをった。我々はここ

数年間共同研究を続けている。我々の実験結果 と、

彼らの運輸計算を比弦 したり、分子間相互作用に

対するエネルギー計算をぶこない、分子の配列を

どについて検討 した。この大学では溶F//のX線 回

折についての研究をしている人はいないの(

Rode教 授の助手の一人は、将来、われわれの

研究室に留学したいといり申し出があクその計画

をすすめることとした。

インスプルック大学の前在のうと、 フ ランスの

ツールーズ市で閉かれた第21回は塩化学国捺会議
に出府 し、研究発表をおことった。この会誠ヽか

をク多激の研究者が出席した。夕忙を日程ではあ

ったが、多くの成果が革けられたものと考えてい

る。

8o-4006

アメリカ、中性子散乱に よるほ次元磁性体の研究

穴京大学  平  川  金 四郎

中性子散乱によるlS_次元磁性体の研究に忙軍し、
3ケ 月の研究を終えて8月 2回帰国 した。先方で

の研究テーマは具体的にいくつか用意して行った

が、討論の末、 2次 元強穂性体 【2 cu F4に つ
いて、 日本で見出した磁気ブラッグ散乱の異常

〈砥場を容易面内にかけると散乱がへるとい,前

例のない現象 )の解明にあてることにした。この

異常の説明は雄しく、小生はこれを容易面型磁性

体で生じたてグノンの凝縮によると考えていたヵ、

何はとヽあれ、その本性を実験的により深 く追示

しようということになった。そこで結晶のサイA

中性子の波長、反射面の種類等をいろいろ変えて

実験した結果、 こ の異常は市長効果によるもので

あることが判明した。消衰効果と言って 、ヽ通常

のそれではなく、中性子のスピ/状 態″ヽからんだ

消衰であったため、従来の感覚での日本での実験
では見出しにくかったのである。この問題の解明

私は昭オn55年 5月 1

日、日本を出国、直ちに

ブルッタヘメン国立研究

所に入 り、白根碍士の計

て招へい研究員として、
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には白根、 Axo両 博とと私のほほ 3ケ 月近い研

究を要しためヽ このUく この物質が持つ 2次元容

易面型の強寝性の相転移を明確にすべ く、転移点

を境にメイナ クヾスがどう変るかとい,こ とをし

らべた。これらの結果に近 く英文意に投稿される

予定である。

今回の訪米は私にとっては最初であったので、

これ迄何度 も見て来た欧州との研究の違いを直接

見、且つ体験出来て大変有益であったように思 う。

特にTVが永年関■ しているほ次元磁性体の研究に

ついては、理論庚験共に高い水準の研究者か多

く、ユつ彼等と直接議論 したり、共同研究出来

たのは大さい収獲であったと,に 思 )。 また、

実験設備やデーター処理等に関しても、他山の

石となるものが沢出あり、それらを卵Xす るの

lt目まぐるしいにしい 3ケ 月を過 した。特に今

後日米協力を進め乍ら、我国での研究をど,生

かし育てて行 くかについて貴重を指針が得られ

たとりに思 う。

最後に山田財団の御転助に対 し厚 く御ィL申し

上げる。

0-4o08

アメリカ、立体化学に関する 1980年 ゴードン

コ ン フ ァ レ シ ス

大阪大学

たと囲く。主として有職化学の傾域の会観である。

場所はNew IIatt sSireの Piγoo,↓L St●―

te Coilo揮 。参加者は約 120名程度。日本か

らは招待財演者として容者、 31s●。osi。■

にodorと して相な中研の尾的氏、また東大理の

大木教授ほか 2名 ほどの顔がみられた。

7月 21日から5日 間、年前中に主訓演 2題、夜

は主説演 1題 あるいはポスターセッションにあて

られ、年後はすべてフリーでぁる。テニス、水泳、
′`イキングをど楽しみ、夜は一腕ポスターセ″シ

ョンを無視すればコンサートも楽しめる。住いに

は低々女子学生の宿台がぁてがわれたが ■ec↓で

居心地は悪くない。食事も三度三度′`ランスのと

れた申し分のをいものであった。

主牲者D Eliel教 授の好みを反871して、スビ
ーカーは国際色豊かであった。13の主請演者のう

ち、`ム スイス、ポーランド、イスラエル、日本

の 5名が含まれていた。印象に残った驚演を拾っ

てみる。

大 塚  斉 之助

初日トップの D Arigoni(ス イス,ETH)

はトリチゥムラベルを用いて以前から酸米反応

の機船、例ぇば′―Lysino一 Mut●seに よる

(3 S )― ′-1 , s i n o力)ら(3 S ,  5 S ) - 3 5
-di。 印ino一 とoxanoateを 生成する防のC

(5)の ジアステレオH原 子の置換が 1■versi―

。こで通ることなどを決めるような研究をやっ

ていた。今回はオキンダーゼによるB旨防酸の 0

位の水酸基1気

CL(C取 )00011+0,十 卜L DヽPIItt IIO P45与

IIt CH2くOI12)1。00011 tt H20

について、そのメテル基をCII(D)(IP)― とし

たものを用いて0原 子導入の立体化学を決めよ

うとするもので諏にエレガントな仕事である。

昭衆をよく引きつけた立派な訓演であった。

次いで H… v ard大 の工 Knowiesは

e17。。roi―, Pyruv41● ―
) Acetrto一 】

A d e nァ l●↓。k i n i s o類、あるt はヽ s o k a l i■。

P L 。O p h S t ●S e ,  P t t S い 。S l y 。●r a t e  n t 4 S O な ど

の作用機構をホスフェイトに'0,VO,EOを 入

れて調べるといった、これまた非常にエレガン

トをtnE事である。

純合成的な話題としては Genev。 大の W

OPP。 lzoIの 環付加を利用する特種凍化合物

1 9 8 0  C o r d 。■

Confere■ ●。 os

St。■。。。ヽ 。Eli Stry 7ま

このEEの会観の第 2回で、

第 1回 は 2年 8‐lに行われ

一嶋 ―



の立体選択的な合成ヽさることながら、cALT―

ECの D Evalsは 金属エフレートを用い中間

にヘテH原 子の配位を通 じて巧みに立体化学を缶1

御しつつC―C結 合を作る美事な合成法を展開した。

Y●lo大 の」 Fallo■ は ″―ァリールを含む

光学活性モリブデン錯体を用いる不斉会成を示 し

えが、将来有用を合成法になるかヽしれない。

紙面の都合で 13名 の主討演者の話を全部紹介

でtな い力ヽ いずれもかなり活発をま論を呼んだ。

裁国においてヽこのとクな会合を持ちたいとの思
いを深 くした。

80-4012

フランネ、天化ア〃 カリ結晶中の励起子縁和 の研究

束」ヒ大学  平 井 正 光

軌道放方光 (パ ルス幅 15ns)を 用い、KI緒 品

の励起子吸収行を照舛 して、この際観測される回

有発光の一つてある、 σ秀光 (波長 3 1 0 HIn)の

発光強度↓ レク時間″?を 測定 した。励起光のパ

タレス幅を考慮して、データを解析することにとク

r?く 100Psで あること″判 った。上記の光照

射により、結晶内には 2S自 由励起子 X~米 が作

られるが、この自由励起子は自己束縛型 (STE)
の励t3子Xブ判。ヽ と概オEし、この STEの 2s状

出からo第 光が復韻Jされると考えられている。従

って上記 ″?く 100Psは 自由励起子→東縛励起

子への緩和がこの程度の極めて短かい時間内に起

っていることを意味 広 この栄欧によりなめて"

らかにされたものである。Rtt I浦品で 同ヽ桃の

実欧を行ったが、跡在期PDDが短期のため、その結

果ll目下″術 中である。

4月 16日 ェク7月 15

日までパリ大学オルセイ

電磁波放rpl研勾チに汁在

は この問電子シンクロ

ト■ン(ACO)よ りの

0 - 4 0 1 4

オース トリア、サイタミネテ ィクスとシステム愉

第 5 回 ヨーロッパ会議

京掬吠 学  寺  本 英

サイバネティックスと

システム理論に関する第

5回 ヨー,ッ パ会議は、

オーストリアのウィーシ

大学で4月 3日 から 11

日の 4日間にわたって開

控された。参加者はヨー「ッパ諸国を中心に世雰

中 30個 国以上から約 600人 を超え、一般シス

テム論から人工知脳 社 会システム理論 サ イ本

ネテイックスと哲学など多方面にわたる15分 科

に分かれてシンボジウムが開かれた。したがって

参加者の専用も数学 工 学 社 会学 理 学 心 理

学 医 学と多粒多様で、その意味で 極ヽめて学際

的な研究集会といえる。

私の参力回したのはイタリアのサレルノ大学のリ

チアフレディ教授の主lrする生物学 医 学にょける

サイタ`ネテイックスと題するシンボジウムで、こ

の分科が参加者掛ょび討演教 とヽに最も多 く、会

姫―打を使 って行なわれた。謡演の多くは脳の数

学モデル、視覚情報の処理モデル、神径ネットワ
ークモデル、それに医察診断システムなどの内容

が中心て、日本や閑∃での数聖生物学の超姿とは

大分果っていることが感じられた。日本や米国で

はサイバネテイックスという言訪 多/」犯 裡せて

- 4 4 -



営ているけれども、 ヨ ー,ッ タ(ではゃはクその歴

史が根強く残っているといえる。記憶、学習、パ

ター/認 識の理論など抽象的法議論が多く、明確

な知本性のある話が/12ないことに多少の物足 りな

さ力Sはじられた。

3日 目 10日 の年後生ほシステムの安定性につ

いて30分 の詰演を行なった力、 内容かこの会議

としては異質なこともあって遂に果床をヽたれ、

多くの質問が出て会議後 個ヽ人的な議論をする機

会に思まれた。

ウィー/の 会議が終った後、イタリアのサレル

フ大学て リチアルディ教授の尽力によって、夕物

学における抜学およυヽ十究機による方法と題した少

人数の研究楽全に招待された。約 2o人 足らすの

出席者が南イタリアの風光明眉とアマルフィわ岸

のホテルに同宿して、 14日 から19日 まで 6日

間にわたってサレルノ大学を会場にして、充分な

時間をさいて討論することがで言た。カイアニュ
H一 、 ロ ーゼン、ハータンなど教理生物学の第一

人者が条っての、 し か 家ヽ族的な雰囲気の中での

条会であったので大いに実 りがあった。もと物聖

学者であった人が多いこともあって、この集会で

は、プラウン運動と生物拡散と題する離演を一時

間にわたって話し、ゅっくクと議論を変わすこと

ができた。

夕食後の控談の中で、同様な集会を2年 後に足

井京都で開いてほしいとい,強 い希望が出され、

勿挽稚約はでさをかった力、 アメリカからの同様

を裕望もあるので、大さな宿題をヽって帰ること

になった。

〃射愉への多加を要討されて出席 した。細胞表層

形成の機触占とび機能の研究への再絢成系の活用

についての私夫の研究について報告した。iた 大

陽宙エンペH― ノ中に多和頻の リポタンパタ質が

存在することが最近私達によって見いだされたヵ、

これらが細胞分裂に困与する可能性について 語ヽ

題を提供した。

■球のフークシヨンブに引と続いて、ヨ‐ロッ
パ徴聟物連合のシンボジウム 「徹牛物のエンペB

一ノが 5月 26日 ヽ 30日 フインランドで開催さ

れ、外頒タン′(夕宏について討演をな預されて出

席した。参加者約 18o名 で次の 5ト ビックスに

ついて語波とポネターを併月 して会議は進められ

た。(1)腹の構造 とアッセンブリー、{2)タンパク

質分泌と慎タンパク質、 (3)モデル旗と膜被能、

(4)清原性の機松 0動 物細胞へのウィフレスの侵

入。日本からは私一人であった″ヽ  ヨ ーロッパの

15にすべての有数の研究者、アメリカの第一練の

研究者の多く″諺 力日し、大変実り多い集会になっ

たと考えている。

8 0 - 4 0 2 0

オ ランが、 フインラン ド、E  I I I  B  o ワークシヨッブ

及 びF  E  l v I  S シンボジウム

名古8大学   水  島  昭  二

ヨーロッパ分子生物草

機Htワークシヨンフ
｀
細

菌の増殖
"は

、 1980

年 5 月 1 3 ～ 2 1 日ォラ

ンタて開絶された。エン

べ,一 ノ合成と生育パターン、細胞の質量、容鼠

表層の変化、染色体複製と細胞分熱 遺伝子産物

と細胞分裂の 4ト ビックスについて、絆演を中心

に行なわれた。また参加者 (約 60名 )は すべて

ボスターを展示することを要求された。各 トビッ

クスの終 りに、主要計演者を中心とした本ネル討

論 行ヽなわれた。それぞれの分野での現時点での

問題点、 今 後の方向などが討論された。多方面か

ら細胞の指殖という大=二 問題を論 じることを

目的としたため、分子レベルの研究から細胞レベ

ルのものまであった。そのため討論に今一つ熟本

とに入ける面も感じられた。その反面、広い視野

から本主題を見直すことのでどたことは多くの参

加者にとって有意義であったと思 う。

私は大腸菌外藤の再構成についての詩減とノ`ネ

一

布

一



私は外慎タンパク質の構造 とアッセンガリ,と

題 して、主要詳演の一つを行 った。細胞表層の基

本構造、バクテ リオファージT4の 感染の較梅、

夕ヽ膜タンパク質生合成の調節および分泌の破機に
ついて、私遵の研究室の最近の成果について報告

した。関連分野の第―線て研究 している J Ro

so■blsch〕 U H。 ■■ing,■  LDstoコ be―

rg,V.Braun,M sarvas,T Silhaマ
y,

■ Wu,M.schwar↓ z,II.Nikaid。 , H

Mさ telど な どの研究室から 最ヽ新の成果力報

告され、現在の到蓮尽 今後の問題点、方向など

について、それぞれ理解を深めることがで営た。

また、現在進められている細加表層についての基

礎研究力ヽ 医学、葉学面ですでにォ」用されはじめ
ていること 知ヽること力〔でど、興解 く感じた。

終 うに山田科学張果財団に感謝する。

80-4021

フランス、 ト リトン及び 3H。での電敵 相互作用 と

弱い相互作用の研究

東北大学  笹  川  辰  弥

電臣お互作用及び覇い相互作用の研究と直接結び
ついている。従って過去 約20年 の間、多くの人

達が三体問題を解 くヽ の努力を重ねて来た。 トリ

トンは5和 頻の異なる方法で解かれたが、 311。
ではクーロンカが働 く為に解 くのは東に困難にな

り、今tt 2種類の方法で解かれたに過ぎない。そ

のうちのひとつが澤国遵郎氏 (坂大基礎工学部 )

と車者の永年にわれる共同研究にとるものである。

他の方法laグルノーブルの人達が開発 し、最近 ,

スアラモスの人達にとって 用ヽいられているもの

である。

この 2つ の方法を弦べると、 ト リトンと 3H。

のクーロンーェネルギーの差を求めるものに際 広

私達の方法によれば何の近似 必ヽ要としないのス
摂動鈴によって期待される値が求まるが、他の方

法では技術的な困難の為にその値が得られない。

私連の方法では質に、光の吸収に対する総和則の

福正項、断近規格等の物曜二が容易に求亡ク現在

学術誌に投稿中である。

次の研究テーマは三体力の効果や三核子系の電
磁栂二作用に際しての中P93子の交換流の効果 東

にトリトンの〃崩壊に囚係する覇い相互作用の研

究等原子核物理学の基本的な落問題となる。この

,ち三体力の効果lf関 しては、既に私連て研究を
進行中である。交換流及び〃lt「壊に関しては、重

者がかって2年 間浦在 は その後 時ヽに応じて編

期間附在 していたフランネのサックL/―原子核研

究所のRh。 及びChomし 。b両 博士がその単門家
であク、今回 1箇 月の間同研勾チに浦在して勉強

する事となった。

三核子系の電穫樋二作用や〃崩壊を交換流の幼
果を入れて計算する際には、三核子系に働く強い

相互作用 (核 力 )そ のものヽ交換流の計算に用い

られるものと矛盾しないヽのを選ば去ければなら
ない。このような核力に対する三核子系の研究は

私逮が現在進めている所であり、それが終った段

階で今回の涌在の成果としての交換流の効果を取

入れた電磁相互作用や〃崩壊の計飲 進むことに
なる。この4FfFから、今の時点で今回のナックレ
ー研勾所Inf在の成果を報告する事は出来ないか近
い将来にその成果が現われる。

今回のサックレー市在期間中に、ポルトガルの
セツンブラで、少数粒子物理学のヨーロッパ研究
集会が開かれたのでそれに参加した。私選の 311。

の研究は、 も ,世 界の水準を抜いていて、護もか

宙易には追いつけない所迄来ているのである力、
友人であり/1z家粒子物理学で多くのすぐれた先駆

トリトン及び 3■。は

夕ヾ'な 世界での三体間

題として基本的4.もので

あり、 この問題の研究l■、

核子間の強い相工作用、

―

む

―



的な仕事を続けているオランダのTj。■教授が

とい仕事だといって寅めてくれた時は本当に感じ

く思った。この研究集会ではドイツのAlt教 授

によるクー「シカの理論的取扱いの講演ヽあった

が、その理論には技術的な鮭点があり、三体問題

第 2回 生物物理討論会

はアメリカ合衆国生物物

理学会の主催のもとに、
本_ジ ェァlllのA rlie

で開催されました。本対

の理論的研究に関する長い年月にわたる競たの結

果 最後に生さ残るヽのは私連であるといク確信

を深めた。

ナックレー出張の為の旅費を援助していただい

た山田科学振興財団に感討の意を表する。

80-403o

アメリカ、第 2回生物物理討論会に出席 して

東京大学  中  西    守

臨会の主題は 「霊白と核重白 :構造、動力学=と

び集合」で、対輪会は更に次の 4つ のS」題に分か

れていiし た。

ll)生 体高分子の相造の安定化の要因

(2)X練 及び分光法による神造の標明

(3)折 れたたまり及び集合機構

(4)生 体高分子の純造のゆらぎ

会場のAlrlio Housoは ワシントンD

Cか ら南に車で約 1時間半の回国の中にあり☆す。

アメリカ南部の大農場の片隣のうかがえる申し分

のたい環境の下で封輪会が 4日 間に巨って続けら

れ=し た。また、討臨会の参加者は約 160名 に

制限さコヘ 研究者間の交流と封蕊が充分なされる

と,に 配慮されてい宝した。参加者は世界各国に

巨ってい吉した力S、日本人の参加者はNIHへ 留

学中の宮沢三造博士 (九大 理 )と私の2人 でし

た。討論会は食事の時間以外は朝から夜 10時 過

ぎ亡で行われるといク状態で、かなり送つい日程

でしたが、参加者日志の突込んだ典のこヽった討

論が続営、時間のたつのに気がつかない程でした。

例えば、 5分 間の発表lr対して40分 7C ELる討論

をするとい ,や 夕方からも、討論″↓ かに活発て

あったか想像いただけると思います。このgは 逆

にいえlt、多加者の大半のアメリカ人選がいかに

得られた研究結果からの封輪を大切にしているか

の表われではあいかと思われました。実験導実を

といがしろにして射臨に突ミ進むことは勿愉問題

外ですが、大いに多考にすべ増点だと思いtす 。

母輪会にないて注目された研究の一例を上げれ

ば、スクレオ/― ムの構造変化の研究や、X線 浩

品解折からの オヽグロピンの動的租造の研究など

があクます。しかし、その中で 特ヽに注目された

丁は、ユEr7● rdの KorPlus教 授とNIHの

グ〃―プにとる共同研究で、計算機実験からウシ

酵臓 トリプシンインヒセターの構造のゆらぎの棟

子を明らかにし、それを映画に示 したことです。

重白質の構造が時々刻々とゆらいでいる様子が目

のあたクに示されなした。KarPlus教 授の言

では末だ Scio■ ●。ではたくM。マiOに すぎ法

いといりことですが、本討臨会の主題が象徴的に

示されたと思いました。それにつけて 登ヽ者やベ

ンシル′`ニア大学のDnglander教 授 らが貫白

質や核酸の構造のゆらぎの存在を、先鞭をつける

杉で水素交換法にとって実験的に明らかにしたこ

とが、視覚に訴える形でここでは示されておク、

非常に深い感続を受けました。

― 切 一



0-4036

アメリカ、第 8回 K▲ zIR記 念条会 :合成高分子、
生体高分子からのルミネッセンス

東京大学   三  田     達

A c a d e m y  o f  s e i o ■ o o s  Vヽ e  i  z l コa n

I I s t i t u t e  o I  S c i 。■。。( イスラエ〃 )
かとびP。ly↓ ochh c lnstitute of

Now Yorと 共ll■で 、ニューョーク市内の本タレ

ピガンプラツァホテルで行われた。集会は招待許

波のみか らなるもので、離演者は 11ク国か ら32

人、 日本か らは京都大学西島故授 と亜者の 2人 で

あったoこ のほか、一般聴斡者が 40～ 50人 と

い 'こ じんまりした朱会で、二に顔見知 ク 多ヽ く、

大変気楽え、それだけに遠慮のない質問、正Eな

客 とい ク非常に良い雰囲気の実 クの多い央会であ

った。

主題は じ 合成西分子溶7F4の発光の研究、【2)生

体古分子の溶FFtからの発光、O IB加 および細胞成

分の発光の研究、0回 体合成高分子からの発光、
である。

C)の報告のほとんどは、一二項からの発光であ

り、 と くにポリマー鎖内、強Pn3を通 じての工本ル

ギーltN移、エクシマー均成の機t4A、エクシマーを
プローブとした比域的編いに離でのポリマー鎖の

通FJjに関する研究が中心であった。まだ木坪決の

こと 多ヽいが、それてヽかなり細かなJA論が可能

になってとた。駐者の研究は一三項にくらべ非常

に寿命の長い=丘 項を矛J用することにより、ポリ
マーの拡散件速反応やポリで一蝶の大さな運動を

調べる のヽで、他の人々とゃゃ具った新 しい内容

てあったのて、質問は犯々あったが、討論とい ,

懸じの議論はなかった。

0● )に関しては、従来から行われている答光ノ
ノ,一 プを用いる方法 が、細 胞 レベ〃まで拡張
され、たとぇばピレン基を含むヒネトンを培養で

細殉で導入 し、モノ‐―発光が細胞全体で兄 られ

るのにエクシャー発光は核のみてあるのを写真で

示すなどの興味深いものがあった。また/E― ブ

として二重項の布光解消や、さらに長寿命のフi
トクHミ ズムの似広反応の過程での分子の迅動の

社山など、筆者らと同様長い時間 (■sか らms)

での研究が始tク 出した。

(4)固 相合成お分子の研究では、ガラス,南 と

発光ブ,― プの迅動の始亡る温度 との関係、ある

いは松晶中での発光フローグの切ど、tた 国相で
のエネタレギー怯移ゃエクシマーの1性 などのほか、
ポリマーの相溶性を、エクシャー生成やエネルギ
ー移動の程助から解明するという、大変興味採い、
iた 見守な研究などがあった。

本集会によいて、単に離Jrtを通 してのみでなく、
時間外の個人的な接触を通じて 、ヽ多くの有益な

学問的力現 の交換がなされ、また日知と会い、新

しく知辺を終たことも大とな収狂である。

なへ 上記来会のほか、DH Poェ ↓社研知矛、
Clarkson大 学、lvla s s a↓usotし s大 学、
,V4しoil。 。大学 (カナダ)]。 ro■ し。大学 〈カ

ナダ)を動間して見学、知見の変換を行ない、そ

のうち2ケ 所では討よを行なった。

このよりな右意義な海外出張に対 し援助を頂い

た山田科学振興財団に厚くな謝の意を表する。

「第 8回 KAZIR記

念央会 :合成高分ス 生

体高分子からのルミネッ

センスJは 、 6月 16B

から3日 間Now York
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8 0 - 4 0 3 8

アメリカ、粒子物理学の歴えにつけてのシンポシム

ム他

名古巳大学  早  川  幸  男

礼申し上げたい。

在タト中の 成果 :

l 粒 子物理学の歴史についてのシンポジウム

(米 )で は、 t日 本における中間子物理学の

発展
"に

ついて 1時間の部演をし、歴史家とパ

ネル討論に多加して、わが国のこの分野におけ

る貢献を紹介し得たと思 ク。これ に ついては
付
自然

"010月
号に投稿した。

2 太 陽系にぶける字億線についてのシンポウツ

ム(″` ンガ リー)では、このシンポラクムを

実現させた組織委員 として珍加 して、太陽面か

らな星問空PD3にかけての粒子の力越 と伝冊につ

いてかをクはっさりしたお像を容た。

3 高 エネルギー天体物理学シンポジウム(′ヽ ン

タリー)では、X細 術呈
tは

くちょり
'の

観調

成果に基 く型齢の輸文 2柿 を発表 し一つのセッ

ションの座長をつとめた。字宮電波、X線 、宇

宮齢等について活発な討論が行われ、とくにツ

逆の大ものが多加し、今までの国際会議では珍

ます、罰者団の御援助

によりいくつかの学術的

会合に出席し、加えて有

効な研究連絡をすること

がでとたことについて御

第 6回 真空紫外放力線

物IE国際会議が 1980

年 6月 2日 か ら6日 にわ

た り米国バ ージ■ア大学

(ン 、ルじッテピル )で

なうと,以前から依頼をうけていたが、幸い山田

財団からの派遣援助によりこの会議に出席するこ

と, S て営た。

この国際会きは 3年うに行なわれているが、今

回の会該の一つの大さな特長は、 free elec―

tion laser wigierサ ll■d■loしorを ど

新 しい insl■ ■men↓ ati。 ■ を めぐる技術的

しい豪筆な参加顔ぶれてあった。

4 COSPARゼ ジネスミーティング及び 卜ど

カフレミーテ ィング (ハ ンガリー)では、1981、

32年 の会合の相談をし、 31年 の手官論シン

ポジウムにはTAが狙触委員として加わることに

なった。また卜ぜ力〃 ミ ーティングでは座長

をつとめた。

' 字 宮線の起源についてのシンポジウム(イ タ

リア )は、字宙線をmに して、眼河の和造を広

い角度から輸する活発な会で、組織委員として

参加 し、
一つのセッションの座長をつとめた。

昔からの知り合いが多く、場外で駐んな討飾を

した。

6 軌 通赤外線望tag Euに っぃての迷綺 (ド 4

ツ)では、改ll宇宮機444との交渉について研究

者側から見た右益な情報を4PFた。スペーネラブ

製作会社の技術者と会い、望道競架台の設軒、
エレクトロニタスネ等について技術的情報を交

換し、計画を進めるのに役立つrl料を/N■た。

にしい世界一週で、かぜにょる発典に言しんだ

が、頭張り通して予想以上のぶみやげを持ち帰れ

た。

30-4042

アメリカ、第 6回真空栄外放射線物理国際会議

東京大学  豊  沢    坐

開担された。その中の特別企適として行をわれた
Ⅲ
固体の局在励起

Ⅲシンポジウムで招待静演を行
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問題の検討に力点がおかれたことである。

また物理的内容としては、気体から凝縮系まで

を合めた広範を研究対象の中で特に上記のシンポ

ジウムに興味が集まり、密度の高い討議が行なわ

れた。Bassaniの
H回

体の内段励起
"寄

者の
Ⅲ
索励起の自己局在

ル
、 s chwent■ erの

Ⅲ
時間

分解分光法による局在励起の動的挙動の研究
"

Salleの 7`fj″ス回体の 1ぶ よび2光 子分光
け

の4篇 の招待訂演と数篇の一般講まからなク、幾
つかの新 しい研究成果が報告された。このシンポ

ツクムを通 して特に強 く感じたことは、局在励起

の物理 今ヽやその動的側面の研究に重点が移って

宮たことであり、核和過程研究の最も直接的な手

法として時間分解分光法が定着しつつあることで

ある。我々のグループで多年にわたり理輪的考須

を進めてきた自已局在の間題も最近は各所で実験
が行なわれるようにあった力、 特に西独のDEsY

を中心とするグループが布ガネ炭綿系の励起状態

緩和に閃する極めて系統的な実験を進めているこ

と力ヽ印象に残 り、またEXぜ s(。 xtendod

X―raI ●bsorP奄ioH  fine  structures〉

によって緩和励趣状態での格子変位を直接しらべ

ようという困難かつ野心的な計画も検討中である

ことを個人的に聞いた。また討論の中で、物性研

究所末元 ・神前の時間分解分光法による固体ネオ

ンの励超子の泡形成の研究が度々話腫にのはう、

強い関心を集めていた。

これらの新 しい物理的球題と新 しい実験的手法
とは今後密接にからみ合いながら立体的な研究が
展開されるものと予想される。今回の会議は運営
その他に必 らす しも行さ届かない所 、あったが、
全体の流れとしてみると新 しい時代への胎動を強
く憩じさせるものがあり、事者が出席じた過去教
回の会議よりも強くFp象に残るものであった。

本会議中 inter■ ●しぅ。nol ■ dvisor】

boこ rdの 会合がぁり、 b。 こrdの 決朋議 長
として佐 木々泰三氏 (高工研 )を選出し、また次
回の会議をエルサレム大学で開fttすることなどを
決定 したこと、附記 してぶく。

この会訟への参加lt祉々御援助頂いた山田財団
に厚 く感跡 したい。

8o-4045

スベイン、tFt計力学に関す るツ トガス国際学校及び

シンポジ ウム

森

国際シンポジウムも開化された。シンポジウムの

主題は
Ⅲ
平衡から送い体系

'で
あり、筆者は、 こ

のシンポジウムにおいて、 50分 の招待静演を2

つ行った。この主題は、現在新 しい分野として成

長しつつある、広サ的分野
H非

線型非平衡
"の

中

核をなすものであり、日本て 数ヽ年前から研究が

ネペインの″`ルセ,ナ

の近却シジェスで開かれ

る、統計力学に関する国

際夏の学校は、今回6回

日であり、特に同吋に、

活発化した。このシンポラウムltは、私の他に4

名招待説波を行った。

メベインの統勤 の分野では、現在、 3o才

代が中心とをって活発に研究が行われている。シ

ンポジウムの後、マドリードの大学ヽ訪向する機

会に意なれ、スベインの若手物理学者と幼歌する

ことがで営た。また、フランス、 ド イッ、イギリ
スを再度詢司することがで営たのは、私にとって

も有益であった。景財団の御援助 に採 くほ謝

する。
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が、最も基本的かつ重要とされている。しかしを

がら、球肉星団の個々の星は遠 くにあるために嗜

く、従来は、昼団全体の測光 分 光観測がなさな

その化学組成については非常に大ざっばな手掛タ

のみが俗られていた。近年、観3t条件の優れた上

地に大口径望遠義が砲造されるに至って、ます測

光分野における価々の星の働調が開始され、さら

に、その優れた蕗条件に見合 ,分 光津が開発実用

化されるにユんで、 ここ2 3年 の間に、化学組

成決定に役立つよクな高分散ネベクトルの撮影が

可能となった。測光分野で成果を挙けてきたアメ

リカの研究者グループの要請により、分光分町て

成果を挙rFてとた日本研究者が協力して、チリー

のた。卜'口 にある汎米天文合 (CT10)の 各

和剛光望道銃と南半球最大 の 4m望 逮範を利用

は 高天の代表的球状星団の化学組成を決定する

こととをった。

に週 :観測は 1980年 6月 30日 から 7月 13

日に茂った。この問 6月 30日 、 7月 3日 はcT

1036イ ンチ、 7月 1日  2日 は同 24イ ンオ、

7月 4日  8日 は同 16イ ンチ望速窮による温J光

観測、 7月 5‐ 6 7日 は 4m望 連銃による分光

観測、亡た7月 12日 にはセ■トロロ北方のカー

ネギー南米天文合 244ツ チ望遠鏡による測光観

剛を行った。この問 7月 9日 にはcT10に おい

て寄よを行い、銀河の進化について討論を重ねた。

また7月 10日 から12日 の間、近接地ラシヤに

あるヨー,ッ パ南天天文台を訪れ、関連研究者と

研究連絡を行った。

観測期間中の晴天率は約 60%で あったが、期

待にた力ヽわず、安定 した測光夜に意まれた。幻司

に目的の観測を行ったほか、世界的に優れている

天文台の立地条件、大型望遺鏡の構虫 観測装置

および国際協力天文台の組織運営について、情報

目的 :我が銀河系の形

成初期における化学進化

を究明するには、銀河系

の外緑の 布する球状星

団の化学絢成を知ること

0-4047

チリー
、国際協力による球水昼団の基本分光

東京大学  小  平  桂  一

交換を行った。

成果 :話種の剛光望遠鏡をTl用することにより、

約 100星 について、 doby〃 測光のデータを

得ることがで1た 。このうち3分 の 1は 敏正用標

準昼であるが、球状星団Iv1 4、NCC6379の

水平枝星を中心に、散在水平枝星など、分光観測

の対象星の測光を行った。これらの星団が受ける

星PB5赤化を決定するため、同一星野の前景星の測

光も十分に行った。さらに追力1/ロ グラムとして、

高天の 6等 級合のA型 特異昼の測光 行ヽった。―

方分光観抑においては、舜伏昼団水平枝星 3星 、

故在水平枝星 13星 について、合計 29の スペタ

トログラムを得た。分散 1 3 Ae l腕 のイツージ

イツテンシファイヤ ネ ベクトルで、M4の 水平

桟星にあっては、解出時間は 16S分 に及んだ。

予術被杢の結入 故在水平枝星のなかには、3t光

指放から推定された化学組成 と大巾に具るスペク

トルの様相を示すヽのがあり、分光観測の工要性

を明示 している。銚 EEBM 4に ついては 2ク の

水平枝二を観測したが、両者のスベクトルから性

衆される化学畑或には、右意なとがある。今後の

詳しい解析によってこのrlI央が憂付けられれば、

球状昼団内の化学細我の分化や、信足進化の晩朋

における元ネ観十をどについて、工要な手Jlクが

谷 られそうである。スペタトル解析は、今後約 2

年の間に、東京大学において行われる予定である。

反省 :最初の試みであったために、CT10に

おける技術者も装置のパラメータや露出時間の見

当がつかす、その予術実験から始めたために、実

際の観測時間に多少の制約を蒙った。国際協力て

あるために、計画の実行がどれ程円滑に進むかが

心配であったが、 こ の点は全 く問題が無かった。

謝辞 :最後にこの国際協力による高天観測計画

への日本研究者の参加を可能とするために、旅費

の約 2分 の 1を援助下さった山田科学財団に深い

討志を表 したい。また観測所淋と中にあっては、

アメリカ天文研究大学逆合、 ヨ ーロッパ南天天文

合、カーネギー イ ンステチュートの助力があっ

たことを付記しておきます。
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80-4048

アメリカ、物理システムの転移模型に関する国際

会議

角 野 浩 二

転立模型」といクテーャの国際会議が開阻された。

車者は山田科学振興財団より渡lt費の―部の援助

を受けてこの会議に出席し、麟演 と対輪を行った。

以下、会議の内容を簡単に紹介し、そこで票者が

ほじたことを電して、派遣成果報告としたい。

この会議は、最近15他されることが少くなった

結晶的笠をテーマにしたものであるだけに、これ

に出席するのは現在この方面の世界の研究者力【何

を考えてい夕、亡た、その学問の将来の発展に対

してどんな展望と期待をヽっているかを直姿的に

知る上に良い機会であると生者には思われた。会

酸には米、英、カナダ、西独、日本、ィム 再アフ

リカ、ポーランド(出席者数の多い順 )か ら約

85名 が疹加 した。地元の米国の出席者が圧倒的

に多くて約 60名 、日本からは 4名が効 口した。

会議14次の3価 のセッションから成り、それぞれ

のセッションについて平均 2つ の ro7ieW

P a , e r と s ～l o の o o ■, r i b i t o d  P a p e r

の発表があった。 1破 壊 2点 //N略と転 位

3 1al械的挙動の構造依存性 4単 独のほ位の性

質 ユ 転位の分布 6塑 性と変形の幾何学 7

内部摩擦 ・8境 界。なふ 会議の報告は sori―

Pto Met■ 1lurgicoの SPoci ai tssu。

としてコ海 される予定である。

結論的に言うと、この会議の内容は少をからす

筆者を失望させる のヽであった。しか広 逆Et的

な言い方をすると、それは筆者にふだんあまり考

えることのなかった貴重な敏ヨ‖を与えてくれたよ

うに思われる。事者にとって一番気にをったのは、

転位論を工業的な厄掲に結びつけようとするあま

り、転位が本質的な役割を果すとは思われない現

象ゃ、岳位論によらをくとも十分精度 とく叡 ,こ

とがでそそうな現象に対 して、何とか篤位をくっ

つけたとりlrぼ じられる研究発表が多かったこと
である。韓演教の多かったセッションが破壊、境

八 点穴略と転位 (殆 んどが金属材料の随鞄
に関する発表 )の順であったことに 、ヽある程度
このこと力ヽ現われている。このよりな事情は、出

席じた米人研究者の個人的解説によると、特に歳

近の米国における材料研究に対する予算の出方と

関係しているとのことであった。慎位輪の比破的

き確的な部分に関するセ ッションの碑減でも、者
から行われている郎性臨的な扱いを ioI:■ oし

ただけのものや、妥当性のはっとりしない原子間
ポテンシ、″を使 った転位心構造の機械的な球算

機央験が多かった反面、原子的な尺度で進行する

転位現象とマクロな尺度でfR定にかかる物理最と

がどのように関係づけられるかを、明括な実験的

基盤の上に定量的に酸輪 じと,と する武みは非常

に少なかった。この傾向は特に,。▼iow P● Per
にといて強かったと,に 思われる。会議の中にお

いて、何か 15～ 20年 程度時が逆に流れたので

はたいかとの印象をもったのは草者だけであった

ろうか。

転位論が約 45年 前に物質の塑性変形や強度を
ミクロな立場から扱 う学問として民生 して以来、
いくつかの迂余曲折を達なが ら、多くの先達の地

道を努力により、徐々にではあるが確実を知軸を

積み重ねて来たことは事実である。しかし反面、

実際に使われる材料の構造は非常に複雑であ夕、

従って、その変形挙動や強度に彰響を与える因子

多ヽ種多様であって、それらをヾクロな立場から

記述することは不可能、かつ、無意床であること

1980年 6月 22日

～27日 の 6日間、米国

フ'リ ダ州ゲインズピル

のビル トン ホ テ″によ

いて、 「物理システムの
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が少なくをいことヽ事実てある。転位論によらな

くても定量的に記述することが可能であり、かス

それに対する物理的揃象をうることがでさる問題

については、何 そヽれlr転位論を結びつけるため

に狂芥する必要lIあるない。転位諭でなければ記

述てとない現象 多ヽくあるの的確かである。それ

らを正 しく把握し、それらに対して定宣的な扱い

を発展させて行くことこそ、朝司としての転位論

I 招 へい内容の初要

報告者はフランス国

高尊研究院 (EPHE)

実験発生学研勾所の副

所長として指名され上

の進むべさ道であろう。従来転位論が どんな現象

を扱 ク上に有用であったか、また、それが無力ヽ

しくはあ亡ケ右志義ではとかった分野は何であっ

たかなどを十分に整理、分析し、今後長も有効に転

位論を使えそウを学問分野あるいは物質について

意見を変換し合 ,、 そクいクロ的をもった国際会

議の開催が現在一番必要ではなかろうかと考えな

がら、筆者は帰国のとについたことであった。

何 2ケ 月PD3、相へいされた。所長は、 C Str―

udol博 とであり、その問、上ミB目的に沿ク

あ同研究がなされた。

2 研 究成果 iニ ワトリ肛の食道の発生が卸べら

れ、食道上度をとレt〈 食道PDD充触の細殉間に、

トルイランブルースはアニリンブルーなどによ

ってメタクロマジーを示す物質があることが発

見された。この物質は食道の成立とともにごく

わすか出現するが、食道上度の射 ヒがときる前

の時期に最大とをり、以後は急速 に減少する。

この物資はグルヨサミンを含み、 95s α をとウ

こむ。  ヨ ンドロイチナーゼ処理でメタクH

マジヤは減少 し、上度の分化ヽ抑制される。ペ

ーターヤシヨンドにより、この物資の合成は抑

制されるので、少くヽヨンドロイチンを含むブ

ロテオグリカンであろうと推定され、上皮の分

化とたは形想形成に重要な役害」りを演している

のヽであることが強く示唆された。

3 研 究ブロジェクトの討論 :共同研究の合間を

ぬって、次の人々と研究方法 成 果に関し論議

をかわし、二いに得るところ大であった。

30-4054

フランス、消化管の分化に関する共同研究

東京大学  水  野  女  夫

P r o f  Eし i。■■oH。 l f f , P r o I  N i● o―

l  L o  D o u a r i n , D 「 E n i l i o ■■o , V o  l

f f , D r  O  S L r u d o l , D i  Y  C r o i s i l l ,

D r  R  D H b o i s , D r  D  S c h o i b , D r  F

Die to■ 1。■,Di C Ziller― So■gol,

D「 M eump。 、一Pi■ 。し,Dr 」  Smith,

D r  D  c u m i n g o  D r  C  M a l t i n , D r  L o

L o u  s , D i  s 。1●l  d n d  D i  J  L  F i s c ―

eヽ r

4 結 論 !今回の共同研究においては、 2ケ 月と

い ク短切間であったのにもお靖おわ らず、新 しく工

要を結果を終 ることがでさた。一方、多 くの研

究者 との討輸に よケ、多 くの貴重な情報を容 る

ことがでにたが、 これ らは国内の若い研究者に

伝達され、わが国の発生生物学の推進にも大 ヽ

く寄与するものがあ ,た 。なた、 この交流を通

じて日仏間の学問的進展が縛 られたはか りでを

く、相互の国際的理解が深め られたと信する。

渡航援助費としては不足ではあったが大変に

ありがたい援助であり、山EB科学振興財団に対

し、深 く態討す る次第である。
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80-4058

アメ リカ、物理的な系の転位模型化国際会議

東京大学   鈴  木  秀  次

は 1 9 6 9 年 、 N a , l o ■o l  B u r o 。」 。f

Sしandardsで 開かれたに位論の基礎的問題と
いう国際会議のさいから予定されていたものであ

った。その晩餐会の席上フロリダ大学の Harし l

ey教 授が 3年 後この会議の第 2回 目を開lLする

と宮言したが、延び延びになって今年開かれたの

である。前回は応用数学者が半数近 く多加し、理

論に瞑定されたヵ、 今回はそれに実験が加わり、

さらに金属学的な色彩がかrFク強まった。出席者

は約 80名 であったが、入れなわりが多く、珍力o

者の総数はヽっと多かったと思 ,。

年前、年後各 4時 間で 1セ ッションとなってお

ケ、各セッションの主題は次の通 クであった。破

壊 2 点 欠陥とに位 1 機 械的性質の組約依存性

1 幅 位のtLk l 転 位の分布 l 変 形の地何学
1 内 部摩擦 l 結 品境外 2で微字はセッション

の数を示す。これらの一つのセッションの主題に

ついて大とな国際会議″朔 かれている場合が施つ

かうるので、明確な方針をヽって論文を選択 しな

ければ、会議のなとまりが良くないことは明らか

である。残念ながらこの会議lj多種多科残柿文の

羅列とい ,印 象を免れなかった。

この会議に日本から角野浩二、井付依 二宮敏

行、鈴木秀次のほか、消米中の西岡一水、山田正

治氏 らが珍カロした。角野氏ヽこの会議の報告を書

かれるはすとので、以下筆者の講演に関係したこ

とと全体の印象について述べる。筆者は疑国と非

品質団体生成の壌位棋型について韓波した。油本

や非慰率の転位凄型は会議の主題に入っていなか

ったので、変形の幾何学のセヮションに入れられ

たo関 連したものは Arg。 ■の 「非品質中の転位

?」 という招待詩演だけであった。Arg。 ■は計

算機で作った非品質の原子配列から出発して、転

位を考え得るかという問題を優宣に議論した。筆

者lt紘体状態は転位の存在によって可能であると

い '前 侵に立 って、松体からの結晶成長速度、そ

の具方性、急合による非品質回体の均成の難易か

物質によってど,変 るかなどの問題をある程度定

畳的l犠 論した。この問題についてよく考えてい

る少数の人にはかなりのシヨックを与えたようで

あるが、大多数の出席者には型lrFでとなかったよ

クである。それでも、最後のパネルデ″スカッシ

ョンでは、予定を変更して滋体非品質のほ位棋型

″荘 題の一つとして最初に取上げ られ、最ヽ多く

の酸輪がなされた。

今般的にはこの会観の会場、運営はかなク庄か

ったが、会酸の内容は余レ評価で営るヽのでは,

かった。その理由lIすでに述べたょクに主田か羅

列的であるだけてなく、その週抑 対日想依然でほ

位機型の新 しい発展を反映 していなかったこと、

また招待印よ者の中には売唐無糟の再をすると定

訂のある人物が含tれ ていたなど人選が通当でを

かったことにある。それに、かかゎらす、この会

議で報告された輸文のクちかなクの数rj質の高い

ものであった。この会議の Pro● 。odi■ gsは

したがって転位の研究者にとってかなり重要を文

献となると考えられる。また、会議の科波の合間

ltNabarr。 , HEas。 ■ 両 教 授 をは じめ

日知の多くの人道 と最近の研究の発展について話

し合うことができたことll極めて有益であった。

6月 22日 ～27日 の

間、アメリカ、フロリダ

州のグイ/ズ ビルで物理

的系の転位慎型化国際会

議が開かれた。この会議
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0-4061

イスラエル、第 6回生命の起源国際会議

東京大学  活  水  幹  夫

場は、キリス ト教、回教などの史随のある日市内

とクかな)南 へ下った郊外にある高級去デノ「マ

ートホテルであった。夕方になると急に涼しくな

る のヽの、猛烈に照 クつける太陽の下では奇房な

しでは議論などとて でヽどない砂漢の国である。

ワイス々ノ研究所の人蓮が中心になり、財政難の

中をかなク気を配ったアレンジメントをして下さ

った。

3ク の核酸坑とをアミノ酸に反応させる道伝ヨ

ードは、分子生物学中心教発の象徴である。それ

に かヽかわらず、何故その反応関係があるのかは

未解決のttで あり、 Cvick, orgolら の大

先逢の唱える祖余択桔鋭にふク廻されていた。良

く似た状況にあった元素の週期件表の場合のアナ

ロジーをとると、Boとrに よる原子削造という新し

いモデルの導入がその解明に大きく貢●lした。

同様何かJTしい実体の導入が必要でないか。筆者

は、比欧惑星学、地球原始大気、その化石の道水

といった流れの21長線上で研究を行 っているPe3に

次のことに気がついた。アレチヨドンを、 こ れヽ

ア ノヾ酸に特果的であるといわれるディスクリミ

外―夕塩とと3本 の水索結合で結んだ 4塩 基ヨン

ブレックス くこれを一
爪 C4N, oomplox

of fo」 I nHciootidesと 呼ぷ)上にある

穴は、対応するアミツ酸と鍵穴と拠の関係にある。

この立体化学的要討は、何故ヨドシが 3塩 きでき

かれているか、 20の 電白アミノ酸がどうゃって

選ばれたかということを一度に解決する。第 3ヨ

ドンがしばしば縮退する事実も、またメチオニシ

とトリブトファンだけが 3ケ の塩基に一義的に対

応する事実も、容易に説明できる。

実は、この発見はCPK分 子モデルをコード表

をにらみながらいじってなされたもので、生物学

の文献が近くに乏 しい筆者 としてはその頃は支え

になる実験IF実が低かしか見出せす、内的整合性

の実しさだけが額 クであった。しかし、 屯RNA

関係のデータ採集が進み出すと、この分子が玉自

質と核酸の発くにあるだけに、後から後から証拠

が挙が った。例えば前世紀Paslourに より見

出された光学活性の起源 、ヽ d型 の核酸の穴には

1型 のアミノ酸しか入 らぬとい ,こ とをき破にし

てlll明てとる。また核酸に何故 リポーズが使わム

6炭 粗や他の 5炭 糖力H党われぬか 示ヽせる。一六

C4Nの 塩との組合せを述伝工学操作でハエ的に

変えた場合に起る新 しい観軸作用をどヽピタリと

当てられる。

tRNA上 でアンオョドンとディスクリミ本一

夕は逮 く離れている。どうやってC4Nを lR女せ

る" とヽいクと、Uヨ ンフォーメーションをとらせる

か、 2夕 のLヨ ンフォーメーションを反平行に組

合せるかの2つ の可能性がある。 tRNAが アミ

ノアレル tRN Aシ ンセターゼとど,い ク組合せ

を持つかは、現在猛外に追求されており、今年か

来年には結飾が出よう。我々の予測とどう咄み合

うだろうか。

会議中の計演は、gLlと般穴関係の提示を主とし

た。その美しt‐一致には反愉の出とりヽなく、計

故後の評判も良かった。枯れた老先生方はgood

Wor【 と言ってくれた し、大物ぶった逆中は顔が

合うと目を伏せた。C4Nの 形成は生命の起源時

からあったとい,歴 史的見地に重点を置いてこの

学会を最初の発表の場としたが、次は核融の専P日

家を対象とした提示をやらればなる竜い。

特別の御配慮をいたたいた赤掘先生を始めとす

る山田財団の方々、また終始御鞭達いただいたJヽ

谷 江 上両先生に厚 〈御ネし申し上げる。

第 3回生命の起源国際

会議は、第 1回 ′`レセロ

ナ、第 2回京都に引廷抗

さ、イスラエルのエルナ

レム市で開かれた。会議
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8o-4078

イタ リア、ニュートリノ物理 と天体物理に関する

1980年 国際会議

大阪大学   森  田  正  人

このシリーズの国際会

議は毎年開強され、今年

は 13回 目である。ヨー

コタ本l」R速器研知チ、字

宮線研究所の研究者を主
とし、 ア メリカの研究者も加わり、年間の業練
をととめ将来の展望を言る会議であり、国際常任
委員 約 19名 が会の運営にあたっている。日本と

ケ字宮線研殉所号=宅 二郎教授が委員として加わ

っている。このように毎年の会題であるので、形
式にとらわれす、東質的な引臨を重んじる反面、
会議場に入るtで 主要結合報告以外の/ロ グラム

カ【わからないとい,雑 点ヽあった。今回はミラフ

大学フィォリー‐弦授の主催で、昭和 55年 6月
23日 とり23Btで 、 ィ タリアのシシリー島エ

リーチェ市において開催された。市の旅客収容人
員が 20o名 であるため、出席者 約 150名 、家
族 約 50名 に唄られた。 費 が国に対するgrl当は
7名 と円いていたが、実際には三宅氏 と空者の 2

名だけであった。この外、アメリカの官J当として、
ベンシルペ‐ア大学に衛をなど、プルヮクヘプ/

研究所においてニュートリノ反応の実験を行って
いる阿部方ノォ氏が出席 じた。

今年は、′ヽクリ博士が‐ェートリフを理臨的に

導入 した 50周 年目にあたるので、六ィェルス教

授、 ラ イネス博と、ポンテヨルポ博との3氏 力ヽ

各々の立場 より、ニェートリフまとび素粒子の場
い相互作用研究の50年 史について述べた。

■ュートリノの具体的な研究は、各項目の 40

分結合講演が約 20鶴 、 lo分 内至 15分 の個別
薄まが約 2o痛 発表された。毎者 Wヽo● k cha
rg ed Curre“ ↓s in  Bot●  Doo● 7
●nd MuoE ca"ur。  とし̂,題 EIで、 第 2

種誘もテ/ッ ル流、ヨ磁気流についての、大阪大

学グルー/に よる理論的ならびに実験的研究の紹
介を行 った。また数多くの 日知、新人の研究者と

志駒 交換を行 うことがでミた。

この会議における特に重要な発表は、出組の‐

ュートリンの間に短る相互変換の可能性 と、‐ュ
ウトリフの有眼え質量である。出発前に得た情報
とは異なり、原子炉どとびヵ口速器をニュートリノ

源とする各種の実験vI、相二に矛盾する結果をも
たらし、ニェートリノ相互変換が確定 していると
うには思えない。またモネヨウにょけるトライト
ンのペータ線ネベクトル測定による、電子ニュー

トリノ■■の右唄性の研究は、その実験結果のす
ばらしさに 拘ヽわらず、使用された線源の■コ ヒ
学的性質が充分解明されていないので、理臨IJ7
釈にまだ仁意性力強 されている。この点について
は、い者を合j敬 人の出席者とリヨメ/卜 が述べ

られた。この外、原子におけるパリティ非保存の

実験、陽子の寿命に関する蔵臨と、軒面中の実験
施段をど、栗味深い岳題が焼いた。

このシリーズの国際会議は、 1981年 度はハ

ワイ、 1982年 度はプタベストの開催が決定 し
ており、 1984乃 至 5年 頃の日本開催が期待さ
れている。学会の日本側委員は三宅氏エタと者ヘ

交代することになった。

この国際会議報告は、 7月 ?日 大阪大学理軸
7月 10日 京都大学基礎物理学研勾所にないて法
された。物理学会墓に、報告の予定である。
このとうな。xcitingを 目 陳会議に出席する
ことがでさ、また発表することがでをたのは、偏
えに山田科学振興財団の派遺援助費によるもので
あり、同財団に深 くほ戴の意を表する。
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″`/ ガ リー
、第 2 3回 国際生理学会議 他

翻 善 岩 井 栄 一

この室は、小生の国際

生理科学会議出席と発表

のため、多編の派遣費を

御援助いただとtし たこ

と厚 く御ネし申し上げ亡す。

頭妥及び4Rl頭乗工合野の慢性実験知尻について、
グコネ教授 (U s A)は サルの側頭算連合野

のett実 験知混について、 ヒ バリネン教授 (フ ィ

ンランド)と 酒田先生が頭頂来連合野について、

民に、フエディオ先生 くU s A )と リベー教

授 くU S A )が 高次思考過程についての臨床

上の知見を発表致 しました。このよクに、会議は

連合野の各分野で研究の最先姉をゆく方々によっ

て進行されたものでした。会を企画なさったディ
ンィラジュ教授とリベー教授の者心の程が拝夕さ

れましたし、このシンポラュームの評判が庄かっ

たのも領けました。

いすれの発表も、単に最近の知見の発表にとら

れたることなく、将来の見通 しと大胆た作業仮設

をとにして、今後の進むへ営路を明示 したもので

した。論文を税んだだけでは知り俗といことを多

く習び俗亡した。この点、大収被であったと言い

終ます。私にとって特に印象深かったのはフェデ

オ先生の発表でした。先生は高次思考過程の神経

機構を解明するにあたっては単に辻合皮質の役宅」

を研究するのみならず、その際常に広質下諸核、

特に視床枕、との来ね合いで解析を進めるべさだ

と断床知見を示 しなから強調去さいました。動物

の祝床枕は木だ沈熙の迎合核といわ力へ その触能

は未解明のままとり強されております。初床枕の

触能解明は息務と言い終るでしよぅ。

最後に、エックルズ教授が発言しました。連合

野の研究は始ったばかりた;ヒ トを理Pjfするには

運合野の研究が必要だが、今迄、なぶざりにして

とた態がある,3年 後のオーストラリアでの回隙
生FET4学会議ではと,明推な知見と仮説を発表し
てほしい旨、発言じました。教授は小舶の研究を

し、フーベル負授与という栄者に用いた方です力、

最近は,心とか精神の構造についての仮説を発表な

さってぶられます。多分、教授は 「自分が 20ヘ

いや 10年 若かったら、自分自身の手て連合野の

研究に取 ケ組とのだが…」と言わんばか夕の発言

7月 5日、成国から離日致 し、国際心理科学会

議 (西独、ライブチと、 7月 6日 ヽ12日 )、国

際生型科学会議 くハンガリー、ブタベスト、7月

13日 ～ 19日 )、 シンポジェーム :霊長狽と下

等動物の祝覚神経被和 く西独、ブラウンラーグ、

7月 21日 ～ 23日 )の 3会議に出席し、私ども

の研究知見を発表 し、7月 26日 帰国致 しヽ した。

国際「W科 学会訟発表内容は、ジンツ教授編 「料

和生理学」 (Cus,● v Fischer秀 刊 )に、

国際生型科学会認発表内容はアダムス教授が編朱

する本 (題ネ定、Akadomia Kird。 発コ1)

に、シンポジュームでの発期 旨は ExP BI。

Ⅲ■ Roso`rchに それぞれ掲破されることに

なっております。

国際生型科学会酸ては mO■堀の迦合野の機'臼

のシンポジュームで発表致しとした。辻合野につ

いてのシンポジェームは、国際生型科学会酸では

初めての企画であったとのことです。学会の会場

にブタベス ト市郊外で、交通の便が悪 く、かつ早

朝からの会議であ夕ました力、 会場は殆んど満席

で約 100名 ヽ出席しておクとした。逮合野に関

する生理学者の最近の関′じのほどが親い知られま

した。エックルズ教授をはじめ、高名の研究者が

会場の最前列に着席しておられ、また、シンボラ

スト 著ヽ名の方々でありましたの(私 にとって

は大変光栄えことであったと同時に、/1■なからず

緊長感をどほえました。シンポジェームは7月 14

日、 9時 に開14さ力、 9名 の発表者によって発表

と討論う巧 なわれ亡した。ウールズイ教授 (U

SA )と クロイツフェルド教授 く西rt)は ネヨ

の連合軍について、ディンィラジュ教授 (インド)

はナノ″の前頭奏連合野について、小生はサルの後
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てした。現代の研究内容のネ熱さを皮肉っている

というよりは、彼の希望を我々若い者に託した発

言と私は実直に受けとめさした。

今回の国際科学会議に出席し、私は多大の収獲

と成果をあげ得たヽのと確信 してぶります。単に、

私どもの研究知見 と仮説の支持者を容たとい )は

かりでなく、多くの研究仲間を知 ケ得ましたし、

研究情報の資換と峡集をすることが出来亡した。

私は今回の出席を含め、国際科学会議に出席した

のは 2度 にしか過ぎません。欧米人はお互に極 く

最近の研究内容二てよく知っているのに、日本人

の研究内容は知ってぶらないようです。私どヽヽ

亦、欧米人の研究内容は発表命文を通してしか知

り得亡せん。欧米人との話しあいて 「rAど のヽ知

見を知 ってぷれば、今施行 している研究をする必

要はなかった。別の作業仮説をたて、次の段階の

研究を施行 し得たのに」とい,こ とがE々 話題に

のほりました。このことは私どもの側についても

言えることです。解決済みのことに熱中し、時間

と経費を無駄にするのは逮けたいと考えました。

日本人と欧米人 との情報交換の機会があ亡夕にヽ

少なすぎると思いました。国際会議出席と情報変

換の必要性を痛憩致 し亡した。と同時に、今回の

国際会き出席の機会を与えて下さいました山田科

学振興財団の御核助に対し、心からお礼申し上げ

tす 。

80-4095

西 ドイツ、第 5回 超徴細相互作用国際会議

大lF大学   金  森  1順次=F

今般山田科学振興財団

から仰援助をいただいて、

昭オB 5 5 年 7 月 2 1 日か

ら同 25日 まで西ベルリ

ン市ベルリン自由大学で

伽知穂めを主四としたもので、団体中の不和物核

の超微畑相互作用の実欧データが示す不拠物核の

原子番号に対する規RU的依存性が級輪の中心であ

る。■者は、強磁性1云移金属中の超伽 磁あにつ

いて、寺倉氏 (現 在束大物性研 )な とび吉田氏 く

(日控片山、現在束北大型 )との共同研究を基礎

とした斡よを行 った。我 の々研究は、この分野に

始めて回作電子論に基づく本格的な計算を持込ん

だものス 従来はJat在のあいまい抜モデルから出

発するIP輸 とはいたないま,な 議術があるだけで

あった。我々の研究の成果は、単に計算結果が定

ia3に 夫欧デークと一生するだけではなく、超微

細殻場の原子看号依存性 掃 けな例性 E力 依存

性寺について、その機料を明快に坪明することが

出来たことである。TIの討よは客観的に見ても最

も大きい反響をBrんだものの―つであって、)常

に多くの質問があった。また計演後この分野の専

門雑誌の編集者であるDo口 ,scヽ 氏から、今ま

での成果をまとめた解説を害 くように依頼された

のス 大変気をとくした。しかし我々の研究 、ヽ

とくに鉄中の不純物 (格 子P98位置 )に ついてはま

だ計算が進んでいとい。この分野 競ヽ争がはげ し

く、我々の方向力誠 功 したと知ると早述同じよク

開TLされた離 この国際会議に出席し、紹令科故を

行 った。この会議は、基底状態および励Ю伏態に

ある原子核の核モーメントの対1定に興味をもつ核

物型学者ぶよび原子核をブローアとして回体 拡

体 高 分子等の状態を探求することに穴味をもつ

回体物理学者その他を出席者の主要ブン本一とす

るもので、今回は約 280名 "ミ来った。会認の内

容は原子核物理から団体物理ぶよび生体物理に広

がっていて、とくに今回は像物理学の占めるS」合

いが少な過ぎるというjL llを会期中に耳にした。

会議は日頭発表とポスターセッションからなり、

前者はパラレルセッションは無 くいつ 全ヽ体会議

であった。後者は2日 間にEっ て展示されていて、

口頭 ポ スターと にヽ時間は奈裕たっぶ りにブロ

グラムされているという印象てあった。

初日の主題は原子核物理で、招待謡演には核モ
ーメントのjU定が核物理にどのような志岳を つヽ

かという話ヽあった。第 2日 は電場/1」配および超
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残計算を始めたグループが既に三つを数えること

できるのく  ,か クかしてぶられといという気持

に駆られている。

会議では、上記の研究に関係したい くつかの新

しい実験データーを知ることがで言た。いういう

紹介することは省略するが超復細相互作用を手14ト

クとした各種物性の広範囲法研究を知ることがて

とた。会議に参j「された日本人は、私を合めて7

名程度であったが、それそれユ‐―ク次研究を発

表されて注目を集めていた。とくに大阪大学の高

困氏は、口頭発表を2回とポスター発表を2回 の大

活囲であったo同 氏はこの分野で互ヽオなされて

いる杉本教授 (元 阪大、現在東大核研所長 )の研

究室出身て、杉本教授の研究を民に発展させて、

たとえば世界で始めて07erhOuser効 果によ

る核整7Jを実現させた研究は会議の最終 日をヨ締

めたといってとい。また'都 大学の日片氏は、超

イオン電導体fてついてPerturb。 3 mttter

●orrela↓ ionを用いたユニークを研究を発表さ

れ、これも注目を集めていた。

結合すればやや維然とした印象を与える会議で

はあったが、個々の前演 ・討輸は迫力のあるもの

で充実 した日々を送ることがでをた。このと,な

機会を可能にしていただいた山田科学振興財団に

改めて、厚 く御ネしを申し上げたい。日本ではこの

分野に興味を持つ研究者の数は比敷的少をい (と

いって 相ヽ鋭が価 っている )力よ、会議に出席して

見て世界的にl」大きな分野であることを認識する

ことができたのも収披の一つであった。

ど〈最近、銀、金、白金などの祖い表面に吸著し

た有機化合物 (ピ リウン、ジアジン、P,‐ 卜,

安息者酸など)が非常に顕者をラマン強度の増大

(105 倍 程度 )を示すことが発見さ力、 その町

えや原因について回体表面物理学者や外面化学者

が強い因心を持ってそれぞれの立場から研究を始

めた現状に鑑みて、組織委員会が忍定 したもので

ある。この会弱て 、ヽすでに数人の回物 理学者

によってその原因lt閃する理論的説明が試みられ

ていた力、 筆者のみるところ、現在はまた実験事

実さえ充分に確認されていたい状穂で、現段階で

はます事実の確認と再現性のある結果の集積か息

がれるところであろう。今回の会議では、 こ れら

の問醸 が多方面の研究者によってヽいに議論さ

れたので、その成果が今後の発展に及にす影響は

非常lc大といものと思われる。その意味て、筆者

がこのFn5題にFllするPlo■ ary sossう 0■ の

墜長を勤めさせていただいた事を光栄に感すると

ともに、 このFn5題を会議の重要テーマに選ばれた

組織委員会の見識に敬意を表するものである。会

80'4098

カナダ、第 7回 国際 ラマン分光学会議に出席 して

京都大学  竹  中    学

3月 初旬、オタフのカ

ールトン大学で第 7日 国

際ラマン分光学会議が開

lLされるに当り、fl者は

山田科学振興財団から派

遣費の一部のFA助を受け、同会留に出席する機会

を得た。ことにその成果を報告し、感謝の意を表

したい。

国際ラヤン分光学会議は 1969年 に第 1回 会

議がオタフで開かれて以来、 2年 毎に世界各地で

開絶され、第 7回 を迎えて再びオタワに帰 ってと

た のヽである。今回 世ヽ界中から450人 のラヤ

ン分光学者が条iク 、約 1週PB5に渡って活発な封

輪が行われた。主要テーマとしては表面状態、視

覚顔科、占とび生体物質のラマンスペクトルをど

が選ばれたが、中で 表ヽ面状態のラマンネペクト

ルは午前のPlo■ 4ry seSsio■ 、年後の Po

s t e r  s O  s S i O ■、夜の P a■o l  d i S C u s s

。ヽ■ の全ての行事に組み込まれ、あたかヽこの

会議の最重点課題にとった感があった。これは、
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議は、次回の 1982年 をフランスのポ″ドー4
更にその次の 1984年 を日本で開くことを採択

広 盛会裡に終了した。

学会終了後、ォタワのカナダ国立研究所、モン

トリオー〃大学、 卜 ″フ リ ピエールのケペ ック

大学、タベックのラ本ル大学ぶよびロスァンゼ〃

スの高カリフォ〃ニア大学を訪問し、豊者の専攻

する界面薄膜の共1阜ラマンスペクトルに関 して諦

演を行クとともに、封諭、祝察を行った。特にカ

ナ舛国立研勾所のH H M4ェ ,sch憶 士およ

びケベック大学のR M Lob14■ ●教 授 との

間では今後の共同研究についても充分を話し合い

をすることがでと、訪間の実を挙げることができ
たと喜んでいる。

最後に、この出張を可能にしていただいた山田

科学振興財団の御援助に対 して重ねてお礼を申し

上げるとともに、筆者を温かくおヽてえじ下さっ
た訪同先の各位に心から感謝の意を表する次第で

ある。

80-4101

アメリカ、1989年 度 天然物に関するゴードン研究

会鼓

ュ~ハ ンン ドンでひ らか

れた天公物にかんするコードン研究会教に出席 じ

た。会場にあてられたニューハングトン被は、な

だらかな緑の丘唆に、白い窓がよく似合う赤レン

ガの枝合、寄宿合が点をする、夫 しい場所だった。

世界 9か 国から130名 が参加して、ここて合宿
をしたがら、天公物化草における最先端の研究発

表と討論が行なわれた。ただしその内容は、成念
え″iら日外でさ7Fいことにをっているので、 こ こ

では会議のあらとしと印象についてだけかんたん

にのべることにしよう。

会議では毎日午前中 2件 、夕食後 l件 (金 昭日

は年前中 I件 だlt)の 、あわせて 13作 の招待討

演があり、ほかに 15分 の もう時間 で 18件 の

Short し 。lkが 発表された。昼食後夕食亡で

は自由時間で、めいめい ドライブ、水炭、テニス

雑談などをたのしんていたと,で ある。わたくし
の議

h Biog。
.。ti。―liko cァ clizit―

io■ 。f Humul。 ェ。
"lT 3日

日午前中だっ
たが、大そう。ngoyし たと大ぜいの参加者にい

われたのは ,れ しかった。

1 9 8 0 年 7 月 1 8 日

成田をたち、 7 月 2 1 日

|〈 月)か ら25日 (金)まで

一 , ― ハ ンプシ 、 一州 ニ

」ヒ髄 大学   松  本    数

この会議のならいは、科学のフロンティアの開

拓であるといわれている力S、会誠のふんい気はと
びしいというよりは、たのしくゆとりのあるもの

だった。 リラックスしたふんい気から出る、自由

な発想が財ェされていると,だ った。たから駅主

も、をかったせぃもあろうが、選碧地スタィルが

多かった。一方会議の学問的水準は、日本の天然
物討愉会とくらべて、とくに差があると 思ヽわれ

なかったが、これはあるいは私の軍学力が影響し
ているか 知ヽれない。それにしてヽ日本の有被化

学が観められていることは事実で、とくに日本の

Post dooは よく仕事をするという評価に、定

着 しているとクである。ところでいま日本にかえ

って、ゴードン会議での リラックスしたふんい気

を思いぶこすと、 日本の研究者に欠けているのは

あのゆと夕ではないか、と思いうたる。ゆとりの

ある発想は独有Jの前提でありか創性をそだてるた

めにはますりとりのある環境づく,が 大切なので

はないか、と思われる。
ゴードン会議のうと、 7月 26日 から8月 1日

竜で、ハー本_ド 大学岸姜人教授のお口添えム
′ヽ一本_ド 、ィェール、ヨロンピヤの各大学、フ

ァイヴー、ブルク、ロッシェの各社を訪問し、 内
Tofal sy■ thosis of Pederino'に

ついて幹演をした。連日の詳演で、いそかしくヽ

ューハ/ブ トンでひらか
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あったが、 ,る 所の非常に大きな旅だった。8月

2日ニューヨータをたち、 3日 成国についた。

とり1週円、アメリカ合宋国のWis。 。■sin州

のハHttMadi s。 ■において開把された。これ亡

での会議とは異r7った scmi oPoこ の形式が初

めてとクいれられて、参加者は約 1,200名 にの

ほる大規校を会3と なり、日本からの夕力Bヽその

うち約 70名 を激えた。

Michigoェ 湖の西約 〕O o FuDに位巴するMa

diso■ 市は静かを落着いた街で、会離の前半 3

日間はWise onsin大 学ITa diso n oなmpus

での分科会にあてられ、なか 1日 本いた後半 3日

PDDは、市の中央 oivio oenterに 会場を移 じ

て勧本会議が開かれ、巡日郷 bな 討愉が変わされ

た。

前回の東京での会議が、Welnberg― Sュlam

moさ ol の 実験的成功の花観を基調としたのに

対 して、今回は、会議前lt話題を呼んだ Roines

遵のェouし rino o scill a↓ io■ の実験が、

ほぼ否定的なものに終 ったことヽあって、会戴全

体を貫〈素粒子物理学の中心的テーマをどこに求

めるかがかなり難 しい会議であったといたよう。

その反映は、22日 夜、Salan,Ce ll― M価 ,

Loderma■ とをPな工01i stと して開かれた

P。■。1こ iSedssio■ における議論の基調に

伺ヽわれた。これはむしろ、実粒子物理学が今80

年代への新たな飛題を求めて模索の段階に入りつ

つあることの現われとみるべとであろク。実際過

去を振返れば、有余る数の崇粒子 共 鳴決態力実

験的に見出さ如、 それらをS行 列理論と複合模型

対称性に再いて、基本構成子q■4rkSか ら成

この渡航は山田科学振興財団の援助によって可

能となった。同財団に対 し、厚く御礼申しあげる。

京都大学   小  嶋    泉

る拡かった複合粒子としてのiadro■ 携像に集

約 していった60年 代、その基本初成子qじarrs

の従クdヌnamiosを 探/_試みの中から、・barm,

botし omと いった新 しい quarksの 栖 類の発

見と、Yang― ll11 1 l s理的の再果により、強

弱 電 磁のすべての相二作用を過 じる gaug。 原

理の発見へと導いた 70年 代、その何れにも、実

験 理 論両面における画期が存在してそれに続く

飛配的な発展の時期がみられる。その意味では、

我 は々今新たと転口点の前に立っているのであり、

突破日に導く最 主ヽ要なP・B題をと憲深 く無ケ当て

ることこそ必要なのであろう。

型H向に日をはずれば、増え続ける基本柳成子

quarksの 種類とその相二閃係を、gaHgo原

理と対称性の自発的破れから辺憾 しようとする

grな ェd unifica↓ i。■と並んで、再び qua
rrsを も核合粒子として把えよクとする tec h一

nioolor等 の sub9■ ●■kの 理 論の流行が

注目された。場の型硫では、一昨年東京の会議で

隆盛をとわめた sIPo■ gravi ty,1■ sta nしoェ

等は影をひそめ、代 って格子グレジ理論の印算機

実駄 looP sPa.。 のIL輸 等が四光を浴びた。

筆者は、19日 のDq QcD E:]。 n―Port―

, i b O t i 7 o   o o n f i n ●r l o ■t ,   f o r m a l

doveloPmentSの sessio■ で離波し、九

後との共同研究によるgaHビ 。場の共変的正準i

子論の立場から、摂動論等の近 llになることなく

quark閉 じ込めの問題にどこ亡て確実にアプH

―チでさるかを明確にして、この理論形式の有す

るBRS不 変性と並んでLoro■ tz大 変性 、局

所可換性等の相対論的場の量手 荷の一般的要詩の

もつ有効性を変調 した。その概要は、近 く押1行さ

れるこの国際会毒の会議曇に掲載される予定であ

る : I ojima,Loc al ● 。マaria■ t oPo―

8 0 - 4 1 1 0

アメリカ、第 2o回 高 エネルギー物理学国際会議

第 2o回 高エネタレギ_

物理学国際会議は、一昨

年東京で開かれた第 19

回会議のあとを受けて、

今年 1980年 7月 17B
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r a t o i  f o r m a l i  s l n  o f  n o n― A b o l i  a n

g a u g o  ↓ l l  o  o  r i o  s一A  n o■ ―
P e r t u i b―

a t i v e  a P p r oユ 。■ しO  q H a r k  c o n f i n―

e m o n t  i n  t h o工 o i s e n b o r g  P i。 し■Ⅲ

―
,  i n  Pす o o  2 o t h  l n t e r n   C oェ :

o■ H i g h  E n e r g y  P h y s i c s , M a  d i s。 ■,

1 9 8 0 ( A I P ) 。

上記のC。こfe r e n o。

( 7 月 7 日～1 1 日 N o w

H o o u P s L i r o ,  u S A )

を皮切 うにⅧ I U P A C

SyttPosi,m oこ  Ph―

恐らくこの閉じ込めの問題の解決を通じて、場

の畳子論に新 しい概念的発展が たヽらされるので

はなかろクか ?

最後に、 こ の国際会議に参加する被会を与えら

れた山口電夫先生、山田科学振果財団の御援助に

深く感謝する。

8 0 - 4 1 1 1

ア メリカ、 C o i d 。■R e s e a r o S  C o n f o ■o l l e  o

o■ Polymo■ sそ の他の国際会議

東京工業大学   田  附  重  夫

oもocとomistry〈  7月 13日～19日、 SeeFoid,

Aus↓ ri■)、 工  Interna↓ iondi CoAFolo一

nco 。 ■ Pと。tooとomicci Oonversion

ェこd Stolngo of Solar D■ ergン ( 3月 3

日～ 8日、 C o l o 「。d。l  U S A ) ) O o r d 。 ■

Rosoalch Confero,● o oA コ 10Ctro■

Donor AOCCPtoI Interaction(3月 11日

～15日、New IIoEIPsbir。 ,USA)に 参加 し、

8月 17日に帰国した。高分子科学、光化学の分野

は我国の研究水準が国際6jに高 く評価 されてお り、

日本よ うの出席者が各学会において可成 うの数を

占めた。Cord。■ CoAferen● ● oこ P。 17-

mersで は高分子科学の最近の傾向を反映 して,

料科学指向が強かった。ブ,パ ーの高分子化学、

高分子物理よ う材料を目指 した高分子の原IP、反

応にも多くの討諭がぁった。化学 と物理を統合し

て材料f4学に向 う潮流は高分子科学に於ては定着

したと云える。Z44機能を支える高分子構造 (一

次、二久 高次構造 )の剛定、その機能との関係

について 関ヽ心が強かった。

IUPAC Pと 。t。。と。nistryは 遠t ヨ`ーロ

ツタやであるのに約 300人物 0名を越える日本人の

参加者があった。異常な慰天候のためチ。ルの風

物が楽しめなかったのは残念であったかヽ 学会の

討論の内容は高く右意域であった。参加者の囲貴

れはやゃ有jE化学に比Iが あったが行機化合物に

先照おして生成物を調べる古典的を電機光化学は

本引営の段階となり、有機化学者でも短矛命活性

価損の同定を合めて因光分解などの物理化学的手

法を駆使する時代に入っている。―六 合成手法

としての光化学には多くの可能性があう 今 後有

粒光化学は分極 して一方は物IB化学に他方は二業

光化学およびその基礎研究に向うであろうとの印

象をうけた。

S。1ェr Eno■ 3ンの学会は'ノ キ~の 山述にて

囲かな この学会によさわしく好天に正まれた。

300人余 )の 出府者中日本人は30人ばかりであっ

た。特に理研よりの参力R者多く、大賜エネルギー

が日本の国家プ。ジェクトになっている事情が反

映している。太陽エネルギー研究は応用光化学で

あり工学的色彩が強い。討演の多くは光化学 エ

学のどちらともつかす飽き足うない ものがあった。

エネルギー変換効率の面で光化学反応系は半導tF

光電池と比破される厳しい立場にあるが、この評

価に耐えるため技術的な bro ok ↓hr。●gとお必

要であろう。絶対的に有利を光反応系はまだ見出

されておらず、参加者の多くは自己の過去の研究

の上に立って太陽エネルギー問題に如的なる寄与

ができるか模索中と見受けた。
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最後のCord。■ Coこ fo■o■。0は分子の間の電

子の動さを中心として化学反応から材料物性まで

論じようとの意欲が認められた。的人程度の小じ

んまうした集会であったがそれだけに討論に参加

する機会も多かった。光励起は電子を動かす最も

有力を手段であるため討論の大手は光物理、光化

学に関係している。研究分野の過度の専関家によ

1 9 8 0 年 8 月 1 3 日

～ 2 2日 、 スイスの山村

アローラに占いて、
Ⅲ
F。―

■m a t i O E  O F  M o s s―

。■g e r  P v N A  i n  E H k

って情報/7Pが 困難になっている現在、電荷移sJJ

と云う共通の観念をもとにして化学、物臥 生物

の諸分野の研究者が一同に会して議論ができるの

は素晴しいことであった。この学会にも10名の日

本人参コR者があり、政米の人々の間でカメラ、自

動車の次は研究か?。 との冗談がささやかれてい

る。

0 - 4 1 4 7

スイス、 ア E ― ラ フ ークシ ヨッフ

ュryo↓ ic Colls'と いうワークシヨップカ【開

かな 私 そヽれに夕加することが出来たので、こ

こにその拐略を報告 したい。

このフ'ク シヨングは、その名のV/Rく、えRIIB

舶つ迪伝子発現の過程を、主 としてその mRNA

の生成といクレベルから眺めようといクのが、そ

の起 クであったが、今回は既に第 4回 であり、そ

の学問の発展と共に合まれる分野 広ヽがり、え核

lD胞遣伝子の神せから、IIRN Aと 結合している

量白質、更にウイルスに至る迄、極めて駐り沢山

在企コ となった。私は前回 (第 3回 、 1975年 )

も参加したが、今回の規模は出席者だけて 前ヽ回

の倍近 くく～ 120名 )に なったのではないかと思

う。

さて、三を内容を述べると 1 真 あ細胞のDN

Aの 構造と朴案。 2 夕 'マ チンの構造とほ写活

性 3巨 大染色体 (嘩8P)に おける述伝子発現、

4 核 膜と核骨格 (及びそのDNAと の関係 )、

0 ■ ■RNAと HERNP及 びdNP6転 写 とノ

ロセッシング (合ネ/ラ インング )7 1RNAと

rRNA迪 伝子。 8遅 々幻の道伝子 9 各 種油云

子 (各編 )、 1は DNA及 びI「NA腫 瘍ウィルス。

たどであったが、年前 6時 45分 から1時迄と、

年後 7時 30分 から11時 30分 迄 (実際は多くの

瓶研究会 ・題研究所  村  松  正  実

場合12時を過ぎた )、 みっちり計波と付命が行な

われ、 9時 PDBの時とを克DRしなか らの多加は、か

なりの艇行であった。珍加者も、ノーベル賞受賞者

クリック、ボルチモアをはじめ、 この分野の第一線

の研究者が放多く朱められ、白尽した針譲は睡気

をさtす のに十分であった。瓶面の関係ム 特に

気のついた 2,3点 のみについて述べる。その 1つ

は、クロマチンの学問が、と,や く本来の分子生

物学らしい賊密さを加味して進み始めた気配をFtR

じたこと。それは既にスクレオンームの発見と、

祉造解析から、その萌 じがあ ったが、それが一

層進んだのみならす、
一方、ほ搬度の DNAare

Iな どによる処理の後、DNAを 抽いして1」限酵

来で切り、特定の進伝子のマップを捌べる事によ

って、DNAaro Iに 耐震性の部分を校出する

方法が広 く行なわれつつある。これにとって、い

ろいろな道伝子の転写開始部位力、 やはク憩受性

が高く、恐らく通常のスクL/オツームとは果をる

特殊な村案を取 っているのであろうと推論された。

この方法は、 ヒ ス トン、グEビ ツ免ル /,ブ リツ

等の遣伝子について用いられ成功を収めている。

次に、ネノラィシングに関して 、ヽ唾はと肺のα

アミラーゼに関して、同じ遺伝子が態 開始部位

と、スプライシングの差によって異なるallR NA

を生じ、果なる掻白質を作っている事が証明され

話題を呼んだ (Wellauerら )。 これはSV40

やポリオーマのT抗 原の場合 と状況がllkている力ヽ

夫核細胞ゲフム内の道伝子については初めての例

である。更に又、酵母のミトヨンドリアのチトク
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ロームb遺 原子について、そのイントロンの―部
カミスプラィスされる事にとって、新 しいエクツン

カi開さ、そこに出来る新 しい mRNAカ ミ、 この遭

伝子のPIo― コRllIAの ma↓ uras。 をヨード

するくすなわち、次のイント,ン をスプライスす
る酵素を作る )といク複雑にして興味深い知見も

発表された。 (Slo■ inskiら )。その他、壊々

の研究成果が発表され、この分野の急速な発展を
示 していた。特に、遺伝子ク,一 ェングは、真核
細胞道伝子とその発現を研究する上に久 ぐべから
ざる技術であることが荊憩された。

この有益な国際集会の参加に御援助を戴いた山
田科学振興財団に深 く感謝の意を表したい。

8 o - 4 1 4 9

メキシヨ、 「眼の構造」第 4回国際シンポジウム

際解割学会のサテライトシンドウウムとして開Tl

された。会場のカミノ リ アル ホ テルはグワダ

ラハラ市却外にある閑静なリノート ホ テルであ

り、多加者は単に会場内のみえらず、食事時FD3を

どにもぐつろぎつつ紘歎することがて営た。
25日 朝のセッションに先立ち今回の国際会覇

会長であるVia ri。 博士より欽迎のあいさつが

あり、次いで、ォーガナイヴーを動めた Ho lly

fi。 ld博 士のういさつが行われた。年前のセッ
ションは主に角破ととび水品体の形態、病理に関

する発表であった。討命は活発に行われ、とさに

所見の解釈の対立ではスラィ ドの左右に演者と

質Fp5者が向い合 ,場 面 みヽられ会場は初日から厳
しい学問的雰田気につつまれた。高国特有の永い

時間をかける昼食と休みののち、年後は毛様体歩

よび水品体に因する報告が 3題 行われた。常一日

の夜は、欲迎のカタテ〃パーティーが開か"、 メ
キシヨ名物のテキーラをベースにした南国●_豊 か

と棋物とマリアッチの音楽を楽 しんだ。26日 一

と27日 午前は多会者の大多数が関心をもつ網膜

崩 大学   魔  澤  一  成

の構造に関するセッジョンであった。特に色素上皮
細殉の和造それに関連 した機能的変化に関する発
表は注目をひいた。醜床的知見としてrt、有触水
銀tた は aditamysinに よる視鯛胞の変性に
関するレポートは第物の副仰用を考える上で重要
な問題握起であった。 26日 夜は会得=組 の夕食
会へ珍加者全員が招待され、,Jの'日くテキーラぜ
めで、酔眼ヽクろうとなりとがら、夜の寅けるま
で、南国の情黙的な師りと政をたんの,し た。

日本からの多加者は笠者以外、東京大学山田教
授rlじめ 7題 ありそれぞれユニークな発表であっ
た。場所柄からヽアメリカ合衆国の人遵の発表が
50減 題中半rFを占めてぶり、 ヨ ー。ックくからの

多jDは 9題 であり、南米から2留 地元メキシヨは
2題 であった。内容的には日本の研究内容は高い

水準のものであったといぇる。前回第 3回 は日本

山中湖畔で行われたが、筆者 そヽの開催の手京い

をした立場からいえば、今回はゃゃ受入れ態勢に

難があったとぃぇょぅ。しかし、反面、おおらか
な南国対質にふれ、民族性のちがい、国十のちが
いに思いをいたす日々でぁった。

ぶわりに、細い研究に価値を認め援助をいただ
いた山口r4学振興財団に謝意を表する。をと、シ
ンポジゥムの記録はEIsovier Norih― H。
1】and社 から今秋出版される予定である。

標 記 シンポジゥム は

1980年 3月 25日 ～

27日 の 3日 間にわた っ

てメキシヨ第 2の 都市グ

ワダラハラで 第 1 1 回国
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ツ/ポ ジウム最終 日会場 となったカミノ リ ア

タレ ホ テル内庭で扱影したもの。

前列中央のセーターが筆者、向って左lPlうが

IIol17feld博士、その後に会長 V idri。博士がみ

える。

アメ

高エネルギー物理回瞬

学会は、一昨年の天京套

認のあとをうけて、米国

ウィスヨンシン州 やデ ィ

ツン市にあるウィスヨン

80-4150

リカ、第 2o回 高エネルギー物理学会

大阪大学   細  谷  擁  夫

理輪が弱f.L合摂め輸に移行する様子及び色々なモ

デルになける相に移を美事に見せて、格子理飾に

対する期待をい。そ,い だかせた。計算されたタ

ォーク側のカカヽ 結合定数の函な としてかなり急

を折れ山クを見せるが、この点については、Par

isiに よって全体会致によいて教輸された。物

性賄になけるスピン系の roughening tia

ns itio■ と対応することが示唆された。これは

大いに興味をひく下であり明らかになれはQCD

の相に対する理解は深さるに違いない。Kd↓ iは

更に有lR頂賛の場合について、Prelimi■ ●ry

なモンテカルP計 算の結果を示 した。To～ 200

MoVと 述べた。しかしをから、格子型輸の欠熊

ある回転対称性の政れは、Peols。 ■も苦心 じ

て述べていたように、容易を事では回復されまい。

1/N展 開については、Witto■ がoCDの

カイラルU(N)刈 (N)対 称性は SU(N)に こわ

れるという簡単ではあるがこれいな定理を述べ、

」o▽lokiは 彼のグループが行をっている集 団

運動の方法を述べ、N→ ∝の□眼と古典解の関係

を明決にlll明したカミ、日新 しい事はなかった。

ルーブ空間の方は、昨年 Polyako▽ 、 高 部

等がはじめて期待をもたせたが、動力学的なとこ

シン州立大学で 7月 17日 から23日 迄側化され

た。参加者は千数百名ltのほケ盛大であク、特に

内外の日本人の活鰯と多力pが目だった。

私は、非摂働綺的QCDの 分科会lt参加したハ

他には、高エネルギー夫欧、QFD、 扱助論的Q

CDの 分科会があった。井摂動命的QCDは 、ハ

ドロンの力学を解 くために不可欠であるが、壊学

的困難のために最近では行とづまりの状態にある。

しかし次の方向で模索がなされている。1格 子グ

ーラ理論、特にモンテカルH法 による計算機実味

21/N展 開、3ル ーノ空間のアプE― チ、4位

相鞠可学的古央解の研究、5そ の他、今回の会議

でもこれらの点が上に述べた順に重要視されたと

思う。

格子グージ理論については、C reutz,Robbi

及びPoarsoこ が各々のグループの計算機実験

の結果について報告をした。な等の結果は会彦以

前に同知ではあったが、Wils。 この強結合格子
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ろまで行けず、今回は WangとDo1 on Kよる

解説程度にとどまった。風間・福田のよう V亡、グ

Jレーオン対の凝縮~正面切って扱う 方I'C正統性を

感じた。

一時期流行した位相後何学的古典解は熱がさめ

たと思うが、モノボーJνKついては、 Jakiew 

が大きな対称性を指摘し、 Adlerは2つ以上の

モノポ-)III'C対する計算機実験を示した。確立し

た名戸をもっ2人Kふさわしい仕事かどうかは問

題が残る。

九後 ・小嶋等Kよる演算子形式のグージ理論治ミ

外国でも理解者を増やしつつあるという感想をも

ってうれし〈思った。

全体会議fてついては、9f7んど前もって予想され

た内容が発表され、と とで特K報告する ζとも他

I'C念¥(>0

会議をすべて終えて、米国の組織委員会が登壇

者の人種・性に細かく配慮をしている点K気がつ

hた。

80-4152 

西ドイツ、第 95回国際天文学連合シンポジクム

「パルサ ーJ

第95回国際天文学連

合シ〆ポジウム「パルサ

ー」は、 1980年 8月

26白から 29目立で、

西独ポンのMax-Plancl<.

1s波天文学研究所にかいて開かれた。 大変有意後

な会詰であった。参加者は全織で 11 0名ほどで、

ζのうち日本人のZ参加者は係者を含めて 2名であ

った。パルサーが尭見されてから今年で 13年K

なるが、パルサーをテーマとして国際天文学迎合

シンボジクムが聞かれたのは、今回が最初である。

とDあげられたテーマは次の通りである。

1) パルス放射の観測l

2)パルス周期の時期的変動の観測1

3) 中性子皐の構造

4.) パJレサ d 磁気因。理論

5) パルz放射の機構

6) パルサーの分布と進化

ζのうち、 E権者の鶴演したのは、 3番目のセッ

γ ョンであるので、とれについて以下K報告する。

中性子星の構造のセッジ宮 Yは、 27自の午後

に行われプ足。Ke11 eyは、二重星系のX線パJレ

サーの解析から導かれる中性子星の質量tてついて

報告した。結果は、理論。予告するととろとー致

していて、とくにChandrasekhar質量K対

上智大学 伊藤直紀

町、ナる1.4 Me (Meは太陽の質量)近くの質量

をもっ中性子屋が多い ζ とを示している。とのと

とは、中性子阜の形成の理論と関連してたいへん

興味深いtjl突でるる。

続いて、 Helfa.ndが、超新星残骸やパJレサ

ーからのパJIIスしてい念いX線の観測l結果につい

て蹄潰した。観測は、 d E i n s t e i n ，.と名づけ

られたX線観測j衛星を用いて行念われている。観

lItIJの結果は、爆発後 10 0 0年以下の若h超新星

残骸vcは、中性子屋が存在したとして弘、その表

面温度は(1 -2 )XI0SK以下であるととを示し

ている。との上限値は、中性子昼の冷却のモデル

計算と対比する上で、たいへん興味深いものであ

る。

またHe1 fandは、我々に近い15個の電波パル

サーを観測して、そのうち 5個のパルサーの近く

から(次X線を測定したととを発表した。観測結果

は、中性子星の表面温度が(2，5 -7) X 10s Kで

ある ζとをものがたっている。 ζ れらの観測結果

が中性子星の冷却のモデル計算で説明て'きるか〉、

あるいは伺らかの加熱の綴構を考える必要がある

のか、観測と理論のつき合わせは実におもしろい

段階にはいった。

日elf andの鶴滋tc続いて、鶴田幸子女史が、

中性子皐の冷却の計算κついて、諸グループの結
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果を総拓 した。但し、自田女史が言及したどのグ

ルーブの計算によいても、中性子星内部の熱伝導

の方程式は正確に解かれていないく 等通の星の

中心核を仮定する方法か用いられている。
tFt回

女史のあと、筆者が、熱伝導を正 しく取扱

った中性子星のヽ却のモデル計算について報告し

た。我々は中性子星内部の熱伝導率として、Fl。

wers 氏 と苺者にょって計算された結果を用い

た。我々は中性子屋の質量として太陽質量の 04

倍のものについてしか結果を出していないが、 こ

'コ ンピア大学の美 しいキ、/パ スで行われた。

ここには世界三大メツンファクトリーの一つであ

るIRIUMFが あり、 1975年 から″SRの 央

欧が相力的に行われてとたところ4私 たち束京

大学グノレーブ 白ヽJ設時からそれを背負ってたって

とた。

2年 前にスイスの,― ルシ、ハで行われた第 1

回の会議では、 こ の新 しい学際分野の幼年時代に

ふさわしく、いろいろを問題がみすみすじく語ら

れた。それから2年 後の今、青年時代に向ってい

るという印象を強くヽった。今て 新ヽ しい実験方

法、解尿の方法論が新 しくとびだしてくる一方、

すでに定着した方法で研究された結果力、 精密14

となってミている。過去、何年かの間に、磁性、

半導体、格子人略、量子拡散、化学などの専門億

域て″SRは ボピュラーとなりつつある。

の軽い中性子星の場合、中性子星の中心部がニュ
ートリノ損失によって、された効果が星の表面に

伝わるには、 looo年 lA Lのタイムスケールが

かかることが明らかにされた。したがって、ニュ
ートリノ損失がただちに星の表面のヽ却につなが

ることを仮定する従来の方法は、少くとヽ04崎

の中性子星については妥当でないことがはっと

りした。この結論は、観剛との比破にあたっても、

率伝導を正 しく取FTa,ことが重要であることを示

している。

今回の会酸は I ミ ュォニゥム形成 とSュ ォニ

ウム化学 Il半 導体中のヾニオニウム lll ミ ュ
オニウム化学反rLの ダイナミックス J ス ピン

密度と電子和造 v 量 子拡散 WI フ リーラジ

カフレ vl 磁 性体中の局所場 ll 不 純物でのト

ラッどング 正  格 子欠陥での トラッビング x

磁性体中のスピツダイナミッタス 粗  ″ sRテ

クノロジーのセッションから成っていて、各セク
ションにはいくつかの招待離減があった他、重要

を愉文の日頭発表も合これていた。日本からは久

保売工 (ス ピン緩和理肺 )、 金利順次FE(遷 移金

属中の内部場 )、 堂山昌男 (格 子欠陥 )、 永技前
志 (新 しい六ルネ ″siフ ァンリテイ)の話氏に

宝ざって、若手のFE村泰朋君がスどン//ラメのダ

イナミックスを被知する新 しい零確場スピン桜和

法の科演を行った。これらのどれヽ日本の研究者

が世界に訪るユニークな嶺域である。私自身は、

負 ミュオンによる核外領域の電子スビン密度の校

如の問題について計ました。

付、次回は多加者の多数意見にとり、 2年 後に

日本で開催するとい,こ とになってきた。

0-4154

カナダ、第 2回 ヾェンオンネ ビン回H云国際会議

天京大学  山 崎 敏 光

第 2 回 ミェンオンス ピ

ン回転国際会議は 1980

年 3 月H 日 から5 日間、

財 1吾参レ千;:4テラ:

― 研 ―



0-4158

アメリカ、第 3回 太腸 エネルギーの光化学的変換 と

貯蔵に関する国際会議他

大阪大学  増  原 宏

力に滞在 広 国際会議に出席するとともに、ス

三の研究宣を訪間した。

Er―ドン研究会議は前回 1973年 に 出ヽ席 し

ていたので顔なじみの人も多く、その後の研究進

屋を語 り合う等極めて奏しい一週間となった。今

回は醸長の専門の関係のためか化学反応に関する

話題は少なく、電荷移動悩体の関係する一次元電

導体の理愉と実験、グラファイト頻の構造と物仏
回体商分子系の理臨と応用等物佳的側面の強い解

演と、光合成系の光電子移臥 電子移動過程のビ

コ秒分光ゃヨクサィ/レ ッタネ系の rィナミッタ
ス、太陽エネルギーの光化学的変換4/卵過程等生

者の関係する拡相系光電子移動のBIRが 交互に行

なわれた。有職光化学反向技梅に関係した騒題は

前回からヽ少なくなる傾向にあったが、今回はこ

り徹底したかたちとあった。電荷を動相工作月の

量子力学的き礎が大体統立 した現在、時間分宮J副

定と物性への応用が三流とをるのは学際領域とし

て当然のことであろう。多加人員の ,ち 3人 が日

本人で、私の指導教管の又賀昇教授が 「励起な想
における電荷移動とその関連現象のどヨ秒時間分

tllレーザー分光」について、奎者が 「溶滋中高分

子の光物理過程と光電荷分離」と題して議演を行
った。酪演後ス賀研究室は bi8 gr。 ,Pと の評価

を何人かの聴衆からいただいた。
す一ドン研究会議の前の週には、フロラドで開

かれた第 3回 太陽エネルギーの沼 ヒ学的交換と席
蔵に関する国際会議に出席 し、高分子系のエネル

ギー移動についてポスターtッ ションでの発表を
を行った。ここでは 11件 の全体韓演と145件

のポスターが提出されたヵヽ、約半数がH2、 02勇

生を含めた光電子移動、残クが光電気化学の問題

を扱っていた。多方面の人力謀 亡っておク推夕を

感はまぬがれをいが、レーす―パフレス技術を使 っ

て光電子移動のき磁を長く研究して営た我々にと

って、この分野の降電は大変 9れ しいことである。

この他国際会融の前後にカリフォルニア大学′ヽ

―タレー分枝、ワシントン大学、 IBMサ ンホ」

研殉所を訪問 広 光電子移動の問題や高分子系の

光物理過程について勝演するとともに、レーザー

加 ヒ学の研究動向について意見の交換を行 った。

今回の外国出張は 3口 目にあたるため単なるほ

激はなく、としろ客観的に自分を眈めることがで

どたと思している。今後と 研ヽ究の国際水準を推

持発展させていとたいと内 bし ている。最後に今

回の出'Rにうたり御援Bbいただいた貴財団に厚 ぐ

御礼申し上げるととヽに、一層の御発展をぶ祈ク

する。

電荷移動相互作用に関

するゴードン研究会議に

招待されたのを機会に、

昭和 55年 7月 28日 よ

り3月 17日 tで アメリ

8 0 - 4

ス

1 6 9

ウェーデン、 シンポラウム「現代揚の運臨 の展望 」

東京や  荒  木  不 二洋

間ストヮクホルムの工立科学アカアミーを会場と
して開担された「現代場の理論の展望」と題する
シンポジウムに出席した。

山田科学振興財団の御

援助にまり、 昭和55年9

月2 3日よう2 6日までの期

- 6 6 -



この会議の目的は、量子●力学、三子看力学、

大統一場理論、等現実の実粒子の記述を目標とす

る諸理論や、グージ場の理試 完全可積分系の量

子論、閉じ込め、構成的場の理論、仰輌ネ環的方

法、等場の理論の枠組lt関する諸理論など、多方

面から場の理論の現状を浮さ彫 りにし、その将来

を展望 しよ,と い ,ヽ のであり、同時にこの分野

で活囲を期待されながら、約 19年前飛行機運転中

に事故で亡 くなったスと一デンの理論物 理 学者
Kど 11。■を追悼するものであった。

シンポラツムは、/り /ス ト/大 学のA S
Wigitm4■ 教授にとる追悼演説で始iク 、年
前中は各分野の中心宍物による1時 間の結合報告
がお茶の時間をはさんで 3ヨ マ行なわれ、年後は

比弦的短い碑演と討臨力布 をわれた。

私は、場の電輪における作用案環の方法につい

て 1時間の結合開演をすると,招 待されたので、
なるぺく非専門家にもわかるとり、作用ネ残的カ

法の特徴をat明 し、その考しい成果として、フェ

フレミ場が空間方向で何故反可換であるかなどの醜

明を与える超運源則の電臨を紹介し、あゎせて、

電磁楊やグージ場などの場合に 最ヽ近面白い結果

が得られていることを報告した。

このシンポジウムで参加者全員の目を客ったの

は、最後のことめとして行なわれた酵演で、最初

予定 していたS●lamヵ S欠席のため、 し
'すooI,

が行なったものである。 t7H。 。ftは 会議 2日

目に 講ヽまをしており、そちらの分は―投受けの

しない講演であったが、この長lA日の韓演は亡さ

に全員の目を見張 らせるものであった。碑演はす
ぺてオータヽ―ヘヮド プ ロジェクターを使 って行

なわれたのであるが、 し'H。
。ftは いろいうな

色を巧みに使用して、新聞にはさまれたちらしの

広告など足もとに 及ヽr」fないと,を 効果をあ14jた。

例えば赤と賞色で爆発する極の中に廟理倫登場」
とか、 「トヮ/レ スか ?」 などとい,調 子で場の

理論の現状と将来を面いていた。しか そヽの内容
は、場の理輪の現状の重要なポイントをおえて、
それを鮮明に面さ出し、またその将来を占ったヽ
のとして、ほ心させられた。

この会議最終日の夕方には、私が会長をしてい

る国際数型物理学会の理事会を開催し、米国、ノ

迅、ポーランド、 フ ランネ、スィス、英国等の理

事に案ぅて頂【、多数の聴策事項を解決でどたこ

とは言いであった。山口科学Rj団の御好意に想囲

する次第である。

1 9 8 0 年3 月1 0 日

から15日 にかけて、ア

メリカ合決国ブラウェア

州にあるデラクェア大学

にぶいて第 4回多目的意

思決定国際会議が開催された。この会議は、原RU

として2年 に 1慶、多目的意思決定に関連 じた研

究を行なっている世界各国の研究者が集まって開

かれるものであり、今回はアメリカを中心に、西

ドイツ、ォランダ、オーストリア、ポーランド、

フランス、 フ ィンランド、 イギリス、 カナダそ し

て日本 (3名 )の 10か 国、約 50名 の参力賭 力【

あった。 これを専円分野テJに見 ると、 システムエ

80 - 4 1 7 3

アメリカ、第 4回 多目的意思決定国際会醸

東北大学   谷  野  哲  三

学、rL R故学等理工系の研究者が約 20名 、経済

程営等の専門家が約 25名 、その他官庁や企業

からの出席者が 5名 程て、規経に比較 して多くの

分野からの研究者,ま―堂に会していた。これはシ

ステムエ学のもつ学際的性格を反映するものであ

り、大いに意義深いことであった。

疹力8者は大学の争宿合に宿泊し食事を共にした

が、そのとかけで、発表時以外の時にも、単に各

人力導 門としている研究内容に止まらすより広い

話題についての議論が可能であった。これは、特

に今回の会議のとうに参加者の専門分野が広い範

囲に渡ると,玄場合、相互理解を深める意味て非

常に有益であったと思 う。筆者自身も個人的にヽ

- 6 9 -



してみると次のよ,に なる :

多目的問題の一般論

多目的計画法 (対話型解法 )

多属性幼用理論

朱団意思決定、グーム理輪

種々の向弔

多くの研究者と知ヶ合 ,こ とがで吉得るところが

多かった。

さて、会議での研究発表は、 1件 が討論を含め

て約 40分 程度のスケジュー〃で行なわれ、全部

で 41件 の発表があった。その内容をざっと分頻

発で、予定された時間内には終 らす食事時間に亡
でくり赳され/●こともしばしばであった。

筆者は集団意思決定の理愉と応用に関して各 1

件の研究論文を提出して歩り、このクち 「架団志
思決定援助の方法論について」と題する理論的成
果を自身で発表 し、 「環境科学の体ネ化における

集団意思決定」と題する応用面での成果を共同研
究者である甲高大学の中山弘隆助教授 より発表 し
ていただいた。いずれの発表に対して 興ヽ味を示
した参加者が多 く、 も っと詳細を知夕たいとぃ ,
希望や、応用の可能性についての質同をかなり受
けたotた 、今後の研究に大いに参考になるコメ
ントを得ることもでとた。

結 じて規17tは小さいが、そのことがかぇって内
容を密度の波いものにしている有意義を会議であ
ったと思 う。

なさ、最後に、本会議に出席するにあたって以
助をいただいた山田IPr学振興財団に深 くぼ副する。

7 件

7件

5件

5件

17件

このクち特車すべさことは、応開に関する発表が

半数近かったことである。 (前回rj理論的なもの

力S大半であった )。 その対象 調ヽ柿配置、計画、
エネルギー政策分析等多岐に渡って掛り、近年大

きな発展をみた多目的意思決定理命の実際的右鳥

性が立証されつつあることを示すものと思われる。

反面、■命面での新 しい成果にやや物足クをいと

ころが多かったのが成念である。前愉は非常に活

80-4177

西ベルリン、国際FD加生物学会

大阪大学   洩  野 朗

であるから、いくつかの分野をCo v e rし ま,と

すると、非常に忙がしい。特に昼食時に、mo v i o

s o s s i 。■だとか、 s ↓e r 。。一s o  s s i o ■だと

か興味深いのがあったのス 昼食ヽ士ち占ち食ペ

ていられない位であった。私は主として、細胞内
フィラメント系と膜に関するものを開いたので、

それを中心にして言 くことltする。

内容については、細胞生物学の最近の元夫ぷタ

を反映して、新 しい分野が進み出すと、どっと同

じ慎な研究がいくつ 出ヽて来るのが目についた。

例えば、アクチンフィラメントを切断する様なタ
ンパタ質は 10近 くの研究室から報告されたし、

いわゆるinしormodiate fil● m。、しsの 〃

ン化だとか、その他の細抱の状態による変化にPJl

する報告も非常に多かった。また、カルモジェリ
ン関係の報告も相変 らす多かったoし かし、各分

野ごとの比較では旗関係が述伝子lJl係と立んで多

く、この分野ではnasoentな 重 白■の旗通過

rC関するもの (例えは、 シ グナルヘグチド関係 )

が加わったのが印象的であった。も,一 つ大さな

進歩があったと思えたのは I。。epし erに関する

ことて、 こ の分野も分子レベノレの研究が本格化 し

たとい)感 じがした。分子L/ベルの性lrとぃぇば、

自治医大の香川先生のエネルギー転換系のATP

aseに 関するものが、すブュニ ットよりの再構

成から逆伝的な解折までを含む完成度が高い仕事

で、大となFt●銘を与えた。

細ld内フィラツント系lc関する分野では上述の

lrtかにステレォ法によク細庖内フィラメント系を

細施吐物学の国際会議

はこれで2回 目である力、

井常に盛会であった。演

題数にしてzooO近 い

ものを、 5日間でやるの

-70-



見る方法が進歩 し、細胞質にはフィラメントェ0

two rk ttSぎっしりつまっていることが、ありあ

りと示された。この分野では日本の研究が世界的

に 書ヽめられており、シンポラツムで 基ヽ生研の

神谷先生、名人の佐孫英美先生、及び私の3人 が

話し、今回の会議ての日本人討ま者の半分を占め

ている。また、名大秦野先生のアクチン鎖切断タ

ンパク質 fragni■ の研究も大ヽ在評価を受け

た。

会議のもう一つの大され柱は右核細胞の道なに

関するもので 334題 ヽあり、最も夕かった。こ

れに次ぐのが膜関係の 363題 、次いて細胞内7

ィラメント系の235題 といク順になる。道伝関

係で多いのは、個々の道伝子やRNAの Prooo

ssingに 関する分子レベルのヽのと、な信情報

発切の例節機糾を研究する方法としての細胞内ヘ

のmio,o一 i■5。C ti。工法に関するもの/rど

が挙げられる。前者に関しては、本_ゼ タレ角宜研

の矛J根'博 との計演があり、後者に関しては阪大

彼研同国先生のtL事が良く知られている。岡田教

授の発見した細胞融合の応用 として知られてt‐る

II1 0■0●10nal antibo37を 作るハイブリド

ーマに関して 発ヽ見者kthlerな どによるセッ

ションが たヽれた。

なお筆者はヽルリンでの会議の前に、グ ッチン

グンのマックスプランク生物物理化学研究所の

Wobo■ 博との所てアタチン結合性玉白について、

tた ギーセツ大学ウイルス学研究所のK le nk博

との所てHVJに よる細胞融合枚作についてセミ

ナーを吹 それそれの分野の状況について討論す

ることが出来た。いすれの分野 非ヽ常に速やかに

進歩しているウ、 それぞれの分野で探出している

両対ととかなクつっこんだ話をすることが出来て

非常に有益であった。

最後にこの旅行の費用の一部を負担 して下さっ

た山田科学ほ果財団にぶ841する。

2)般 【を合んてファージの形忠形成

3)繊 維状ファージの形忠形成

4)DNA Packaging

5)フ ァージ島部の形曽形成

私はW四 渡を右する2工 鎮 RNAフ ァ ージ

o6の 初〕明感染過程におけるファージ4~子物憲

の変化 (Par↓ ial uncoaⅢ iHg)と ファージ

粒子中に存在する2在 の酵某の機能に閃する討演

をとこをったが、この脂質を含んだフ7~ジ に対

する他の分野の研究者の閃心は高く、多くの■同

を受けた。開畑中は、昼食後から夕資までの時間

は自由討論にあてられていたので、この間をアU用

して他の,6研 究グルーフの L lli nd i oh,

D Bamford雨 鮮士と充分な討騎と情報交換

がでとたこと 大ヽミを成果といえる。

この会議の現ホと将来を展望する上4」 Ki

ng篤 とが行なった講次を記すことは右意義と思

8 0 - 4 1 8 5

アメリカ、 「第 7回 パクテ リオファージの形忠形成

に閃する会r3H」

東京大学 伊 庭 英 夫

孟

本年の会議は、Coli

f。■■1こ大学の R Ca

londな i教 授の主催に

より、 Califo■■ia ガ‖

のA s i oヽ m  s i で9 月1 4

日から17日 亡で開催された。この会議には、本

クテリオフ″―ジの形態形成の研究に第一線で活

理する研究者 約 90名 が集い、江めて鶏気のある

財演と討前が行たわれた。

日本からの参加者は、尿沢 (京大 型 )、と、

馬 (東大 型 )、及び右坂 (北大 理 )のを博士

と私 く東大 理 )と 5名 にのほり、2●l年になく日

本からの積極的_r加が多かったことは非常に喜こ

ばしいことであった。

尉演フログラムの主要な課題la以下のとおりで

ある。

1)フ ァ'ジ 頭部の形態形成
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われる。彼は 口H↓Hre ol tと is typ。  。f
moo ting」 とい,演 題で以下のよ,に述べた。

「′`クテリオフ″一ジが分子遺伝学 分 子生物
学でス した役青Jは絶大でぁったが、一者Bの学者は
フ″一ジ研究はすでにその使命を終えたと考えて
いる。私はこの種の批判は全っく誤 っていると考
える。タンパク間及び夕/パ クー核劉笥の相互作
用の物理化学的研究や、DNA roPlicュ しよ。n,
reoomb、 ■●ti。■の酵素学的研究、生体藤の

形態形成等を研究する上てこれにどとい系があろ

'か 。しかし前述のと,をjtt41が提出される原因
の中には我 の々努力不足によるものもあろう。従

って、我々は今後、我々の成果を広 く公表 して他
の生物学分野 (た とえば、動 植 物ウィルス学、
筋肉学、今 )に適用可能な原理が数多くあること
を示すとともに、このなの会議に他分野の学者を
積極的に招待したい。J

この提案は、参加者の多くから支持され、この
長条の実行の一現として本会議のPI。●。e dings

を本としてまとめ、出販することとなっている。
最後にこの極めて有志裳てぁった会議に参加す

る機会を与えて下さった山田科学振興財団に深く
慰謝するとともに、貴財団のますますの御発展を
お祈 ,す る。

のサマースクールがポーランドのPoznair郊 外
の美しい湖畔の保養払 Br`zojow【 。において
Prof J 140■【。wskiに よって用化された。参
jJR者は全部で43人でポーランド人が主であり、英
国、アメリカ合衆国、イタリア、東 ドイッ、チェ
コス0バ キア、 日本などかうの多加かまあった。ソ

迎か)らAユ Andreev, I E Dzyaloshinstii、

英国からR J Eliiot↓ ち の参加が予定されて
いためヽ 実啄には参加しなかった。討淀とセミナ
ーはすべて英語で行わ1【 活発な討諭もあり、大
委友好的で有意義をサマースクールでぁった。ポ
ーランドの特殊な情勢のため同国との国際交流を
盛んにすることが特に重要でぁると思われる。討
義とセミナーのプログラムを以下に示す。

寵  筆

D tt Bdwards(ImPerini COlier)

Itov i。■ Of re● 。こじ problems ill tと 。
ti。。■7 。F sPin wa70S i■  itinoraAI

80-4219

ポーラン ド、磁性合金の理輸に関するサマースクール

名古屋岸  志 水 正 男

oleotro■  m●g。●ti● ■il oys

R  L  l v r i l i s ( o h i o  s t i t o  u n i v o r s i t ァ
)

Traveli.g eluster ●
PProXim● ti on

in the ↓ h●。ry oF a【 1。ァs

N nivier(ImPorisi coilos。 )Ro7iew

oF rec。 ■6 ↓Ь。。rics oF sPin gia―

S S o s

l l I  Sとょm i zじ ( N a g o】● ■I E i v  o i  s i↓γ)

Theory oF itinordit oi。 。ti。■

mng]。 t ic .lioys

i Trc4(ェ 。stitute of L● x7 TenPerd―

tur●  and Structur● 1 ■ eseaicと ,
■l■。●1,w)Phase tr● ■sitio■ s in

rare 。 ■ith― ●。ti nid。 ェi【。ァs

D O Wlilょ 。ms〈 Univeisitァ  。f T。●L―
nology, ■。。shboro■ 3■)X― rェン SC●

~

ttoring from inorPAous traIIsiti―

0■ moし 。1 ●lloys

セ ミナ ー

J 」 ontowsk。 (0↓ w。。〔)sPin waves in

tと。 ■■tiferrom48notie Fc↓  II ang。―

]ese alloys bン  ,。utron sPoctr。 ~

metr】

1980年 9月 7日伸)の

年後か ら9月 13日lIの昼

までTと。。ry of llls―

gnoしよo Ailoys(磁

性合金の理飾 )について
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A Jozよ orst京 (Pozn。 ■) SPin wav。

st iff■ess oo■ stant i■  iti■ 。■o■|

。i。●tron ferromag■ Otio ■ 1loys

S  K o b。  ■■d  J  R i oと しe r ( D T e s d。 ■)

Frus trati oこ offocts in amoIPと 。us

印48■。しiC S,stens

S KroOPiOIsti(Poz■ ●n)sPin w● vo

stiffェ ess cOこ stEIIt Of EIl i↓ iner―

■nt 。 1。c↓ro Feriomag]ot wilh

iiq■ id一 like disorder

i lV■もココ〕ricz(Cracow)InfiHo4● o of●

givo■ ●onfittration of onvttromo]|

willl Adtance d lnstrunent● しio■)を テーマ

とする共同研究を推進することが`、最近日米両国

政府間で合意された。

これに先立って、 日 米両国の四係のある研究者

Po3で意向の打診、討歓が進められて来た。日本側

では、本年 1月lFlとり、瓶 の々機会を通じて研究

者の意見の条約がはかられ、 4月 に正式にこの間

題に関する国内単術委員会が発足 した。この委員

会の結輸は嗜、次のようなものである。 「上記の

テーマの協力研究を進めるため、米国ブル ンタヘ

ヴン国立研究所 (BNL)と 、オークリッデロ↓

研勾所 (ORNL)の 高中性子来原子炉に、最新

の技術を結集 した中性子分光装置を設置 し、これ

らをrJ用して両国研究者が協力して研究を行 ,」

といクものである。

種々の ふヽ 的折衝の後、両国間で上記の方針で

基本的合意に達したのス 更に具体的なスベクト

uメ ーターの性能、Ltt様、fl用体制などの技術レ

ベルの問題について討議するため、両国の研究者

代表か、 6月 30日 より7月 3日 までハワイにお

80～ 4231

アメリカ、中性子散乱に関する日米研究協力計画

についてのハワイ会証

atoIIts of tho studied Point oo し be nag―

■otic moHent at tと is Point

J MoIと 。wski(Pozこ En)Tと 0。rr of

SPin W3VeS in ● ll。ァs

A Pajd(CIEcow)The effect oF

hybridizati。 こ 。n the eioctrical

condu●li▽ity of Partiolly crdorod

bin● ェァ ●il。了S

J SPalo〔 (crac o7)Kinetic exoと o■8o

i] a doHbl】  dcg。 ■。rrte b● nd 、7i tと

。PP liCitioo も o P。 l x 00xsを  and

C o l 】 N i y S 2

大阪大学 山 安  定

いて会識することとなったものである。日本,j代

表は、栄回俊― (文部省 )、浜口由イR(科技庁、

尿研 )、旦埜碩男く穴大 )、国印 =彦 (阪大 )、

山田安定 (収大 )であク、米国側は、D K St

oVons(DOE)、 M Bl」 m。(BNL)、 J  D

Axo(BNL)、 C Shiran。 (BNL)、 Vヽ Wi―

lkinso■ (oRNL)、 R M。 。■(ORNL)、 R

Nic■ 1。w(oPNL)で あった。会議はハ ワイ大

学 East― wost c。 ■to■で友好的な中にも大

会Uかつ内bを 雰囲気の中で行われた。その結果、

次のような計 Euを推進することでar、完全え合意

にとした。 1983年 迄にブルックヘノン回立研

究所のHPBR原 子炉のI14M夫 欧孔に両国の研究

者の協力で多目的偏極中性子か光装置を設置する。

完成とと にヽ、この装置は日米の協力研究に供さ

れ、日本側は 1年 あたり通年 2人 tB当の研究者を

派遣する。 1982年 迄にオークリッす国立研究

所のHFIR原 子炉のHB-4夫 取JLに時分皆J広

角回折装置を設置する。ス、極端条件下ての中性

子散乱測定用付属装置を開発する。これらの利用

についても略、フルックヘプンの場合と同様の条

件で行う。

この技術会議の桔果は、ただちに両国Fttに報

告され、予算的星づけヵ韓 られれば、来年度よク

本格的にこの協力研究がスタートすることとなる。
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"....'ft(t- 剣山日・ト脚・・・"'~I\I伽・4帥叫由 州・ー長期間派遣成果報告 叫・1 叫・・川町

78-5060 

スピングラスにおける 2-およびSースピンクラスター理論

東京大学

派遣期間

研究機関

私は 19 7 8年 12月20日より 19 8 0年 6

月 30臼までおよそ一年半アメリカ合衆国イリノ

イ大挙において、財団長期派巡者として滞在、研

究した。最初、財団には「電荷~度波の研究」と

いう乙とで申硝し、渡航旅費をいたfごいたが、先

方iとえきいてテーマを「スピングラス」に変更した。

その経絡は中間報告に轡いたのでζ 乙では省略す

る。

スピングラスとは、一口でいえばスピン同相互

作用が大さ さ、符母ともにランダムであるスピ J

系といえる。実験的iζ1;1最も典型的な例として

Cu1_x.Mnx: ( x = 0.0 1程度)がゐる。そ ζ では

Mnが形成する磁気モーメントがωの伝導電子を

鱗介としたRK区Y相互作用を通じて絡会し合っ

ているが、 RKKY相互作用は距雌tζ関して娠助

関数でゐる ζと、:Mnの位置がランダムでめるこ

とより、 スピン閥相互作用がランダムになる。 ζ

のような系での低温iとおげるスピン状態l;t，個々

のスピンの熱平均値は有限であるものの、その向

きはランダムであるといういわゆる「凍結Jされ

た状態にある。そ ζでは状態が高度に縮退してい

るζ と、非常に長い緩和時聞をもっととなどの特

徴がある。乙の凍結された状態を調べる乙とがス

ピングラスの問題でゐる。

スピングラスを研究する第一歩I草加ωless.

Ander50nそしてPo.lmer(以後TAPと略)の

密いた論文を勉強する ζ とであった。彼らが調べ

中 西一夫

昭和53年12月初日~閉和白年6月初日

Department Qf Physi cs BM Materials 

Research Laborat.ory. University of Illinois 

nt Urbanacha.Olpaign UrbDna 111 inois 61801， 

U. S. A. 

たのは、いわゆるInfinite -rangeモデ;1-(以後

1. R. モデルと略 )といい、全てのスピンが結

合し合い、その相互作用定数はガウス分布そする

と仮定されたモデルである。従来の佐磁性体にお

ける 1.R.モデルは分子場近似が正確である ζ と

が知られており、その思味でスピングラスの 1. 

R.モデルを調べることはスピングラスを分子4身近

似的1c:.J!耳目躍する一助とはると君えられていたoT 
APの結果は、スピングラスの1.1しモデルにお

いては従来の分子場近似Ict不十分で2ースピンク

ラスターの効果がE要でゐる乙とを示していた。

そ乙で我々はスピングラエ止におけるクラスター

の効果そ詳細に調べるために2-、および 3-ス

ピンクラスター効果ぞ正確に取り入れた理論を開

発した。それを主に 1.1も.モデル11:応用し、以下

のような結果そ得た。

(1) 樹立零度において 2ースピンクラスター理論

(以後 2S涯論と路)から算出された有効磁場

と、従来の分子場近似から計算された有効磁場

を比較した。その結果スピングラスにおいては

二つの有効磁場が呉怠る乙とが明らかκなった。

ζれは強磁性体tとおりる結果、即ち両者の有効

盛場が等しい、とは対照的であり、スピングラ

スにおいては 2-スピンクラスターの効果が絶

対零度まで残っている ζとを示している。異な

った磁場を示す具体例として、長主近接スピンだ

けが結合し、その結合定数がガウス分布をする
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一次元スピンスにおいて有効磁場を計算しその

違いを示した。

口 IRモ デルに2S理 論を応用 し TAPの

得た自己無極着方程式 (TAP方 程式 )及び自

由エネルギーの表式を再現 した。そしてTAP

ヵ侵式を廊界点付近で解析的に解くことに成功

した。結果はTAPの 結果 (彼 らは数値計算と

解析計Frを組みあわせて解いた )を再現 した上

にその解力稲 退していることを示している。即

ち奥った複数価の状せが同じ自由エネルギー、

ある↓‖よ秩序パラメーターを与える。通常スピ

ングラスのようなランダムスにおいて安定な状

態が焔退するのはむしろ当然なのであるが、そ

れをInモ デルで陽に示したのは我 が々初め

てといえる。またここで得られた解を使 って付

確率逆行列の最小□何他を計算した結果、それ

がゼロであることlb・明らかになった。これは「

臨界ラインの存在」をいったTAPの 推測の正

しさを解析的に示したものである。さらに、助

的性質 として秩序パラメーターが平衡値に向 っ

て時間の逆数で緩和することを示した。ヱい観

和時間はスピングラスの一つの特徴であるが、

上の結果はその現象を表現 している。

的)敷 他的に I Itモ デルのサンブル(5o個 の

スビンを含む )を硬って2S理 愉か ら得られた

自己無並を方程式の数値解を求めた。その結果、

以下のことが示された。

3-l rgh零 度においては一つのサンブルにつ

き7～ 8個 の伏ほが方程式を満足することが示

された。―方、従来の分子場近似の方程式を満

たす状博は一つのサツプルにつき300～ 500

個であることがわかった。2s理 論の解を細か

く調べた結果、解はエネルギー空間において深

い谷の底にあることが明 らかになう、その意味

で2S理 論の解は安定であることが示された。

3-2 温 度の関数としての2S理 論の解は、は

とんどが不連続になる。その原因は基底伏ほか

らの差が3-ス ピン以上である local血nmm

の存在によることおまわかった。ちなみに3-ス

ピツクラスターてけが関与している場合は3-

スピンクラスター理論を通月することによって

解の不連続は除芸されることが示 された。

3-3 舶 直的に青磁年逆行列の対角化して,ほ

の固有値をもつ固有ベクトルを調べた格晨 、低

温では少数スピンからなるクラスター励起が、

臨界点近傍ではほとんど系全体からなるクラス

ター励起が重要であることが示された。またク

ラスター励起の性格 としては[温 では基底状態

から一番近い loはl rm lnumへ の励起である

こと、臨界点近材では状態ベクトルとにとんど

平行な励起であることが明らかになった。そし

てその励的エネルギーが消失する温度が廊界述

度を与えることも示 された。

3-4 3-ス ピンクラスター理論 (3S理 諭 )

から得られた方程式を16価 のスピンを合むサ

ンプルにおいて軟他的に好いた結果 3S理 論

が工要なlruきをするのは3-ス ピンクラスター

が励起されおめる温度領域であることがわかっ

た。それと側迎してスピン数のみい極限のI

n モ デルで何枚TAP方 程式が有効かを蝕飾

した。

以上の結果 を 「いⅢo一 ●■d tll■eo― 曽 1■01H~

ster theory oF sPin sIESess」 とい う題 で肺文

にま とめ、経応 'り s足 の ど に投柄 した。

今後のこととしては上に開発した2-ス ピンク

ラスター理柿をI 酔 モデルではなく短距帥輌エ

作用をもつ系に応月することを考えている。

私的なことでは油米中、通転免許をとういろい

ろ旅行を楽しませていただぃた。特にイリノイか

ら日本へ用る途中立ち寄ったイエローストーンや

グランドキ、ニオンの雄大を景色は忘れることの

出来ない思い出となるだろう。またいろいろな国

から来た人と友達 となった。文化、風俗の道いを

直接触れたことは自分にとって貴宣な経験だと考

えている。最後になったが、このような貴巨な経

残をさせていただいた山口財団に早 く感謝する。

-75-



79-5044

ラフトの リンバ球細胞の細胞芸面抗原殊に I。抗原に関する研究

古い文その町、ォックスフォードにて、‐年間
研究に従0で きましたことは誠に幸いであったと
思います。当地の人々の世の中に対する考え方、
14学に対する考え方等、充分に学よべき点の多々

ある毎日でした。研究は、ラクトのリンパ縦組勅
のい抗原、殊に、組織遁合性抗原 くこの場合、I●

抗原及びA【B抗 原 )を中心にした研究で、それ
に守金することができました。研究のアプローチ
につきましては、最近Kellier及びMils tein l)f`
よってFl発されたIIeno●len●l Antibtty Prdu―

。tl mという方法をと本的な研究手技にした方法
によりました。即ち

“)ラ ットの距職細胞ょうtt8撤適合性抗原を三要
に合む分面をカラムク,マ トグラフィーを用い

て単lfrする。

陀)次 いで、この物質を抗原として亜 lb/●マウ
スを免度する。

い)免 疫が充分になされた時点で、紋免疫マウス

の肝嚇細砲をとう出し、それと非分泌型マウス

骨髄極 くこの場合NSI)と をPEc(Po17~

Ct,1・ne ol.。1)を用いて 力 2″″。でjIR抱融

合せしめる。

ね)融 合細砲だけを生やさせる選択的培地を用い

て、融合細抱だけを塔養する。培案 した融合Ill
胞の中で、元の見愛原であるラフトの陣臓細胞

膜由来のI。抗源又はA『B抗 原に対する特異的
抗体を富生している細胞を、増寒上汚を解析す
ることによって見つけ出し、その見つけ出され
た細WSを、純梓に単一の細砲群になるよう増養
を続ける (ク 。―ニラグとぃぅ)。

福 本 哲 夫
昭和54年3月14日～昭和55年3月31日

MIt C c。 1luldr hコ un。1。8ンコi束し,sir

Wllliam hml sdloci of Patholo既

hittrsityば い fod oご 。rd,OX1 3RE,

mgimd

怖)そ のクローュングのできた細咆旅を増衣した

培養上清、又は、その組D供 をB1lb/cマ ウス
a17座内にて'留殖せしめたマウスの成水は、も
とのL或 はA8B抗 原にだけ反応する強いイム

ノグ0ブ リンを含んヤいる。従って、これを用
いて、ラクトのリンパ雑細胞の破抗原の分布を
調べたり、団々の免疫反応におけるIE又はA〔
D坑 原の役割を板察する。

的)こ の抗体をアフィエティーカラムに用いて、
14防細砲峡ょうI.又はA3B抗 原を単離肘製す
る。

`】 粒製された Ia抗原又はAgD抗 原のCl‐mi―

o●16■ r●ctorisaい。Aく ァモノ酸樋成及び炭

水化物岨成 )を行 う。

以上の七つのステップを踏んで実欧が進められ
る。具体的成果について、各々のステ ップの詳細
を混じえながら以下に記述する。

11' 150匹 のウィスター
系ラットょう240タ

混皆雅景身0智野署:とそ猪セよ際R響温
抱EFをデォキンコール酸で可溶化し、Lm↓i●―

Lec tin吸者カラムを通した後、カラムに吸を
した糟玉白を遊離せしめラット伸晴出来の破枯
蚕白とした。約43″ 回収できた。如 でヽこれ
を更にセフ7デ ツクスカラムで数回精製しI。

抗原及び特 B抗 原の空宮に含まれる分面を得
たく約 5 ″ ) 。

0 次 いで、これでマウメ (総数約 30匹 )を見
愛し、充分に免疫 されたマウスのB卑細胞とNSI
とをPEGを 用いて和胞融合させた

3ち
終計約

麹 医科大学

1 7 道期 間

研 究 機 関
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回にわたる細砲融合を試みた。

0 行 った細胞融合のうち、66-7及 び 66-

149と いう名称の抗 Iュ捌本らしいM伽 o●1-

ml h↓ ib的 をEELす る細砲を得たので そ

れらの体化に専念した。抹化には随分時間がか

かった。約5ケ 月PSc(を それに費やした。つ

いに今年 3月 初旬に、両細胞の株化におよそ成

功した。この両細抱林以外にも、細抱融合の過

程で71-55と いう名称の抗兜 Bら しい

Mon∝ lonol tlltittdyを置生する細砲を得たの

で、それの体化 も行い2月 頃に保化することが

出来た。

m 66-7及 び66-149に つヽ`てはPAC

S ( ■uoreseneO力c tivEted Cじli Sr↓er)と

いう鋼置を用いて、この抗体に反応するリンパ

様細胞酵を、全リンパ様細砲いよう蛍光発色を

目安に劾雛同定した。それによると、ラフト末

伸リンパ球の 30-40%を 採強すること、即

ちラットのB細 砲を特異的に郁軸する加本であ

ることがわかった。但しラットの IgC及 びIg

Mは これらの抗体活性を阻止しないことよう、

景ぞぞ猫抗号たよ盈綜せ宅'Pr按lr笹科;佑
発表しているOx3、 OX4及 びOX6と いう

ラットの抗 I●抗休 (こ れらは主 としてマウス

遺伝学でいうI― A領 域に関連していると考え

られている抗 I●抗休 )と は異なる抗 Ic抗体で

あるらしいことな確認された。ペルオキシダー

ゼ釈融法を用いた岨紋化学的槙索により、ラ ッ

トのリンパ縦組Itlにおける同抽本に反応する組

砲群の解析においても、B細 胞領城を特異的に

標批する抗体であることが確認された。特に胸

院における組織学的所見では、この抗体は胸峡

匝四細胞のみを主 として強く染め出した。この

所見は マ ウスでの抗 I■抗体の所見に近いも

のである。又組織吸収試験では、ラットの酎桓

位や赤血球には抗体は反応 しないこと、主 とし

て的腺、陣崎、リンバ節等のリンパ様組織及び

DA系 ラットの腎騎 とは一部反応することがわ

かう こ の点からも、 Ia抗 原に対する抗体で

あろうことう`わかった。最後に、免茂沈降法に

より 放 射性ヨード標鼓ラット碑細胞暖抗原 と

この抗体が特異的に反応して沈泌をおこした分

画をPAC](ply● c,lamide rl ol"tl―

。い。Io SiS)で調べたところ、分子畳が25000

-300側 の間にあり、この抗体が、 I●抗原に

対するIntAであろうことが再確認された。この

IE抗体についての検索は、筆者の帰回後は、

マクf7スター及びウイリアムスによって引きつ

がれ、ステップい)及び“)に当る同抗体にPfF的

に反応する14抗原の草雄精興及び G●mによ

ComPoSitiO■の解析が延められている。

次に牝 B抗 体であるところの010n●71-55

も同桜に冊析された。先づOll ttrtorで の検

察では、ラット末lHリンパ球の 100%を fJf鼓

すること 胸 硫細胞の約 20%近 くを標融する

ことがわかりました。貝にベルオキシダーゼ反

応を利用した組級化学的検率では、mぃ におい

て 同 抗体で堺拙されるこの20%近 くの細砲

は、主として胸取の皿質にある大型の町 ☆的成

烈 した細胞であることが
‐
L認された。そのため、

この抗体を用いて胸峡細砲を二辞に分けて架め

ることができることがわか りました。即う同抗

体に反応しない皮質の細胞及び反応する価質の

細砲 とにである。この分離作業には、FACS

を用いて分ける方法か或は大この細砲を分ける

場合には、Rosoししo法 といわれる方法が用いう

れた。FDちこのm整 t te法とは羊の赤血ぷと抗

マウスIgoを 結合 させたものと、71-弱 抗外

で処理された舶凛紅伯 とを反応せしめ、反応し

てLscttoを 作って沈扱した舶服細砲群を全舶

妹細砲津 よう除いて、沈扱 しない上泊の非反応

細胞群を架めることができる方法である。この

ようにして分取された井反応性的限細抱 (即 ち

主として比酸的幼弱な小型の胸聯度質細胞 )は

6VH反 応といわれる細胞性角疫を起こさない

的燎細胞津であることがわか うました。そのlu、

組織吸収致験では、同抗体に反応する細胸求は、

リンパ様狙親の他に肝臓にも訪 く現われている

ことがわかう向抗件がラットの地 Bに 対するも

のであろうことが確認されました。最後に、免

疫沈降法により、分子畳がおおよそも0的 くら

いの糖畳白であることが確認されまし,こ。この

Monodc sI AEtibdァ について`同 様に マ ク
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マスター及びウイリアムスによって解析が引きつ

がれ、当分子の単離清製及びo丘述 ccl m mw―

si li伍の解析が進められている。以上をまとめ

ますと、

ラット隔賭細抱膜由来の L抗 原並びにそ B抗

原に対するM帆 Ⅲl。■■l htibOlン の作成にが功
した。このM●ll。。lma【 hhb的 のうちla抗原
に対する抗体は、既に当教重ょう報告している
OX3、 ox4及 びOX6と ぃう名称の抗Iこ

M∞ o●lonal Antiboけ とは異な )、恐 らくは、
マウス追伝学で言 うI― B/c領 域に特異的

なI●抗原に匹敗するものに対する加本であろう
と考えられる。これ らの抗 In及 び抗培 B抗 体を

用いて、リンパ球のSubsoしの解析 リ ンパ様
組織における分布、及びこれらの抗frxの見疫反応
における役411の検察が進められたこと、そして、

現在これらの痢本に反応する分子の単rl船興が進
行中であり、これらの成果は、近い将来、ラット
のリンパ様紅撤のは抗原の解析のみならず、免疫
反応解析の上に大いに役立つものと期待できる。

これらの研究を通して、T者 自身えくの研究手
技を習得することができた。即ちリンバ球の強去
面抗原の単離椅製法、Mo■。olぃ。l Altlbけ

Prdu● llぃの方法、足び泣射性約胞結合反応
5)

等の方法であ う、これ らの方法は 今 後癌角度等
の研究を進めて行 く上で大いに役立つものと確7Fl

する。
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高温相V20e結 晶の格子像の解釈
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高分解能電子頭微鏡を用いて得られる結晶格子

像の解駅には、現在までのところ、実際の醸 条

件に基づく理m的 予測ようも、むしろXjrR回折法

によって決定された既知の結品柚造との外侮上の

類似性の方が、男―位の保証として決定的役割を、

しばしば暗黙のうちに果 している。当研究の目的

は、この格子像のコントラストを 客 価的に解釈

する方法を Vmodiu m ttsqHioxido(V2α )

完全結品についてTE立し、更に、結晶欠陥のM造

呼析に役立てようとすることにある。

格子後のコントラストからPFIttl l世に逆上るこ

とができるためには、TR44機村付の試料台を用い

て、対象とする結品を、電子顕彼鈍内で正他に週

切な方位に向けて、格子像を撮影することが辺霞

である。当研知折の高分呼位電子顕彼鋪に観準装

備されている試料傾斜台の性能では、固定試料台

を用いて得られる像の質 (例えば、TANお通 ,ヽM

,R00HDR,A  Al■ OLコ S,R  」 OUFFR

EY, B  9th lnt o,Dloo tr∞ よioょosc“▼

Ts l o Aしo ,  1 9 7 8 , I , 2 8 6 )を 得ることはできす、

いわゆる高分解能の仕事には不十分である。この

理由から 少 なくとも現在の固定試F‐r台と同じ分

解能を有する高分解能試料傾斜台を作IAuすること

が企画された。高分解能試料傾針台は、オースト

ラリアのBulsillらによう拷案 され、更に、グル

ノーブルにある原子核研究PT(CENe)の

酌 w icrによう改良修正を加えられた図面に基づ

いて、本研究所の工作部門において製作が実行さ

れ、 1979年 末までに一応でき上った。一方

この載斜碩斜台 と共に必要な高分解能ポールピー

スは、外部に発注されていたが 納 入が大幅に運

れ、ようやく去る5月 に目いた。これらの新部品

を組み込んでの装置のテストに続 き、現在,α

結晶の格子像を振彫する実欧が行なわれている。

上記の性t旨改良工rlが行なわれている関、現状

で可能な仕0が 、ふたつ取 り組まれた。第一に、

弱い位相物体のコントラスト伝達函数に、入射電

子線の発故角が及にす影響が鍋べられた。この実

r24は、固定試料● を用い、lll上照州の条件で行な

われた。ます、カーボン薄映 く娯LT(40貴 )の

明視野惣い、価々の■径の紋 )を 、第二j叉束レン

ズに用いて扱彫された。これらの頭微鋭像は 次

に IIA―純 レーザーを光源 とする光学変換の方

法で 空 間周波数分析された。―方、IB術的では、

上記の伝達函数を、入Flt電子雑の発散力 と同時に

電気的安定度の成ぼす彫響をも取り入れて、評ll

するためのFFらしい計算方法が開発され 従 来の

方法に比べ速く、しか 正ヽ確を引算ができるよう

になった。この新 らしい方法によう計算 される伝

達函教は、上述の実強によって得られるd iFfra―

o崎gralnmosの、入射電子線発散角への依子性を

少なくとも定性的には う まく説明する。入射線

発散角の影響は、必すしも伝運函欽への単純な減

衰効果ではないことを、こうして実証することが

できた。つまり、電子顕微類での観家条件により

決まる或る空間周波数帯は、適当を発散角がある

方が、完全の平行入射線の場合ようも 良 く情報

を伝える。この結果は、例えば結晶lS子像 を解釈

するための 血att sIIulatiぃ を する係にも、

入射線発故角の影響を考慮する上で、宣要である。
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一
般的に用いられている如v。1●Pe fulCti“の方

法では、上述の実験結果を説明することはできを
いからである。この仕事の内容は、芸る6月 上旬
に、Libiersで 開かれた今年のフランス電子顕
微鋳学会で報告された。

第二の仕事 として、天然の野rilo(■ S2)結

晶中に存在する面状欠陥 を、現存の設削頂斜台 を

用いて観察した。この面状欠陥について最近提案
された結晶モデル (Fa2EH et● 1 .PLil M写

,A 1980,41 125;い 日ere et ol , h

PT∞o)の 妥当性を、高分解能の技術を用いて調
べようという目的である。互いに独立な二つのほ
斜軸を有する試料台とは果をう、本面極座標ま
示に従う機的をもつ割科傾斜台を、小型討算機を
利用して操作する方法が者案された。この方法を

生かして、上記の面欠陥を特徴づける変位ベルト
ルの2成 分のうちのひとっを確認することができ
た。このR S2に 関する仕事は、高分解能電子顕
彼鏡法による結晶欠陥の研究の一

環として続り,
れることになっている。

結論としては、高温相Vmdi】 四 settuiはide

絡晶の格子像を撮影し、そのコントラストと結晶
構造 との関係を電子練回折理輸をもとに説明する
という本来の仕事は、実験装置改良に伴 う技術的
理由のため、当初の予定ようも還れたが、この一

年間に、外に直接現われない進歩をしたと言える。
コントラスト伝達函数について得られた結果を加
え、結晶格子像の理解を深め、東に、 この高分解
能技術を、Prrite結晶中の欠陥構造の研究に生
かす意図をとって仕事を続けている。
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中 間 報 告 ・ 短 信 m Ⅲ…Ⅲ則Ⅲ……Ⅲ…Ⅲに帥……ⅢⅢ中m ぃ,

Houstoこ から

大 阪 大 学

中間報告

昨年十月末 ヒェーストン大学に者仁し、モス教

授の下、強力X線 源の整備 ゴ ニオメータ部品の

設計製作 オ ンラインコントロール用ソフトウエ

アの度暁 を行いました。そして性能比稜の為C24

Kと いうグラファイトロFn3化合物をと'あ げ研究

を始めた。その実験結果が予朔に反したこと、又

その興味ある物性のため金属水系化合物の研究の

予定を変更し、この物質の相転移機オむの研究を行

うことにしましたく層問化合物 とは金属水素化合

物と同じく、母体に異極物質が入ってできている

が、母体となる旧状物質の日問結合がSSいため、

果江物質が層四に入ってできた物質のことである。

母体 とは著しく異なる物性をもち、ある日阿化合

物は電池材料 として優れており 応 用面の研究 も

理んになされている )。

C24K O。 。K C 48 Kの 試料で主 として相嘘

移温度近材で研究を行ない、現向点で下禍の結果

森  昌 弘(財団ニュウ通巻第3号P田参照)

を得ている。

1)Cs6【 t C40Kの 相転移の様相はよく似てい

るか`、 C24Kと はかな,異 なること。

2)0。 ・Kの カリウムィォンは温度の上昇に従が

い、三次元回休→二次元団体→二次元液体と相

転移するようにみえる。

3)024Kは 三次元団体か ら直接二次元閉本t〔相

転移 し、その団体打造は従来のモデル 〈グラフ

ァイ ト柚造が不変で、カリウムの位置がそれに

よう向鯛変珊を受ける)とは逆をモデル (カ リ

ウムのll■造が不変で、それによう、グラファイ

トに電子の旭密波ができ グ ラファイト格子の

イ申陥つよおこり、カリウムイォンを包み込むよう

々変調を受ける )が 、そのX線 術畳FtrH孜度の

分布を脱明できる。しかし、この2月 に入る予

定r_7,たな温宍酸装置が、今も納入されず、革

細をデータをこれ以上求欧することができない

状態である。

Nev Havenか ら

大 阪 大 学

中間報告

ぞ くて長かったN"Ihvmの 夏もやっと峠を越

え、この所、日ましに京しくなってきました。私

の属するLle大 学生物学科のFユ Itlddle教授

の研究室はKli■e Biol●.r TaFrと呼ばれる建物

の最上段 10、 11階 を占めています。この建物

は小高い丘の上にあう、処物自体も竹"rと 呼ば

れるだけあってこの周辺では一番高いため、私達

は文字通 うNtt mv●ュで一番ハイレベルで仕事を

していることになじます。今、私の坐っている机

から遠 く南にN印 強 ぺ 湾を取う巻く工場辞が一

望でき、豆粒のような車がハイウェイを動いて,ヽ

山 泉   克 (財団ニュー莉ps締 号P5参 照)

るのが見えます。

研究宝は総勢30名 を越え、アメリカの研究=

として も大きな部類に入ると思います。研究BIは

2つ のグループょぅ構成されてお)、 そのうちの

1つ に、IHdd loが従来やってきた細胞融合を使

ってのビト及びマウスの遺伝fJ8図 作うの仕事を

継続しており、新しい遺伝子鞠立お映 定されしだ

い、壁に振 られた染色体上に記入され、コンピュ
ーターに記憶 させています。もう1つ は単離 した

共勧本又はDNAを 用いての遺伝子導入 (gい。

|“ぃfor)の仕事です。後者は特によう詳細な遺
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伝子地図作製に利用できるばかうか、現を、生物
学の主要課題の 1っ でぁる高等生物における遺伝
子発現調節機穂の解明にも応用できるので、研究
の主力はこちらに投入されています。これら2っ
のグループは週 1回 、昼食を摂 りながら別々に会
合を開いて最新データを出しあってディスヵッシ

ョンを行います。もちろんこれら2つ のグループ

は内容的にも相互に密接な関連があるので41然 と
別れているわけではな く、両方にまたが って参加
している人 も多数います。そして週の初めには、
統―セ ミナーがあって、共通の連絡 S項 をゃうと
りした後、もちまわウで 1人 の当者が総説風にア
レンウした論文紹介を行っています。
ItA」dL教 授は現在生物学科長 も兼にしている

ので多忙を極めていますが こ れらの会合には必
ずといっていo地 、顔を出し、暇がぁれば実験宣
に現ゎれ、 1人 1人 つかまえては研究の進み具合
をFBいたう、価々のサジェステョンを与えたりし
ています。

ピペット類の洸母は平日はパートタィマーが夜
的済ませるのですが、休日となると人件投が高く
なるので駈ddl。研でも日本の研究宣でみられる

当番制があって、3ケ 月に 1回位の頻度でポスト
ク、大半院生 (テ クニラ ャンや秘害尊の大学卿員
には休日に労tFFlさせることが策じられているので
この仕事からは先Flされている )が 日昭日に出て
きて使用済のピペ ント類を沈い (も ちろん枕浄機
で )、溺菌して月配日の朝には使えるようにして
おかなければをうません。面白い事にその当番表
の中には毎回、F H RAddieの 名 も組み込まれ
ています。施ddl。担当の日に出勤する用があっ
たので研究室に出てみましたがnlddl。の姿は見
えず、翌日研究竜に行 ってみるとピペット類が減
菌されてぃたの で、託かが気をき力せ て夜中にや
ったのか、代理のものをよこしたか、ぃずれかだ
と思います。こちらに来てSケ 月になりますが

今だhddl。教授が当番をやってぃる所を見たこ
とはあうません。

私は、こちらではラフテリア毒採 に対する細飽
膜上のレセブター避伝子の単離を目ざしてぃます。
ラフテリア章素は最終的には細胸内で作用し、タ
ン白合成をほ曽することによって細胞を殺す働き

があります。しかし細咆内に到達するためには、
細胞瞑上 (lt8胞外 )に ある特異的なレセプタ_に

結合しなければなりません。面白い事に動物種に
よって毒素に対する恵受性に差があり、例えばマ
ウス、ラット細胞は強い (感受性細胞の約 1万倍
)抵抗性を示 します。そして、ぁる細砲がジフテ
リア毒素に対 して抵抗性を示すか、感受性を示す
かの差はそれ らの細胞瞑上に毒票に対するレセブ
ターが存在するかしないかによって決する事が分
っています。そこで、 ヒ ト細砲のようにレセプタ
ーの存在する細砲 よう口RNA〈 メッセンラミー

RNA)を 抽出しくそれらのmRNAの 中には、
ラフテリア喜素 レセブタータン白の合成を指令す
るレセプター四nNAが 存在するはずである )、
これを電気泳rDで分面した後、各画分を抵抗性マ
ウス細胸内へ注射して、その細砲が感受性に変換
するかどうかを目印にして有効面分を見つけだし
これを元にしてラフテリア着素 レセブター遺伝子
の単離を行をおうといぅものです。そのためこう
らに来て最初の欽ヶ月はマイクロインラとクショ
ンと言われる微小ガラス針を使って四微銘下で増
基細砲内へ注ホする技術 の修得に努め、現在では
条件さえ壁えば生存率 95″ 以上の高率で 1時 間
に4個 近くの細砲にと対することができるまでに
なりました。今の所、予備実験 も氷ね、ヒト呼性
株細抱よう粒出した末分画IDR N AをH PRT(

酌 。x・・lllin。ぃ。。pllりbSメ 」Enstt「oso)欠

損 ヒト細胞内へ注lJ」してHPRT酵 系活との回復
を 3H_ル

?∝antllino取り込みのオートララォ
グラフ″―で調べています。分画前のmRNAを

と射 してやるとHPRT活 性の回復が見られるの
ですが、アクリルァ【卜の電気永動で分画したm
RNAで は今の所、活性の回復は得られていませ
ん。 これが操作中起ったm&NAの 分解によるも
のか、畳的な問題なのか現在検討中です。所で細
胞よう抽出 したHI It Nムのま射 には技術的に因睡
を障害がいくつかぁぅます。最大の障害はmRN
Aサ ンプル中に現在する微小な不溶物で、これが

存在する限う、先瑞が約 1′ という細ぃ針からス
ムーズに細胞内‐「tE入することが不能 となります。
その体去は面単そうに思えますが 何 しろサンプ
ル量が数″I(1″ l=高

品
.C)という少量で仕事を
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しなくては佐らないため通常の方法は使えませんロ

現在Be~kIDan 趨遠心機のアングルローターに合う

特殊なアダプターを作ってもらい遠心で不溶物を

たた急落す方法で大部分の不溶物を取り除く ζ と

ができるように依りましたが、まだ完全に満足の

ゆくものではありません。 mRNAの組分画は時

間の問題だと思いますが、 最終的な遺伝子クロー

ニングまでには幾段陪ものステップが待ちかまえ

ています。 ζれらの障害を乗り切らない阪り実験

結果の判定がより難しいジフテリアレセプター造

E子の単離はできそうもはいので乙 ζ しばらくは

モデルシステムとして乙ちらの仕事に集中するつ

もり です。すべてが私にとって新しず〈めで仲々

思うように仕事は進みませんが、幸い良い研究環

境にめぐまれ元気にやっています。以上簡単では

ありますが、 ζれそもって近況報告とさせて頂き

ます。 1980iF8月 16日

なお 56年8月頃まで帰国延長の予定です。

Stanford便り

名古屋大学松岡武夫

派遣期間 昭如55年5月 8日~昭和田年8月31日

研究機 関 S tanford Linellr Acce terator C皿 ter，

Stanford University， Stanford. CA. 94805 

研究指導者 針。f.罰金¥cyD.Drell 

住居 455 GrnnlAvc4J:12 

第 1信

釘財団より、蝦助をいただき;舗にありがとう C

ざいます。

さて、小生1;15月8日予定i湿り、日本を出発し、

同日午後には、米国カリホルニア州ス空ンフ，rー

ド i乙到着致しました。研究所での手続、樹~、住

居の確保、事の確保等々、一通り、 ζの一週間で

ほぼ済ませ、来週より、研究に本臨を入れられる

状況とt，;りました。

長野究主題と当面の研究の進め方

主題 ハドロンの弦m迭と筒エネルギ一反応

当面の進め方 ハドロンが関与する高エネルギ一

反応の特徴は、各々、別々でiまえよく、お互いに関

係しあっている ζ とが予想される。ハドロンの射荷

造1ζ基づいて、その関係を明 らかにすると共に、

弦崎造により性置が分類整理され、 8らに、予言

も出来る乙とを示そうと者えている。

乙のような仕事を SLACの理論の〆ンパーと

討鈴しながら、論文としてまとめていく衰えであ

Po.lo A1lo. Californio. 94.306 U. S. A. 

る。

研究期間派退期間の前半iζ 、上記のテーマの翰

文をまとめ、後半はその仕引の次の発艇と同時に

SLACの研究者との討論の中で、新しい方向の

可能性令も探っていく著者えでゐる。

所辿 r a.vi si tOr of S LAC Theory Gr∞，p J 
ですが、 J-1 vi saの密類上は、Res伺 rch

scholo.r a.t S LACとなゥております。報酬はあ

りません。特Jl41Lついても、 SLACの研究締設

の利用の自由がある以上に特にありません。

以上です。と ζろで、SLACに来て見まして

まず感心した事の一つは、Com[u加に対す見方

が全く湿って、研究者が皆、エンピッと同僚κ、

画像を見ながら、面倒なプログラムの作成令しな

くて色、自由に扱える事です。 少くとも日本

の大学と比較しますと、 5年程gapがあるのでは

ないでしょか。では、又、手紙を送らせていただ

きます。 回和55年5月 16日
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uamburgか ら

第 1 信

ようやく身う回 )が落ち若 さ 下 宿と研究宣と

を往復する毎日となっておウます。

研究主四 :「 シンクロト0シ 放州光を用いたX線

小角散乱法による騨孫反応の研究 」

当研殉チでは、ヘム蛋白質ヘモグ0ど ン(或い

は オヽグ0ビ ン)を使 ってそのリガントの結合

離臨に伴 う医白質の綱造変化を、獣ド面では

日本学術振興会愛励研究員

猪  子  洋  二

昭和55年 5月 48～ 1年間

B r o障 唖 M o l oω L r  B i。1 9 8 7  L t t  E l●r y

(ESIBL― Cはしs tati“4t DESY)

卜bttstrasse 3 5 2000Hambポ g 52

■6st ttrmL■ y

ProF H と  駐 drm宜 叫

A m  D i c h e n P】ュt z  9 . 2 0 0 0 L口 L l r 8  5  3 ,

晩 st Oorm anン

S tCPPod~Fl即法、測定面では異常分故測定法

を組み合せて調べる計画ですが、こうしたアプロ

ーテは私自身未経験であり ま たこちらで一部装

巴が完成していませんので、当面は静的な構造研

究から始める予定でいます。なっとも、この種の

研究は当研究宣でも拭行段階にあります。

(昭和 55年 5月 27日 )

大 阪 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究 指導者

住   眉

研究指導者

住   居

東 北 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

Phi■ado■phia便 り

第 1 信

研究主題 Mowment。 |●a leium h sareo一

PlaStコ。 r。しiculw■ oF stinned mtlscio

fittrs A stЩ す 。F eloctim Fobe o口 Iンsis

oF uンo se●li。。S

sliII ed fiborsの筋小抱体内産の元采祖成を

種 々の条件下で電子プローブ劇珂いて調べています。

この研究の特徴は生理匈機能 と構造を保持 してい

北 沢 俊 雄

昭和55年4月■日～昭和磁44月 10日

P r o s b v  t e r i E n― U■ i v o r s i↓ 7  o f  Pα ェA S r i V E E i a

睡 dioこi Conto■ l Peansyiv●nia Vbs● lo

lnstitul。 , PSi【ddolPhic, PA 〕 9104,

USA

■o f コ岨 r " P 髄 側 沖

62 Dro【elbroo〔Drゎ し 6D,● rel H111,

P a  1 9 0 2 6 ,  U  S  A

る o(inded Fibersの価小胞体内にのイオン組成

がどのような機構ででき上っているかという点に

あります。今までの生理学および生化学をもう一

歩進めるのにどうしても必要を実験かと思います。

興味ある実験結果がでましたら、お知 らせします。

それではまた。

昭和 55年 7月 SB
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事 務 報 告 … … …ⅢⅢ… …

事業 日誌

邸 5 25 EIII合 会

牙  選 考何合会

31 第 2回研究交歓会 (於 :大阪部ホテル )

6 1 窮 2回研究交飲会

(第 1回訂議員会 理 事会 選 考委員会 :昭和 54年 度事業報告、収支決算報告承認、

昭和 55年 度事業現状報告、選者方法承認

6 S  財 団ニ ュース通巻 8号発信

6 27 選 考打合会

7 12 第 1回長期間派遣者研究交砿会 (於 :業業年金会館 )

″  理 事懇談会

7 18 選 者打合会

8 郷  迅 者打合会 理 事懇該会

93～ 10 山 田コンファレンスロ開lL

9 釣  昭 和 56年 度失会援助申話〆切る

人事 消 息

1 55年 4月 、本財団郎強員久床売五究とは、京都大学基礎2EE学 研究所教授に成仁されました。

効務先 :京都大学基勘 理学FT知所

干606京 都市左京区北白川追分町 (研 5)751-2111(内 線 7012)

2 本 財団評甑Fl迅者委員殿村雄治先とは、 55年 12月 1日 よう56年 5月 31日 まで半年間米 国カ

リフィルニア大学サンフランシスコ分佼医学部血督心随研幻チヘ担へい教授 として凌米 されるご予

定です。

3 55年 6月 12日 付で 増 口即夫が事務長に就任。前こ者安住晦之は、昨年4月以降約 1年 3ケ 月

問 目め の遂理固めに尽力し、今般一身上の都合によう7月 15日 付を もって退職しました。

4 3月 下旬増田即夫 岸 本久子両名は財団経理研修の為、公益法人協会主はの公益法人会計基準実務

計座を東京に於て受訓しました。

5 9月 3日から仙台市民会館で開催した山田ヨンファレンスヘ、財団を代表 し、永宮挫夫理事が赴か

れて、FcR迎の接拶を述べられました。

編   集   後   記

本うには、通巻 8号 に引きつづいて本年 4月 以降9月 迄の間に集録した短期間派遣が果報告、長期間

派遣成果報告、中間報告および短信、ならびに短期間招へい成果報告などをお知らせします。なお、本

号には初の長期間派lE研究者の周ヨ報告会とない うぺさ第 1回長期間派遣者研究交飲会の記事 と9月 に

社の部lH台で囲力)れた第4回 山田コンファレンスlTの速報を収載しました。

さて、本号への特別寄柄は大場秀章氏の「日本の萩―その研究余談」です。筆者は東京大学理学部内

属檀物園B光分国主こで本財団の昭和54年 度研究援助を受けられた「バラの研究」の権威です。
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財団法人   山 田 科 学 振 興 財 団

544  大 阪市生野区実西 1丁 目3番 1号

ロート製薬様式会社内

電話大阪(06)753局 1231  。 ―卜製薬株式会社呼山

Yamada Sclenoo Poundation

。/。 RoLしo PbarIIIooHじical Co中  Ltd

8-1.  Tatsl i  NIshi  l― ob●Ite,  IHコゅ―臨

OS娘  544, 」aPall

198o 12 200   ~
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